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霧
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私
た
ち
は
現
在
、
歴
史
上
３
度
目
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
（
病
気
の
世
界
的
大
流
行
）

の
時
代
に
生
き
て
い
る
。
最
初
は
ペ
ス
ト

（
黒
死
病
）
だ
。
１
３
４
７
～
５
０
年
の
３

年
間
に
欧
州
だ
け
で
３
５
０
０
万
人
、
世

界
全
体
で
は
６
０
０
０
万
～
７
０
０
０
万

人
の
死
者
を
出
し
た
と
い
わ
れ
る
。
当
時

Cｌ

巴
諄
で
４
０
０
０
～
５
Ｏ
Ｏ
Ｃ

（
｛

受
コ
ヨ
『
ｑ
イ
ー
Ｑ
）
イ
ー
（
ご
く
ノ
ィ
ー
Ｃ
）
昼

Ｌ
グ宴
［
皀
汀
ｙ
ｌ
ｑ
）
□
）
（
し
杵

駈
一
搬
一
蝋
三
鞭
】
椴
』
瓢
一

ズ
だ
。
す
で
に
３
０
０
０
万
人
を
生
け
贄

に
し
て
ま
だ
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

と
く
に
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
（
以
下
、

ア
フ
リ
カ
と
表
記
）
で
は
、
２
０
０
３
年

末
の
調
査
で
感
染
者
が
２
５
○
○
万
人
に

も
達
し
、
世
界
人
□
の
１
割
し
か
い
な
い

の
に
エ
イ
ズ
の
８
割
が
集
中
す
る
。
ア
ブ

５
％
は
エ
イ
ズ
で
あ
り
、
な
か
に
は

成
人
の
４
割
近
く
が
エ
イ
ズ
と
い
う

国
す
ら
あ
る
。

１
年
間
に
エ
イ
ズ
に
感
染
す
る
３

人
に
２
人
、
死
亡
す
る
４
人
に
３
人

は
ア
フ
リ
カ
人
で
あ
る
。
毎
曰
、
新

た
に
８
２
０
０
人
が
感
染
し
て
、
６

０
０
０
人
が
死
ん
で
い
く
計
算
だ
。
１
９

７
５
年
当
時
呵
歳
を
超
え
て
い
た
ア
フ
リ

カ
の
平
均
寿
命
は
、
２
０
０
２
年
に
は
如

歳
を
割
り
込
む
ま
で
に
な
っ
た
。
人
□
爆

発
の
恐
怖
が
語
ら
れ
て
き
た
ア
フ
リ
カ
で
、

２
０
１
０
年
以
後
ボ
ツ
ワ
ナ
、
レ
ソ
ト
、

南
ア
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
の
四
カ
国
は
総
人

エ
イ
ズ
の
８
割
が
集
中
す
る
。
ア
フ

リ
カ
の
成
人
（
旧
～
伯
歳
）
の
７
．
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一
鯵
謹
鍾
鍾
（
酢
》
幾
簸
一
碑
）
嬢

□
の
減
少
に
向
か
う
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
結
果
、
人
□
の
大
激
変
が
起
き
て

い
る
。
こ
の
悪
疫
が
発
生
し
て
以
来
過
去

加
年
余
の
間
に
、
ア
フ
リ
カ
だ
け
で
推
定

２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
命
が
奪
わ
れ
た
。

東
京
都
と
神
奈
川
県
を
併
せ
た
人
□
が
、

そ
っ
く
り
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
２
０
０
０
万
人
と
い
う
死
者
の
数
は
、

桁
～
⑫
世
紀
に
か
け
て
ア
フ
リ
カ
大
陸
で

拉
致
さ
れ
、
新
大
陸
に
奴
隷
と
し
て
売
ら

れ
て
い
っ
た
数
に
匹
敵
す
る
。
社
会
の
中

核
で
あ
る
若
い
年
齢
層
を
根
こ
そ
ざ
に
奪

わ
れ
て
国
外
に
売
ら
れ
、
令
曰
に
い
た
る

ま
で
ア
フ
リ
カ
の
発
展
の
重
い
足
杣
と
な
っ

て
い
る
。
ま
さ
に
、
エ
イ
ズ
が
同
じ
事
態

を
な
ぞ
っ
て
い
る
の
だ
。

ペ
ス
ト
に
襲
わ
れ
た
当
時
の
欧
州
で
は
、

恐
怖
と
混
乱
の
な
か
で
、
「
鞭
打
ち
苦
行
Ｌ

な
ど
の
集
団
ヒ
ス
テ
リ
ー
現
象
が
起
こ
り
、

ユ
ダ
ヤ
人
が
毒
物
を
散
布
し
た
と
い
う
デ

マ
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
量
虐
殺
も
あ
っ
た
。

だ
が
一
方
で
、
人
□
の
激
減
で
封
建
制
度

が
崩
壊
に
向
か
い
、
宗
教
と
学
問
の
権
威

は
失
墜
し
た
。
こ
れ
が
「
ル
ネ
サ
ン
ス
運

動
」
と
い
う
形
で
人
間
の
創
造
性
に
火
を

つ
け
、
近
代
社
会
の
誕
生
を
う
な
が
す
要

因
に
も
な
っ
だ
。

だ
が
、
ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
禍
は
、
そ

う
な
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
エ
イ

ズ
が
若
い
働
き
盛
り
の
世
代
に
集
中
し
て

い
る
た
め
、
農
村
、
企
業
、
学
校
、
軍
隊

…
…
ど
こ
で
も
急
激
な
空
洞
化
を
招
き
始

め
て
い
る
。
世
界
銀
行
は
、
エ
イ
ズ
が
流

行
っ
て
い
る
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
、

労
働
力
の
急
減
な
ど
か
ら
１
人
当
た
り
の

国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
、
国
に
よ
っ

て
年
間
０
．
５
～
２
．
０
％
低
下
し
て
お

り
、
特
に
影
響
が
深
刻
な
国
の
な
か
に
は
、

２
０
１
０
年
ま
で
に
８
％
も
落
ち
込
む
ケ
ー

ス
が
出
る
と
、
推
定
し
て
い
る
。

２
０
０
２
年
蟇
れ
か
ら
０
３
年
は
じ
め

に
か
け
て
、
南
部
ア
フ
リ
カ
｜
帯
で
深
刻

な
食
糧
危
機
が
発
生
し
、
１
５
０
０
万
人

の
食
糧
が
不
足
し
た
。
当
初
は
干
ば
つ
や

洪
水
が
原
因
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
国

連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
○
）
の
調
査
で
、

こ
の
飢
餓
地
帯
は
エ
イ
ズ
の
流
行
地
帯
と

重
な
っ
て
お
り
、
エ
イ
ズ
に
よ
っ
て
篝
家

が
働
き
手
を
失
っ
た
こ
と
が
、
状
況
を
悪

化
さ
せ
た
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
の
推
定
で
は
、
１
９
ｓ
５
～
２

０
０
０
年
に
ア
フ
リ
カ
の
汀
刀
国
で
７
０

０
万
人
の
農
民
が
エ
イ
ズ
で
死
ん
だ
。
２

０
２
０
年
ま
で
に
は
さ
ら
に
１
６
０
０
万

人
が
死
亡
す
る
と
予
測
す
る
。
と
く
に
、

流
行
が
激
し
い
＋
力
国
で
は
、
２
０
２
０

年
一
一
ひ
で
に
農
民
の
配
％
が
減
少
す
る
こ
と

に
な
る
。
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
を
抑
え
る
薬

は
開
発
さ
れ
た
が
、
ま
だ
決
定
的
な
治
療

法
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と

は
、
ア
フ
リ
カ
の
混
迷
に
終
止
符
を
打
つ

の
は
ま
だ
先
の
一
」
と
に
な
り
そ
う
だ
。

（
い
し
・
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ザ
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人口と開発/／目次スマトラ沖大地震今村健志朗(JlCA）

春を友と杉本雄三・画く元・関西電力病院長〉
表紙の写真
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石
弘
之
２

巻
頭
言
／
史
上
三
度
目
の
バ
ン
デ
ミ
ッ
ク

ｉ
ｌ
ｉ
…
ｉ
ｉ
ｉ
■
！
…
！

５

○
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
と
津
波
被
圭
口
と
人
口

○
日
本
の
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
入
り
大
島
国
連
大
使
に
聞
く
９
５

○
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
マ
ー
タ
イ
さ
ん
来
日

１６

○
北
西
ア
フ
リ
カ
視
察
団
員
日
本
政
府
に
提
一
一
一
一
コ

１

三
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
１
ｉ

広
中
和
歌
子
ロ

■
私
の
原
点
‐
ア
ジ
ア
の
旅

ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
…
…
…
ｉ
ｉ
ｉ
…
！
！

○
汝
小
美
中
国
国
家
人
口
・
計
画
生
育
委
員
会
副
局
長
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
を
訪
問
配

ｌ
中
国
に
お
け
る
エ
イ
ズ
の
実
態
と
対
策
ｌ

■
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
へ
ル
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
エ
イ
ズ
対
策
の
統
合

赴
白
鵠
刀

汝
小
美
鍋

■
中
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
状
況
と
特
徴

■
…
ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｌ

０

○
人
口
大
国
イ
ン
ド
と
中
国
ｌ
嵯
峨
座
早
大
教
授
最
終
講
義

４３

○
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら
人
口
・
都
市
視
察
団

４

…
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
…
１
１

》
地
球
シ
グ
ナ
ル
《
■
一
局
齢
者
は
従
属
人
口
か
？
・
岡
崎
陽
一
妬

…
：
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
…

○
国
内
セ
ミ
ナ
ー
‐
評
論
家
・
樋
口
恵
子
さ
ん
／
武
山
百
〈
口
子
衆
院
議
員
講
演
会
幻

ｉ
…
ｉ
Ｉ
ｉ
…
ｉ
ｉ
ｉ

１

○
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
釦
周
年
記
念
講
演
会
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

５

１
講
演
会
ｌ
・
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
／
ト
ラ
ヤ
・
オ
魔
へ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事

務
局
長
／
ス
テ
イ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長

・
質
疑
応
答

４

‐
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
く
雲
挨
拶
Ｉ
清
水
嘉
与
千
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
局
長

６

ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
１
膣

尾
崎
美
千
生
閑

■
な
ぜ
今
人
口
問
題
か
ｕ

ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
…
Ｉ
ｉ
ｉ
…
…
ｉ
ｉ
ｉ
…

８

○
世
界
人
口
皿
億
人
に

６９

１
新
著
紹
介
ｌ
若
林
敬
子
箸
『
中
国
の
人
口
問
題
と
社
〈
雪
的
現
実
』

６

Ｊ
１
ｌ

ｌ
人
口
余
聞
ｌ
ロ
シ
ア
の
人
口
激
減
は
社
〈
雪
環
境
の
悪
化
が
主
因

○
新
評
議
員
に
４
氏
決
ま
る
ｌ
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
会
で
Ｉ

Ｐ
字
口
丁

馴
回
画
Ｌ
本
島 Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｉ

Ｆ
Ⅲ
Ｌ
Ｌ

7877
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ラ>Ⅱ大地震と津波被生

写真：CRlSRNationaI

(インドネシア・アチェ特別州の海岸。津波後に』
,NationaIUniversityofSingapore

津波後に平地のほとんどが被災し、地盤沈下も生じている）

、



昨
年
⑫
月
妬
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ

ト
ラ
島
北
部
海
域
で
、
史
上
最
大
級
（
マ
グ

ネ
チ
ュ
ー
ド
９
）
の
地
震
が
発
生
し
、
そ
の

津
波
に
よ
る
被
害
の
報
告
が
刻
一
刻
と
拡
大

し
て
い
る
。
直
接
的
な
死
亡
者
・
行
方
不
明

者
だ
け
で
も
釦
万
人
を
超
え
、
被
災
し
た
人

口
は
５
０
０
万
人
を
超
え
る
と
い
う
空
前
の

被
害
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
同
地
域
は
ス
ン

ダ
地
塊
の
周
辺
域
に
あ
た
り
、
典
型
的
な
プ

レ
ー
ト
地
震
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、
大
規

模
に
海
底
が
動
き
巨
大
な
津
波
が
発
生
し
、

地
震
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
よ
り
も
津
波
に

よ
る
も
の
の
方
が
圧
倒
的
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。

津
波
は
時
速
７
０
０
ｍ
を
超
え
る
ジ
ェ
ッ

ト
機
並
み
の
速
度
で
イ
ン
ド
洋
を
横
断
し
、

ス
リ
ラ
ン
カ
や
イ
ン
ド
に
ま
で
被
害
を
及
ぼ

し
た
。
特
に
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
次
ぐ
被
害
が
出
て
い
る
。

日
本
政
府
も
緊
急
援
助
と
し
て
５
億
ド
ル

の
支
援
を
決
め
た
の
を
始
め
、
深
刻
な
食
料

不
足
に
悩
み
食
料
支
援
を
受
け
て
い
る
北
朝

鮮
ま
で
咀
万
ド
ル
の
支
援
を
申
し
入
れ
る
な

ど
、
国
際
的
な
支
援
競
争
の
様
相
を
呈
し
て

い
る
。
人
口
の
面
か
ら
考
え
る
と
こ
の
津
波

被
害
が
示
す
問
題
点
が
幾
つ
も
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
津
波
被
害
か
ら
見
え
て
き
た
人
口

問
題
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

前
の
ペ
ー
ジ
の
画
像
の
よ
う
に
、
津
波
被

害
は
沿
岸
地
域
に
衛
星
画
像
で
も
わ
か
る
ほ

ど
の
被
害
を
引
き
起
こ
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア

に
お
い
て
沿
岸
部
に
人
口
が
集
中
し
だ
し
た

の
は
比
較
的
新
し
く
、
仮
に
肥
世
紀
に
こ
の

よ
う
な
大
地
震
が
起
き
て
も
今
回
の
よ
う
な

大
規
模
な
災
害
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
伝
統
的
に
、
東
南
ア
ジ
ア
で

は
高
地
の
人
口
密
度
が
高
く
、
海
岸
地
帯
に

は
住
民
は
ほ
と
ん
ど
居
住
し
て
い
な
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
事
実
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
も
歴

代
の
王
朝
の
都
で
あ
る
ア
ヌ
ダ
ー
ラ
プ
ラ
や

キ
ャ
ン
デ
ィ
は
山
地
に
位
置
し
て
い
た
。
海

岸
地
帯
に
移
っ
た
の
は
四
世
紀
の
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
多
少
時
代
は
遡
る
が
タ
イ
の
主
要

な
民
族
で
あ
る
タ
イ
族
は
中
国
の
広
西
自
治

区
の
シ
ー
サ
ン
パ
ン
ナ
か
ら
ラ
オ
ス
を
経
て

移
動
し
て
き
た
民
族
で
あ
る
と
タ
イ
の
人
た

ち
は
皆
信
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
東
南
ア
ジ
ア

で
は
比
較
的
清
涼
で
乾
燥
し
て
い
る
山
地
の

人
口
が
増
加
し
、
そ
の
扶
養
力
が
な
く
な
る

に
つ
れ
て
低
地
に
移
動
し
て
き
た
と
い
う
歴

史
が
あ
る
。

近
代
に
な
る
ま
で
低
地
に
人
口
が
あ
ま
り

居
住
し
な
か
っ
た
最
も
大
き
な
理
由
は
、
感

染
症
に
そ
の
理
由
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
低

地
に
は
マ
ラ
リ
ア
な
ど
命
を
奪
う
伝
染
病
が

発
生
し
、
害
虫
や
毒
蛇
な
ど
も
出
て
あ
ま
り

快
適
な
環
境
に
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

事
実
、
死
亡
率
も
高
か
っ
た
よ
う
で
、
ス
リ

ラ
ン
カ
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ

撒
布
に
よ
っ
て
マ
ラ
リ
ア
蚊
が
死
滅
し
、
そ

の
結
果
と
し
て
死
亡
率
が
急
減
す
る
や
否
や

人
口
が
急
増
し
た
こ
と
が
良
く
知
ら
れ
て
い

る
。

つ
ま
り
今
回
、
津
波
被
害
に
あ
っ
た
地
域

へ
の
人
口
集
中
は
主
に
卯
世
紀
の
後
半
に
生

じ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
一
一
の
わ
ず
か
な
時

間
に
東
南
ア
ジ
ア
の
人
口
が
沿
岸
を
中
心
に

急
増
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
然
、
人

口
急
増
に
伴
い
新
た
に
増
加
し
た
人
口
が
流

入
し
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
建
物
も
簡
易
な

バ
ラ
ッ
ク
が
ほ
と
ん
ど
で
、
貧
困
な
人
々
が

大
量
に
集
中
し
て
住
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う

な
環
境
が
今
回
の
津
波
被
害
の
背
景
に
は
あ

る
。〈
「
回
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
イ
ン
ド
ネ

６



スマトラ沖大地震と津波被害と人口

シ
ァ
の
ア
チ
ェ
州
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
東
部

も
民
族
独
立
運
動
が
あ
り
、
紛
争
地
域
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
各
国
政
府
が
そ
の
被

害
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
最
も
援
助

が
必
要
な
地
域
に
適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
通
常
の
国
際
協
力

再
問
題
被
害
寸

被災地域

は
各
国
政
府
を
受
け
皿
と
し
て
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
既
存
の
フ
レ
ー
ム
が
有
効
に
機
能

す
る
か
ど
う
か
が
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

民
族
問
題
の
解
決
は
容
易
で
は
な
い
。
民

族
が
絡
む
と
、
人
の
感
情
が
高
ぶ
り
、
冷
静

な
判
断
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
国
際
的
な
災

害
に
対
処
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、
民
族

問
題
で
は
な
く
、
そ
こ
で
被
害
を
受
け
て
い

る
人
た
ち
の
基
本
的
人
権
を
保
護
す
る
こ
と

で
あ
り
、
人
道
的
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ

と
で
あ
る
。
日
本
政
府
も
国
連
を
中
心
と
し

て
支
援
を
行
う
こ
と
を
決
め
て
お
り
、
各
国

の
枠
を
越
え
た
支
援
を
行
う
場
合
に
、
国
連

を
中
心
と
し
た
多
国
間
援
助
の
枠
組
み
の
必

要
性
が
改
め
て
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。

現
在
、
緊
急
援
助
が
世
界
各
国
か
ら
提
示

さ
れ
、
今
回
の
津
波
被
害
は
国
際
援
助
の
競

技
会
の
よ
う
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
人
身

売
買
や
孤
児
の
問
題
、
地
雷
の
撤
去
、
緊
急

医
療
援
助
、
生
活
の
建
て
直
し
な
ど
緊
急
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
で
最
も

被
害
を
受
け
る
の
が
社
会
的
に
脆
弱
な
立
場

に
あ
る
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
今
回
の
地
震
被
害
に
よ
る

子
ど
も
の
犠
牲
者
が
当
初
の
想
像
を
大
き
く

上
回
っ
た
こ
と
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
緊

急
事
態
に
お
け
る
女
性
を
守
る
た
め
に
も
人

口
問
題
に
対
す
る
緊
急
援
助
が
必
要
で
こ

の
被
害
の
中
で
、
レ
イ
プ
や
家
族
計
画
の
機

材
の
不
足
な
ど
で
「
望
ま
な
い
妊
娠
」
が
生

じ
る
こ
と
は
、
今
後
に
大
き
な
禍
根
を
残
す

こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
キ
メ
の
細
か
な

全
面
的
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

同
時
に
、
自
然
災
害
だ
け
で
は
な
く
紛
争

や
戦
争
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ス
に

な
る
と
き
に
は
援
助
が
行
わ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス

に
な
ら
な
い
と
き
に
は
援
助
が
途
絶
え
て
し

ま
う
、
と
い
う
現
状
に
は
強
い
危
機
感
を
覚

え
る
。
例
え
ば
関
係
者
の
努
力
は
続
い
て
い

る
と
し
て
も
、
イ
ラ
ク
戦
争
以
降
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
対
す
る
国
際
的
な
関
心
が
薄
れ
た

こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
実
際
に
援
助
を
必
要
と
し
て

い
る
人
が
減
っ
た
わ
け
で
も
本
質
的
な
改
善

【
ｒ

が
な
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
の
秀
」
あ
る
。
○



交
を
通
じ
て
国
益
に
貢
献
し
、
広
い
意
味
で

の
安
全
保
障
に
貢
献
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
ニ
ュ
ー

ス
に
な
る
と
き
だ
け
競
っ
た
よ
う
に
援
助
競

争
が
行
わ
れ
、
そ
う
で
な
い
と
き
に
は
全
く

無
視
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
、
せ
っ
か
く
始

ま
っ
た
開
発
や
人
口
問
題
へ
の
取
り
組
み
を

振
り
出
し
に
戻
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
く
べ
き
だ
と

思
う
。
振
り
出
し
に
戻
っ
て
し
ま
え
ば
、
ま

た
望
ま
な
い
妊
娠
が
噸
加
し
、
人
口
が
急
増

し
、
貧
困
が
拡
大
す
る
こ
と
で
社
会
的
な
負

担
が
増
加
し
、
テ
ロ
の
可
能
性
が
拡
大
し
国

際
社
会
の
不
安
定
性
の
要
因
を
作
り
出
す
１
－

と
い
う
負
の
連
鎖
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な

る
。
国
際
社
会
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
で
世

界
全
体
の
福
利
を
増
大
さ
せ
る
よ
う
な
方
向

を
ぜ
ひ
目
指
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
、

長
期
的
な
戦
略
に
基
づ
い
た
基
本
的
支
援
の

あ
り
方
を
明
確
に
し
て
、
そ
れ
を
強
力
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
日
本
の
持
っ
て
い

る
経
験
や
優
位
性
を
生
か
し
て
世
界
の
人
口

問
題
に
貢
献
す
る
こ
と
は
大
変
効
率
の
良
い

Ｄ
Ａ
が
外
交
の
一
部
で
あ
り
、
各
国
と
の
外
戦
略
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
各
国
の
政
治
シ
ョ
ー
の
よ
う

な
様
相
も
見
え
隠
れ
し
た
今
回
の
津
波
に
対

す
る
支
援
で
あ
る
が
、
新
し
い
希
望
の
光
も

見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ

て
は
、
い
か
に
大
規
模
な
災
害
で
あ
っ
て
も
、

体
制
を
越
え
、
地
域
を
越
え
た
全
地
球
的
な

援
助
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
巾
‐
で
、
北
欧
の
国
を
中
心
に

大
量
の
観
光
客
が
今
回
の
津
波
被
害
に
巻
き

込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
も

は
や
「
遠
い
国
の
問
題
は
こ
の
地
球
に
は
存

在
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
顕
著
に
表
し
て

い
る
。
こ
の
小
さ
な
地
球
の
一
員
と
し
て
、

全
て
の
国
が
当
事
者
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
現
状
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
も
国
連
の
安
全
保
障
理
事
会
常
任
理

事
国
入
り
を
目
指
す
中
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
増
額

を
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
地
位
に
ふ

さ
わ
し
い
国
際
的
な
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
内
で
は
深
刻
な

祭
温
調
の
楽
財
政
状
況
が
あ
り
、
決
し
て
そ
の
増
額
は
容

易
で
は
な
い
。
し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

貿
易
で
そ
の
富
を
築
い
た
わ
が
国
こ
そ
、
「
世

界
の
平
和
と
安
定
こ
そ
が
、
豊
か
さ
の
源
泉

で
あ
る
」
一
一
と
を
も
っ
と
強
く
意
識
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
紛
争
や

戦
争
で
、
社
会
的
不
安
が
拡
大
す
る
中
で

経
済
の
全
般
的
な
発
展
は
あ
り
え
な
い
。
平

和
を
実
現
す
る
こ
と
で
利
益
の
基
と
な
る
市

場
が
拡
大
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
豐
か
さ
が

作
り
上
げ
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
も
う

一
度
思
い
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
本
は
も

う
一
度
、
自
ら
の
問
題
と
し
て
国
際
援
助
が

自
国
の
繁
栄
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意

識
す
べ
き
で
あ
る
。

（
楠
本
修
）

８
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インタビューに答える大島賢三国連首席大使(ニューヨーク･国連代表部にて）
‘

ｌ
わ
が
鬮
の
鬮
連
外
交
最
大
の
課
題
に
取

り
組
ま
れ
る
心
構
え
か
ら
お
伺
い
し
た
い
。

「
今
年
が
勝
負
の
年
に
な
る
と
思
う
。
ア
ナ

ン
事
務
総
長
自
身
が
２
０
０
５
年
中
に
は
仕

上
げ
た
い
と
い
う
方
針
を
大
分
前
か
ら
言
っ

て
お
り
、
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
さ
ら
に
こ

の
動
き
が
盛
り
上
が
っ
て
具
体
的
な
結
論
に

達
し
て
欲
し
い
と
思
う
。
今
年
は
国
連
発
足

印
周
年
の
節
目
で
あ
り
、
来
年
は
日
本
の
国

連
加
盟
釦
周
年
の
節
目
が
く
る
。
国
連
が
で

き
た
帥
年
前
に
は
ま
だ
太
平
洋
戦
争
の
末
期

で
戦
争
が
続
い
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
か

ら
今
日
に
至
っ
て
〃
旧
敵
国
〃
で
あ
っ
た
（
日

本
の
よ
う
な
）
国
が
国
連
内
で
少
な
く
と
も

財
政
的
に
は
世
界
第
二
の
貢
献
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
何
よ
り
帥
年
も
た
て
ば
国

連
組
織
全
体
の
改
革
の
話
が
出
て
く
る
わ
け

墜
色・■
０：： 魁

一
因

⑪

罰

凹

画

疋腿

函lｉ
露
＝ざ

二
『
戸

だ
が
、
分
け
て
も
日
本
が
強
い
関
心
を
持
っ

て
い
る
安
保
理
に
つ
い
て
は
国
連
創
立
時
に

は
独
立
も
し
て
い
な
か
っ
た
ア
フ
リ
カ
の
多

く
の
新
興
国
が
加
盟
し
た
こ
と
も
あ
り
、
拡

大
の
問
題
が
出
て
き
て
い
る
。
帥
年
た
っ
て

国
際
的
な
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
も
随
分
変
わ
っ

て
き
た
し
、
国
際
政
治
の
現
実
を
も
っ
と
よ

く
反
映
し
た
も
の
に
し
な
い
と
安
保
理
自
体

が
実
行
力
の
あ
る
も
の
に
な
ら
な
い
効
率

的
、
効
果
的
な
仕
事
が
出
来
な
い
と
い
う
の

が
基
本
的
な
課
題
で
あ
る
」

「
そ
ん
な
中
で
日
本
は
ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
、

ブ
ラ
ジ
ル
と
組
ん
で
や
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

そ
の
中
で
他
の
国
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
意

見
が
あ
る
に
し
て
も
、
Ｈ
本
に
つ
い
て
は
そ

う
異
論
の
あ
る
国
は
少
な
く
、
最
右
翼
を
い
っ

て
い
る
、
と
思
う
。
た
だ
そ
う
は
い
っ
て
も

日
本
だ
け
が
首
尾
よ
く
選
挙
で
当
選
す
る
と

い
う
方
程
式
は
成
り
立
た
な
い
。
数
カ
国
と

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
い
か
ざ
る
を
え
ず
、
そ
こ

に
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
し
か

し
、
冒
頭
述
べ
た
よ
う
な
今
年
の
モ
メ
ン
タ

ム
（
契
機
）
を
活
か
し
て
、
何
と
か
今
年
中

に
は
具
体
的
な
成
果
に
結
び
つ
く
よ
う
に
政

府
を
挙
げ
て
努
力
す
る
こ
と
が
課
さ
れ
た
任

９



務
で
あ
り
、
そ
の
一
番
出
先
に
い
る
我
々
国

運
代
表
部
は
、
い
わ
ば
切
り
込
み
隊
長
、
突

撃
隊
長
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
」

ｌ
Ⅲ
「
突
撃
隊
長
」
と
し
て
の
心
意
気
は
そ

れ
と
し
て
、
限
ら
れ
た
期
間
内
に
安
保
理
常

任
理
事
国
入
り
の
め
ど
を
つ
け
る
の
は
至
難

の
業
で
は
。

「
最
後
は
選
挙
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
総
会

で
の
選
挙
、
そ
の
後
の
安
保
理
を
増
や
す
た

め
の
国
連
憲
章
改
正
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の

こ
の
賛
成
票
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
選
挙
の
結
果
を
反
映
す
る
憲
章
改
正

に
は
現
常
任
理
事
国
（
Ｐ
５
）
の
ビ
ト
ー
（
拒

否
権
）
が
あ
り
う
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

三
分
の
こ
の
賛
成
と
い
う
の
は
大
変
な
こ
と

だ
。
現
加
盟
国
１
９
１
カ
国
の
う
ち
１
２
８

カ
国
の
賛
成
、
逆
に
言
え
ば
全
加
盟
国
の
三

分
の
一
が
反
対
、
あ
る
い
は
反
対
ま
で
い
か

な
く
と
も
棄
権
を
す
れ
ば
（
日
本
の
常
任
理

事
国
入
り
は
）
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
だ
か
ら
三
分
の
二
と
い
う
数
字
は
か
な

り
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
そ
の
意
味
で
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
」

「
安
保
理
常
任
理
事
国
を
め
ぐ
る
本
質
は
何

か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
も
う
要
す
る
に
国
際

政
治
そ
の
も
の
で
あ
る
。
平
和
と
安
全
に
つ

い
て
議
論
し
必
要
な
決
定
を
す
る
と
い
っ
て

も
常
任
理
事
国
と
、
何
年
か
に
一
度
一
一
年
間

の
非
常
任
理
事
国
に
な
る
の
と
で
は
基
本
的

に
大
き
く
違
う
。
そ
こ
に
は
国
際
的
な
地
位

と
か
責
任
と
か
威
信
と
か
ｌ
わ
が
国
が
必
ず

し
も
そ
う
し
た
こ
と
を
求
め
て
や
っ
て
な
い

に
し
て
も
Ｉ
そ
う
し
た
側
面
が
出
て
く
る
。

他
の
国
は
ど
う
し
て
も
そ
う
見
る
」

「
だ
か
ら
ど
こ
か
の
国
が
そ
う
い
う
地
位
を

得
た
い
と
言
う
と
、
近
く
の
国
や
地
域
で
面

白
く
な
い
国
が
出
て
く
る
。
イ
ン
ド
に
対
し

て
パ
キ
ス
タ
ン
と
か
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て
イ

タ
リ
ア
と
か
。
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
は
か
つ

て
日
本
と
と
も
に
枢
軸
国
と
い
う
間
柄
だ
っ

た
し
、
今
で
も
同
じ
Ｇ
８
の
仲
間
だ
が
、
ド

イ
ツ
が
常
任
理
事
国
に
な
れ
ば
置
い
て
き
ぼ

り
を
食
う
イ
タ
リ
ア
の
政
治
に
と
っ
て
は
大

変
な
こ
と
に
な
る
」

ｌ
ア
フ
リ
カ
の
現
状
は
．

「
最
近
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
新
首
都
・
ア
ブ
ー

ジ
ャ
で
ア
フ
リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
の
首
脳
会

議
が
開
か
れ
、
大
筋
と
し
て
は
常
任
理
事
国

お
よ
び
非
常
任
理
事
国
を
拡
大
し
て
国
連
改

革
を
進
め
る
こ
と
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
は
常
任

理
事
国
の
枠
と
し
て
一
一
カ
国
を
要
求
す
る
と

い
う
意
見
が
出
た
が
、
ま
だ
完
全
な
合
意
で

は
な
く
２
月
末
ま
た
は
３
月
は
じ
め
ま
で
に

ア
フ
リ
カ
と
し
て
の
共
通
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
目

指
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
と
し
て
は

ア
フ
リ
カ
枠
の
二
カ
国
に
賛
成
す
る
こ
と
を

公
式
に
認
め
て
い
る
が
、
二
つ
の
枠
を
ど
の

国
が
占
め
る
の
か
、
こ
れ
が
や
や
こ
し
い
。

今
の
と
こ
ろ
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
が
候
補
国
と
し
て
上
が
っ

て
お
り
、
リ
ビ
ア
を
の
ぞ
く
三
カ
国
が
有
力

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ほ
か
に
も

正
式
に
は
名
乗
り
を
挙
げ
て
い
な
い
も
の
の

ケ
ニ
ア
や
セ
ネ
ガ
ル
の
よ
う
に
い
つ
で
も
な
っ

て
い
い
と
い
う
一
一
番
手
の
国
も
あ
り
、
ど
の

国
に
落
ち
着
く
の
か
楽
観
は
許
さ
な
い
」

「
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
に
は
認
力
国
と
三
分

の
一
に
近
い
国
が
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
は
グ
ル
ー

プ
と
し
て
動
く
の
で
ア
フ
リ
カ
の
情
勢
は
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
・
グ

ル
ー
プ
が
共
通
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
ま
と

ま
れ
ば
国
連
改
革
へ
の
流
れ
を
つ
く
る
上
で

０



日本の国連安保理常任理事国入り大島国連大使に聞く

１
１
日
本
が
直
面
し
て
い
る
ハ
ー
ド
ル
の
高

さ
は
よ
く
わ
か
っ
た
が
、
難
関
を
突
破
し
て

日
本
が
常
任
理
事
国
入
り
を
果
た
し
た
暁
に

は
、
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

「
そ
れ
は
ま
さ
に
、
日
本
は
な
ぜ
安
保
理
常

任
理
事
国
入
り
を
目
指
す
の
か
と
い
う
原
点
、

動
機
に
戻
る
わ
け
だ
。
一
つ
は
す
で
に
日
本

は
国
連
に
卯
％
近
い
財
政
的
貢
献
を
し
て
い

る
国
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
通

常
財
政
の
み
な
ら
ず
、
今
国
運
の
中
で
重
要

な
部
分
を
占
め
て
い
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
で
も
卯
％

を
占
め
て
い
る
。
五
分
の
一
、
こ
れ
は
大
き

い
。
そ
う
い
う
国
が
重
要
な
決
定
の
場
所
に

い
な
い
と
い
う
こ
と
は
民
主
的
な
ル
ー
ル
に

も
と
る
」

「
し
か
し
，
そ
こ
で
問
題
な
の
は
こ
れ
ま
で

の
実
績
だ
け
で
い
い
の
か
、
新
た
な
役
割
は

何
か
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
そ
こ
は
国

決
定
的
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。
逆
に
ア

フ
リ
カ
が
モ
タ
モ
タ
し
て
ま
と
ま
ら
な
け
れ

ば
今
の
モ
メ
ン
タ
ム
が
崩
れ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
日
本
国
内
で
は

期
待
感
も
上
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
実
際

に
は
こ
れ
も
な
か
な
か
難
関
で
す
」

ｌ
現
在
の
Ｐ
５
は
み
な
核
保
有
国
鱈
が
、

核
廃
絶
へ
向
け
て
日
本
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
と
る
こ
と
は
非
現
実
的
だ
ろ
う
か
。

「
確
か
に
今
の
常
任
理
事
国
は
み
な
核
を
持
っ

て
い
る
が
、
非
核
国
日
本
が
常
任
理
事
国
に

入
る
た
め
に
は
核
兵
器
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
議
論
は
も
う
古
い
議
論
。
む

し
ろ
日
本
が
そ
の
立
場
を
逆
手
に
と
っ
て
、

日
本
の
よ
う
な
国
が
、
口
幅
っ
た
い
表
現
に

な
る
が
、
多
く
の
国
に
と
っ
て
あ
る
種
の
模

範
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
そ
れ
は

内
で
十
分
ま
だ
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、

安
保
理
は
国
際
の
平
和
と
安
全
に
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
わ
け
で
、
常
任
理
事

国
の
椅
子
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
日
本
も
そ

め
ぐ
ら

れ
な
り
の
責
任
を
果
た
さ
な
い
と
、
た
だ
胡
坐

を
か
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
も
ち

ろ
ん
財
政
的
な
責
任
を
果
た
す
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
う
十
分
果
た
し
て
い

る
と
い
え
る
。
あ
と
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
ど
国
連
の

中
心
的
、
主
体
的
活
動
に
協
力
し
て
い
く
責

任
が
あ
る
が
、
日
本
も
湾
岸
戦
争
以
来
そ
れ

な
り
の
経
験
を
積
み
上
げ
て
き
た
。
し
か
し
、

ま
だ
こ
の
面
で
は
余
力
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
」

ｌ
常
任
理
事
国
に
な
れ
ば
鬮
際
政
治
に
関

す
る
情
報
の
入
手
が
質
的
、
量
的
に
格
段
に

容
易
に
な
る
と
い
う
点
を
強
調
す
る
外
交
専

門
家
も
い
る
が
。

「
日
本
の
よ
う
な
国
が
国
連
の
中
で
〃
廊
下

と
ん
び
〃
を
や
る
こ
と
を
屈
辱
的
に
感
じ
る

人
は
い
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
安
保
理
の
情
報

が
も
っ
と
透
明
性
を
も
っ
て
き
ち
ん
と
公
開

さ
れ
、
協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
仕
事
の
仕

方
に
関
す
る
安
保
理
改
革
の
一
つ
の
側
面
で

は
あ
る
。
安
保
理
の
構
成
国
を
増
や
し
て
も

閉
鎖
的
な
安
保
理
で
は
決
し
て
よ
く
な
ら
な

い
。
し
か
し
日
本
は
情
報
を
取
る
た
め
に
安

保
理
に
入
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
れ
は
結

果
的
に
つ
い
て
く
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
情
報
、
情
報
と
い
っ
て
も
、
日
本
政

府
の
安
全
や
進
路
に
と
っ
て
基
本
的
な
影
響

を
与
え
る
情
報
が
こ
こ
に
あ
る
か
と
い
う
と

そ
れ
は
買
い
か
ぶ
り
で
あ
る
。
そ
う
い
う
話

は
こ
こ
に
は
第
一
も
っ
て
こ
な
い
。
も
ち
ろ

ん
決
議
案
の
作
成
と
か
、
国
連
活
動
と
い
う

限
ら
れ
た
中
で
の
重
要
な
情
報
は
あ
る
が
」

そ
れ
で
い
い
こ
と
で
、
日
本
ら
し
い
貢
献
の

仕
方
が
あ
る
」
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ｌ
国
連
を
つ
く
る
の
に
主
導
的
役
割
を
果

た
し
た
米
国
の
〃
国
連
離
れ
〃
と
い
う
現
象

も
あ
る
し
？

「
そ
れ
も
あ
る
が
、
し
か
し
現
実
に
国
連
を

支
え
て
い
る
の
は
安
保
理
、
そ
の
中
で
も
Ｐ

５
、
場
合
に
よ
っ
て
は
仏
も
入
る
が
、
も
っ

と
突
き
詰
め
て
い
え
ば
所
詮
、
戦
争
に
勝
っ

た
米
英
の
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
だ
」

ｌ
ア
ナ
ン
鬮
連
事
務
総
長
の
求
め
に
応
じ

て
国
連
改
革
案
を
ま
と
め
て
い
ゑ
ン
エ
フ
リ
ー
・

サ
ッ
ク
ス
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
教
授
を
委
員
長

と
す
る
委
員
会
が
先
に
、
こ
れ
か
ら
安
保
理

常
任
理
事
国
に
入
ろ
う
と
す
る
国
は
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
対
国
民
総
生
産
（
Ｇ

Ｎ
Ｐ
）
比
を
０
．
７
％
に
ま
で
高
め
る
べ
き

だ
と
い
う
報
告
書
を
提
出
し
た
が
、
現
在
０
．

２
％
の
日
本
に
と
っ
て
は
非
現
実
的
提
案
と

い
う
こ
と
に
な
る
か
。

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
は
日
本

も
受
け
入
れ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
ま
で
に

世
界
の
貧
困
人
口
を
半
減
さ
せ
る
と
か
、
初

等
教
育
の
普
及
と
か
、
幼
児
死
亡
率
の
低
下

と
か
い
う
目
標
は
、
日
本
も
か
つ
て
貢
献
し

て
経
済
開
発
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
開

発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
が
つ
く
っ
た
新

開
発
戦
略
が
吸
収
さ
れ
た
も
の
で
、
異
論
が

あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
」

「
し
か
し
、
ご
指
摘
の
０
．
７
％
の
こ
と
に

つ
い
て
い
う
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
を
達
成
す
る
上
で
の
沢
山
あ
る
幾
つ
か

の
要
素
の
中
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
Ｏ
Ｄ
Ａ

を
使
え
ば
開
発
目
標
が
み
な
達
成
さ
れ
る
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
ア
ジ
ア

の
貧
困
解
消
に
つ
い
て
い
え
ば
、
１
９
９
０

年
こ
ろ
か
ら
皿
～
３
年
の
間
に
東
ア
ジ
ア
で

約
２
億
人
の
貧
困
人
口
が
減
っ
た
と
い
う
こ

と
が
統
計
上
出
て
い
る
。
こ
れ
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
の

果
た
し
た
役
割
は
当
然
あ
る
が
、
大
き
い
と

こ
ろ
は
投
資
と
か
貿
易
を
含
め
た
民
間
主
体

の
経
済
成
長
で
あ
る
。
そ
れ
で
経
済
の
底
上

げ
が
で
き
て
、
一
展
用
が
増
え
て
、
生
活
水
準

が
徐
々
に
上
が
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
貧
困
人

口
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
た
と
い
う
の
が
正
論
で

あ
る
。
そ
の
過
程
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
イ
ン
フ
ラ
や

人
間
開
発
や
教
育
な
ど
の
技
術
協
力
の
面
で

あ
る
種
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
確
か
で

あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
揮
然
一
体
と
な
っ
た
成

果
は
多
分
日
本
が
誇
っ
て
い
い
実
績
で
あ
る

と
思
う
。
一
時
世
銀
が
卯
年
代
の
半
ば
に
東

ア
ジ
ア
の
ミ
ラ
ク
ル
と
い
う
形
で
評
価
を
し

た
が
、
ま
だ
十
分
そ
の
辺
の
事
情
が
分
析
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
う
し
た
経
験

か
ら
見
る
と
貧
困
削
減
や
開
発
問
題
を
Ｏ
Ｄ

Ａ
だ
け
に
着
目
し
て
論
ず
る
の
は
一
部
し
か

見
て
い
な
い
狭
い
議
論
に
な
る
」

「
も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
少
な
く
て
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
も
っ
と
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
当
然
だ
が
、
０
．

７
％
を
達
成
し
て
い
る
の
は
現
在
ま
で
の
と

こ
ろ
北
欧
と
一
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
日
本
も
１
９
７
０
年
代
か

ら
い
わ
れ
て
い
る
こ
の
理
念
や
目
標
を
期
限

付
き
で
は
な
い
が
受
け
入
れ
て
い
る
。
日
本

も
一
時
は
半
分
の
０
．
３
５
船
ぐ
ら
い
ま
で

い
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
今
日

本
は
０
．
２
％
ぐ
ら
い
ま
で
落
ち
て
い
る
」

１
１
９
９
０
年
代
は
米
ソ
冷
戦
の
終
結
で

米
欧
諸
国
が
「
援
助
疲
れ
」
を
起
こ
し
て
い

る
中
で
日
本
は
世
界
最
大
の
援
助
大
国
と
な
っ

た
。
日
本
の
長
期
不
況
と
い
う
事
情
が
あ
る

に
せ
よ
、
人
ロ
問
題
を
含
め
て
こ
の
間
に
せ
っ

か
く
培
っ
た
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
こ
の

1２
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－
ｌ
ス
ー
ダ
ン
に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
派
遣

す
る
こ
と
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
補
う

と
い
う
見
方
も
あ
る
よ
う
だ
が
。

「
ス
ー
ダ
ン
も
交
渉
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

今
月
（
２
月
）
中
に
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
を
設
立
す
る

と
い
う
決
議
案
が
で
き
る
と
思
う
。
中
国
は

も
う
出
す
と
い
っ
て
い
る
し
、
ほ
か
の
国
も

出
す
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
と
き
に
ス
ー
ダ
ン

は
遠
い
ア
フ
リ
カ
の
国
だ
か
ら
と
い
う
こ
と

で
日
本
人
が
一
人
も
い
な
い
と
い
う
の
は
や

は
り
淋
し
い
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
代
わ
り
と
い
う
わ

け
で
な
く
両
方
や
る
必
要
が
あ
る
。
ス
ー
ダ

ン
は
虹
年
も
続
い
た
内
戦
が
終
わ
り
、
国
連

Ｐ
Ｋ
Ｏ
が
入
っ
て
平
和
が
定
着
す
る
よ
う
に

し
よ
う
と
い
う
わ
け
だ
が
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
と
い
う

と
こ
ろ
確
実
に
落
と
し
て
い
る
の
は
日
本
の

外
交
に
と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
で
、
残
念
な
事

態
で
は
な
い
か
。

「
そ
れ
は
あ
る
。
日
本
の
国
際
貢
献
を
考
え

る
と
き
、
ま
あ
最
近
は
自
衛
隊
が
ア
フ
ガ
ン

や
イ
ラ
ク
あ
る
い
は
今
回
の
津
波
で
大
変
活

躍
し
て
心
強
い
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
し

か
し
ど
ん
ど
ん
で
き
る
か
と
い
う
と
そ
れ
は

な
か
な
か
難
し
い
」

１
１
日
本
で
も
安
保
理
の
こ
と
は
し
ば
し
ば

話
題
に
な
る
が
、
国
連
に
は
も
う
一
つ
経
済

社
会
理
事
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）
と
い
う
重

要
な
機
関
が
あ
る
。
日
本
は
そ
こ
で
も
っ
と

大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
あ
る
の
で
は
、

と
思
う
の
だ
が
。

「
確
か
に
そ
う
だ
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
と
い

う
と
こ
ろ
は
な
か
な
か
議
論
が
し
に
く
い
と

の
は
非
常
に
幅
広
い
任
務
を
背
負
っ
て
い
て

開
発
と
か
人
道
と
か
国
家
の
復
旧
と
か
、
経

済
的
再
建
と
か
も
入
っ
て
い
る
。
協
力
の
仕

方
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
そ
の
意
味
で
自
衛
隊

だ
け
で
は
な
い
、
民
間
の
果
た
す
役
割
も
大

き
い
。
複
合
Ｐ
Ｋ
Ｏ
と
か
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

願
わ
く
ば
こ
う
し
た
日
本
の
得
意
な
分
野
と

ミ
リ
タ
リ
ー
（
軍
）
が
う
ま
く
か
み
合
っ
て

い
け
ば
い
い
。
例
え
ば
輸
送
と
い
う
面
で
機

材
と
か
技
術
力
と
か
日
本
の
持
っ
て
い
る
も

の
を
他
の
国
に
役
立
て
る
と
か
い
う
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
司
令
部
の
中
に
制
服
組
を
送
る

と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
が
あ
る
。
な
に

も
停
戦
監
視
員
を
１
０
０
人
も
２
０
０
人
も

砂
漠
の
真
ん
中
に
置
く
必
要
は
な
い
。
他
国

の
活
動
を
補
う
と
い
う
仕
事
は
沢
山
あ
る
」

ｌ
最
後
に
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
主

と
し
て
ア
ジ
ア
に
向
け
ら
れ
、
そ
の
経
済
成

長
に
も
一
定
の
貢
献
を
し
て
き
た
一
」
と
は
事

実
だ
ろ
う
が
、
今
、
国
際
援
助
協
調
の
動
き

を
見
る
と
貧
困
削
減
に
焦
点
が
集
ま
っ
て
い

る
。
貧
困
と
い
え
ば
ま
ず
ア
フ
リ
カ
の
現
実

か
ら
目
を
そ
む
け
る
一
」
と
は
で
き
な
い
。
そ

の
意
味
で
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
使
途
も
も
う

少
し
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
シ
フ
ト
（
変

こ
ろ
で
は
あ
る
。
開
発
の
い
ろ
い
ろ
な
調
整

を
や
っ
て
い
る
が
、
非
常
に
大
き
い
こ
と
と
、

や
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
ま
り
に
幅
が
広
い
の

で
仕
事
が
な
か
な
か
見
え
に
く
い
。
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｓ
Ｏ
Ｃ
の
改
革
問
題
は
昔
か
ら
あ
り
、
今
回

も
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
も
安
保
理
だ

け
に
的
を
絞
る
の
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ

Ｃ
改
革
も
あ
る
し
、
総
会
改
革
、
事
務
局
改

革
も
あ
る
。
そ
う
い
う
幅
広
い
立
場
か
ら
日

本
と
し
て
も
総
合
的
な
見
地
か
ら
改
革
案
を

出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
が
翻
っ
て

安
保
理
常
任
理
事
国
を
目
指
す
に
ふ
さ
わ
し

い
こ
と
に
も
な
る
。
安
保
理
に
だ
け
関
心
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
ま
と
も
に
相
手
に
さ

れ
な
い
」

1３



三
轡
郡
驍
症

賢
勝
一
コ
龍

国置

国漣

リアプ

コ本函

己
ニ
ノ
凸
一

可
儲

更
）
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
単
に
安

保
理
常
任
理
事
国
入
り
へ
の
票
集
め
と
い
う

意
味
で
は
な
く
。

「
賛
成
だ
。
私
は
ア
ジ
ア
重
視
を
変
え
る
必

要
は
な
い
と
思
う
。
た
だ
そ
の
実
態
を
レ
ビ
ュ
ー

し
て
見
な
け
れ
ば
。
ア
ジ
ア
も
も
う
援
助
を

卒
業
し
て
い
る
国
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
い

る
。
マ
レ
ー
シ
ア
と
か
タ
イ
は
円
借
款
を
含

め
て
も
う
卒
業
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
。
今
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
し
、
イ
ン

ド
シ
ナ
の
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
そ
れ
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
若
干
残
っ
て
い
る
。

中
国
も
今
盛
ん
に
議
論
を
呼
ん
で
い
る
よ
う

な
こ
と
で
、
明
ら
か
に
、
年
、
胆
年
前
の
対

ア
ジ
ア
援
助
と
は
ガ
ラ
リ
と
違
っ
て
き
て
い

る
。
ア
ジ
ア
に
あ
る
日
本
が
ア
ジ
ア
重
視
を

言
う
の
は
い
い
が
、
万
年
一
日
の
ご
と
く
や
っ

て
い
く
の
は
そ
ろ
そ
ろ
見
直
す
時
期
に
来
て

い
る
」

ｌ
ア
ジ
ア
の
中
進
鬮
が
「
南
南
協
力
』
、
「
三

角
協
力
」
の
形
で
さ
ら
な
る
貧
困
国
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
も
っ
と
活
動
し
て
も
ら
う
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

「
そ
う
そ
う
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
協
力
と

か
。
も
う
一
つ
の
視
点
は
安
保
理
常
任
理
事

国
入
り
を
目
指
そ
う
と
い
う
国
は
、
ア
ジ
ア

だ
け
で
な
く
広
く
グ
ロ
ー
バ
ル
に
世
界
に
目

を
向
け
て
関
心
の
領
域
を
広
げ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
う
い
う
用
意
と
覚
悟
が
な
け
れ

ば
常
任
理
事
国
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

そ
れ
が
ど
こ
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
中
南
米
も

も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
国
連
で
扱
わ
れ
る
問
題

の
６
割
か
ら
７
割
を
占
め
る
ア
フ
リ
カ
だ
。

ア
フ
リ
カ
向
け
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
も
、
％
を
切
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
ア
ジ
ア
重
視
の
中
で
も
ァ

品信
士
ソ
「
ヨ

〃
』
脳

凱
首
｛
帰
大
］
慨
目
醇

刀
前
に
国
連
の
人
道
担
当
一
事
》

の
三
思
吟
味
で
＋
女
低
町
概

1日

し、

て
。Ｐ

、
１

－

Ａ

幻
、
＋
ヌ
ム
エ
仰
坏
橇

口
本
国
内
で
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
事
務
后
信

”
り
、
国
連
内
甸
叫
の
車

弓
勿
旬
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｃ

）
瞳
旧
て
巾

Ｐ
国
連
人
口
基
余

島
賢
三
・
国
強

フ
リ
カ
の
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」

ｌ
外
務
省
本
省
で
も
そ
の
辺
の
考
え
方
は

変
っ
て
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
国
際
的
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
参

加
し
な
い
こ
と
に
は
、
存
在
感
も
何
も
あ
っ

た
も
の
で
は
な
ど

《
７
後
の
道
餅
》
⑦
闇

皿
の
都
合
上
程
揖
葡

日
本
国
内
の
楽
観
論
と
の
落
差
を
鑿

に
２
５

Ｅ
本
１
７

竺
再
ご
一
色
后

の
内
容
は
与
件
経
の

同
一
し
か
案

串
詞

リ

１４

「

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ

勇
ま
し
い
表
現
の
わ
り
に
は
総
じ
て
イ
ン

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
が
２
月
初
旬
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
は
神
経
の
よ
く
行
き
届

を
招
い
て
開
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
プ
ロ
ポ
ー
い
た
慎
重
な
一
一
一
一
日
回
し
が
多
か
っ
た
。
そ

ザ
ル
に
関
す
る
一
ア
ク
ニ
カ
ル
・
ミ
ー
｜
Ｔ
イ
ン
れ
だ
け
日
本
の
常
任
理
事
国
入
り
を
目
指

グ
の
機
会
に
行
っ
た
。
大
島
賢
一
一
一
・
国
連
代
す
今
後
の
道
筋
の
厳
し
さ
を
裏
付
け
て
お

表
部
首
席
大
使
は
、
駐
オ
ー
ス
ト
｜
フ
リ
ア
大
り
、
日
本
国
内
の
楽
観
論
と
の
落
差
を
警

使
の
前
に
国
連
の
人
道
担
当
事
務
次
長
を
務
戒
す
る
手
堅
さ
を
反
映
す
る
内
容
と
も
な
つ

め
た
一
」
と
も
あ
り
、
国
連
内
部
の
事
情
に
も
た
。

詳
し
い
。
日
本
国
内
で
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
事
務
局
長
官
学
交
流
の
一
環
と
し
て
第
一
一
大
使
と

も
務
め
、
安
全
保
障
政
策
に
も
通
じ
て
い
る
。
し
て
国
連
代
表
部
に
送
り
込
ま
れ
た
北
岡

そ
の
意
味
で
安
保
理
常
任
理
事
国
入
り
を
目
伸
一
氏
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
っ
た
が
、

指
す
日
本
と
し
て
は
適
材
で
あ
ろ
う
。
し
か
紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
か
っ
た
の
は

し
「
切
り
込
み
隊
長
」
「
突
撃
隊
長
」
と
い
う
残
念
で
あ
る
（
尾
）
。
〔
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ



ノーベル平和賞のマータイさん来日

￣

賞のノー

マータイさん来日
－－

２
月
ｎ
日
、
毎
日
新
聞
社
、
環
境
省
、
外

務
省
の
招
待
で
来
日
し
た
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー

タ
イ
さ
ん
の
記
者
会
見
が
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

で
行
わ
れ
た
。
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
ナ
イ
ロ
ビ

大
学
で
東
ア
フ
リ
カ
女
性
と
し
て
初
め
て
博

士
号
を
取
得
し
、
１
９
７
７
年
に
「
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
運
動
」
（
非
政
府
組
織
郡
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

を
創
立
、
祖
国
ケ
ニ
ア
で
植
林
運
動
を
始
め

た
。
参
加
者
の
多
く
は
女
性
で
、
植
林
活
動

を
通
し
て
貧
困
者
の
社
会
参
加
や
女
性
の
地

位
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
活

動
に
よ
り
昨
年
、
ア
フ
リ
カ
女
性
と
し
て
も

環
境
分
野
で
も
初
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
。

マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
来
日
中
に
日
本
固
有
の

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
出
会
っ
た
。

マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
「
資
源
が
有
限
で
あ
る
こ

と
を
人
々
が
認
識
し
、
資
源
を
管
理
し
未
来

に
残
し
つ
つ
持
続
可
能
な
開
発
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
資
源
の
再
利
用
、

再
生
利
用
が
必
要
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
の
精
神
を
的
確
、
簡
潔
に
具

体
化
し
た
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
世
界
中
に

広
め
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

そ
の
他
、
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
次
の
点
を
強

こ
れ
ま
で
国
際
機
関
・
社
会
か
ら
援
助
を

受
け
て
い
る
が
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

国
民
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
回
ら
ず
、
腐
敗
し
て

い
る
一
部
の
政
府
関
係
者
に
資
金
が
流
れ
て

い
る
。
政
府
は
腐
敗
を
無
く
し
、
国
民
の
健

康
と
幸
福
を
追
求
す
べ
き
だ
。
（
木
村
亮
子
）

●
政
府
の
汚
職
問
題

人
口
増
加
と
使
用
可
能
な
資
源
は
深
く
関

係
し
て
い
る
。
し
か
し
ア
フ
リ
カ
に
も
っ
と

「
知
識
」
「
技
能
・
技
術
」
「
資
金
」
が
あ
れ
ば
、

豊
富
な
資
源
を
活
用
し
て
、
も
っ
と
豊
か
な

国
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●
人
口
問
題

個
人
が
正
確
な
情
報
を
得
、
正
し
い
知
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

こ
れ
ま
で
の
国
連
機
関
か
ら
の
支
援
に
感
謝

し
た
い
。

●
Ｈ
ｌ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

調
し
た
。
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霧

！：
昨
年
夏
、
北
西
ア
フ
リ
カ
３
カ
国
（
カ

メ
ル
ー
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）

を
訪
問
し
「
人
ロ
、
エ
イ
ズ
、
安
全
な
水
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」
に
焦
点

を
当
て
た
視
察
を
行
っ
た
国
際
人
ロ
問
題

議
員
懇
談
会
の
代
表
、
桜
井
新
参
議
院
議

員
（
視
察
団
長
）
は
２
月
別
日
首
相
官
邸

で
細
田
官
房
長
官
と
会
い
、
日
本
政
府
に

対
し
次
の
よ
う
な
提
言
を
行
っ
た
。
こ
の

席
に
は
能
勢
和
子
衆
議
院
議
員
、
高
橋
千

秋
参
議
院
議
員
も
同
席
し
た
。
（
各
提
言

は
要
約
）

轤
議
鍜
望
累
熟

他
の
ド
ナ
ー
国
が
開
発
途
上
国
の
人
口
・

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分
野
に
対
し
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
増
額
を
打
ち
出
し
て
い
る
中
、
日

本
政
府
は
来
年
度
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
を
５
％
削
減

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
わ
が
国
は
戦
後
復
興

を
通
し
、
多
産
多
死
か
ら
少
産
少
死
へ
と
人

口
転
換
を
成
し
遂
げ
た
欧
米
以
外
で
は
初
め

て
国
で
あ
り
、
こ
の
経
験
を
も
と
に
国
連
．

国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
開
発
途
上
国
へ

の
援
助
に
貢
献
し
て
き
た
。
ま
た
岸
信
介
元

首
相
、
福
田
剋
夫
元
首
相
な
ど
の
強
力
な
リ
ー

ダ
１
シ
ッ
プ
の
も
と
で
人
口
と
開
発
の
議
員

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
国
際
人
口
問
題
議
員

懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
を
設
立
、
そ
の
後
ア

フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
域
に
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
結
成
、

交
流
を
行
う
な
ど
の
活
動
が
国
際
的
な
評
価

を
高
め
て
き
た
。

こ
う
し
た
実
績
の
評
価
を
失
う
の
は
Ｏ
Ｄ

Ａ
を
外
交
の
ツ
ー
ル
と
し
て
重
視
し
て
い
る

わ
が
国
と
し
て
の
損
失
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
こ
の
分
野
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
ド
ナ
ー
国

の
状
況
に
見
合
っ
て
増
額
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

鑪
鵲
護
鑪
蕊
塞
と

１
９
９
４
年
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
催

さ
れ
た
国
際
人
口
開
発
会
議
で
採
択
さ
れ
た

「
行
動
計
画
」
と
２
０
１
５
年
に
向
け
た
新
た

な
取
り
組
み
で
あ
る
「
貧
困
削
減
」
の
た
め

の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
は

国
際
社
会
の
共
通
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
現
状
に
鑑
み
、
資
金
お
よ
び
技
術
協

力
の
ア
フ
リ
カ
へ
の
傾
斜
配
分
を
検
討
す
る

べ
き
で
あ
る
。
絶
対
的
貧
困
層
が
圧
倒
的
に

多
い
ア
フ
リ
カ
に
援
助
資
金
を
あ
る
程
度
シ

フ
ト
す
る
こ
と
は
、
援
助
に
関
す
る
最
近
の

国
際
的
な
潮
流
に
沿
う
ば
か
り
か
、
わ
が
国

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
活
用
の
主
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
人

間
の
安
全
保
障
」
推
進
に
も
つ
な
が
る
か
ら

で
あ
る
。

鑪窯烟臘川相巽》製
国
家
の
枠
を
越
え
て
、
人
々
の
安
全
保
障

を
確
保
す
る
た
め
に
は
国
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

機
動
性
、
専
門
性
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。

特
に
、
家
族
計
画
や
妊
産
婦
の
健
康
、
エ
イ

ズ
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
関
わ
る
こ
と
が
多

い
人
口
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分

野
で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
活
用
に
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の

連
帯
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
内
外
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
す
で
に
多
く
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
っ

て
い
る
国
連
機
関
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
帯
し

て
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
が

有
効
で
あ
る
。

（
木
村
亮
子
）
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私の原点一アジアの旅

私
の
原
点
Ｉ’
長
い
海
外
生
活
を
終
え
、
日
本
に
帰
っ
て

か
ら
約
妬
年
間
、
こ
れ
ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
は

じ
め
ア
ジ
ア
の
国
々
を
毎
年
の
よ
う
に
訪
れ

て
い
る
。
都
会
だ
け
で
な
く
一
週
間
か
ら
十

日
間
か
け
、
じ
っ
く
り
田
舎
も
見
て
ま
わ
る
。

都
市
に
は
貧
し
さ
、
混
沌
と
し
た
下
町
の

独
特
の
臭
い
、
物
乞
い
、
車
や
バ
イ
ク
の
騒

音
、
そ
れ
に
衛
生
上
の
問
題
も
あ
る
。
田
舎

【
は
じ
め
に
】

、

瞬
灘
蝋

雌
ｊ
ｊ
ｈ

ア
ジ
ア
の
旅

●広中和歌子(ひろなか･わかこ）

お茶の水女子大学卒業後、アメリカ留学。
プランダイス大学院文化人類学修士課程
修了直

20年の滞米生活の後、教育、文化、女性
の社会参加などの分野で講演、対談、翻
訳、エッセイ出版など。

1986年、参院議員に初当選。以来、４期
連続当選(2004年千葉県選挙区選出)。
1998年、新・民主党結成に参画、現在に
至る。

1989年GLOBE(地球環境国際議員連盟）
Japan事務総長｡現在は､副会長を務める。

地球憲章委員会委員､ＧＥA(地球環境行動
会議)副会長､森林と持続可能な開発に関
する世界委員会(WCFSD)委員､ユネスコ・

国際科学諮問委員会委員、地球環境ファ

シリティ(GEF)上級諮問委員等、環境分
野を中心に国際的な活動にも参加。 ljlU

に
は
水
、
電
気
、
医
療
施
設
、
学
校
な
ど
人

間
に
と
っ
て
基
本
的
な
ニ
ー
ズ
が
不
足
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
貧
し
く
て
も
自

然
と
共
生
す
る
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
っ
た
。

海
外
旅
行
な
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な

ど
西
欧
文
化
に
葱
か
れ
る
日
本
人
は
多
い
。

あ
る
い
は
ア
ジ
ア
で
も
、
西
側
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
行
き
届
い
た
リ
ゾ
ー
ト
を
好
む
人
が
ほ

と
ん
ど
だ
。
そ
ん
な
中
、
敢
え
て
貧
し
い
国
々

参
院
議
員
、
元
環
境
庁
長
官

参
院
経
済
・
産
業
・
雇
用
に

関
す
る
調
査
会
会
長<著書〉

｢二つの文化の間で」「政治って意外とお
もしろい」「子や孫の時代へ何を残すか(対
談)｣など。

の
さ
ら
に
貧
し
い
田
舎
を
見
て
ま
わ
る
人
の

気
が
知
れ
な
い
、
と
私
に
直
接
言
う
人
も
あ
る
。

し
か
し
、
私
に
と
っ
て
ア
ジ
ア
は
身
内
で

あ
り
、
原
点
で
も
あ
る
の
だ
。
ほ
っ
と
し
、

親
し
み
を
感
じ
る
人
々
が
い
る
。
言
葉
こ
そ

違
う
が
、
彼
ら
は
日
本
人
と
同
じ
顔
立
ち
を

し
て
い
る
。
日
本
人
の
梱
先
の
多
く
が
中
国
、

韓
国
は
も
と
よ
り
南
の
国
々
か
ら
や
っ
て
き

た
に
違
い
な
い
と
思
わ
せ
る
。
彼
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
の
お
か
れ
た
立
場
で
ひ
た
む
き
に
生
き

て
い
る
。
貧
し
け
れ
ば
貧
し
い
な
り
に
額
に

汗
し
、
工
夫
を
こ
ら
し
、
勤
勉
に
働
い
て
い
る
。

子
沢
山
の
中
で
母
親
は
自
ら
の
身
体
を
け

ず
っ
て
子
供
に
乳
を
や
り
、
家
族
の
た
め
に

水
を
汲
み
、
畑
を
耕
し
、
食
事
の
支
度
を
す

る
。
か
つ
て
私
が
子
供
の
頃
、
経
験
し
た
戦

中
戦
後
の
日
本
の
暮
ら
し
が
そ
こ
に
あ
る
。

戦
後
ま
だ
日
本
が
経
済
復
興
の
途
上
に
あ
っ

た
１
９
５
８
年
、
私
は
一
留
学
生
と
し
て
ア

広
中
和
歌
子

【
Ｊ
Ｐ



メ
リ
カ
に
渡
っ
た
。
現
地
で
結
婚
、
主
婦
と

し
て
約
加
年
間
ア
メ
リ
カ
各
地
で
生
活
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
も
度
々
訪
れ
、
フ
ラ
ン

ス
に
は
約
半
年
ず
つ
二
度
滞
在
し
て
い
る
。

夫
と
一
一
人
の
子
供
の
世
話
を
す
る
専
業
主
婦

１
９
８
０
年
の
初
め
日
本
に
戻
る
と
、
今

度
は
ア
ジ
ア
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
最

初
に
訪
れ
た
の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
。
戦
友
の
遺

骨
収
集
に
行
く
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
誘
わ
れ

た
か
ら
だ
。
ス
ペ
イ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の
植
民

地
時
代
の
影
響
を
色
濃
く
残
す
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
、
率
直
に
言
っ
て
文
明
と
未
開
が
共
存
し

て
い
る
と
い
う
の
が
感
想
だ
っ
た
。
大
都
市

マ
ニ
ラ
。
排
ガ
ス
と
騒
音
を
ま
き
散
ら
し
な

が
ら
ジ
ー
プ
ニ
ー
が
走
る
市
街
地
に
は
高
級

ホ
テ
ル
や
近
代
的
な
デ
パ
ー
ト
が
建
ち
並
び
、

あ
ら
ゆ
る
西
欧
の
便
利
さ
が
手
に
入
る
。
し

か
し
、
一
歩
中
心
街
を
出
る
と
ス
ラ
ム
が
広

が
り
、
路
上
生
活
者
が
い
る
。
私
た
ち
一
行

が
か
っ
て
戦
場
で
あ
っ
た
バ
ギ
オ
に
行
く
た

め
、
早
朝
ホ
テ
ル
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
バ
ス
の

発
着
所
に
着
く
と
、
そ
こ
は
路
上
生
活
者
た

の
暮
ら
し
で
あ
っ
た
が
、
私
は
家
事
の
合
間

を
ぬ
っ
て
は
そ
の
土
地
の
大
学
に
通
っ
た
。

興
味
は
主
と
し
て
文
化
人
類
学
、
歴
史
な
ど
、

要
す
る
に
人
々
の
暮
ら
し
に
関
心
が
あ
っ
た

の
だ
。

ち
の
寝
場
所
に
な
っ
て
い
た
。
程
な
く
駅
員

が
ホ
ー
キ
を
も
っ
て
彼
ら
を
起
こ
し
に
や
っ

て
来
る
。
彼
ら
は
立
ち
退
き
、
周
辺
は
き
れ

い
に
掃
き
清
め
ら
れ
、
乗
客
を
迎
え
入
れ
る

準
備
が
整
う
と
い
っ
た
次
第
。

バ
ス
に
乗
り
数
時
間
走
っ
た
後
、
山
道
に

入
る
と
こ
ろ
で
バ
ス
か
ら
ジ
ー
プ
に
乗
り
換

え
る
。
時
々
深
い
水
た
ま
り
の
わ
だ
ち
に
タ

イ
ヤ
が
は
ま
っ
て
動
け
な
い
。
乗
客
は
降
ろ

さ
れ
、
そ
の
た
め
に
特
別
に
一
層
わ
れ
ジ
ー
プ

の
外
枠
に
つ
か
ま
っ
て
い
た
二
人
の
〃
押
し

屋
さ
ん
“
が
車
を
ぬ
か
る
み
か
ら
押
し
出
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
後
、
夫
と
共
に
イ
ン
ド
、

中
国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ

改
革
解
放
前
の
中
国
Ｉ

旅
は
続
く
。

か
つ
て
の
激
戦
地
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

人
一
人
が
よ
う
や
く
入
れ
る
ほ
ど
の
た
こ
つ

ぼ
型
の
穴
が
あ
る
。
周
辺
は
一
面
草
に
覆
わ

れ
て
美
し
い
。
〃
つ
わ
も
の
ど
も
の
夢
の
あ
と
〃

と
い
う
句
を
思
い
出
し
た
が
、
私
と
し
て
は

日
本
兵
が
戦
っ
た
の
は
密
林
ジ
ャ
ン
グ
ル
だ

と
想
像
し
て
い
た
の
で
不
可
解
だ
っ
た
。
戦

後
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
ラ
ワ
ン
材
が
大
量
に
日

本
に
輸
出
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
た
が
、
恐
ら

く
そ
の
一
部
が
こ
の
山
か
ら
の
も
の
か
も
知

れ
な
い
。
こ
う
し
た
草
し
か
生
え
て
い
な
い

山
々
に
豪
雨
が
降
る
と
ど
ん
な
災
害
が
起
こ

る
か
を
考
え
る
と
胸
が
痛
む
。

か
つ
て
日
本
人
が
大
勢
玉
砕
し
た
こ
の
地

域
に
は
慰
霊
塔
が
建
て
ら
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
の
村
人
が
手
入
れ
を
し
て
く
れ
て
い
る
。

日
本
の
遺
骨
収
集
団
も
地
元
に
小
学
校
を
寄

付
し
た
り
、
子
供
た
ち
に
奨
学
金
を
出
し
た

り
し
て
貢
献
し
て
い
る
。

シ
ア
な
ど
を
訪
問
し
た
。
観
光
が
主
な
旅
行

は
そ
れ
な
り
に
興
味
深
い
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
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私の原点一アジアの旅

私
が
政
治
の
世
界
に
入
っ
た
の
は
１
９
８

６
年
。
そ
の
頃
か
ら
私
は
さ
ら
に
積
極
的
に

ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
会
議
や
視
察
に
参
加

し
た
。
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
）
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
イ
ン
ド
を
、

環
境
や
女
性
が
テ
ー
マ
の
国
際
会
議
で
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
や
タ
イ
な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
２
０
５
０
（
に

せ
ん
ご
じ
ゅ
う
）
」
の
代
表
北
谷
勝
秀
氏
と
の

出
会
い
が
あ
っ
た
。
国
連
を
引
退
さ
れ
た
氏

は
「
２
０
５
０
」
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上

げ
、
途
上
国
の
中
で
も
最
も
貧
し
い
国
々
に

焦
点
を
当
て
て
人
口
問
題
、
麻
薬
、
エ
イ
ズ
、

を
訪
れ
た
と
き
の
よ
う
な
衝
撃
は
な
か
っ
た
。

例
外
は
中
国
の
武
漢
訪
問
の
と
き
で
、
文
化

大
革
命
の
爪
あ
と
が
色
濃
く
残
る
１
９
７
０

年
の
後
半
、
経
済
自
由
化
前
の
中
国
で
は
道

路
幅
は
飛
行
機
が
不
時
着
で
き
る
ほ
ど
広
い

の
に
、
走
る
車
は
バ
ス
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
存
在
し
て
も
品
物
は

少
な
く
、
質
は
悪
い
と
い
っ
た
状
態
だ
っ
た
。

私
た
ち
の
泊
っ
た
ホ
テ
ル
は
建
設
さ
れ
た
ば

政
治
の
世
界
へ

年
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問

００印
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
最
初
に
訪
れ

た
の
は
ト
ウ
ー
ズ
ー
病
院
。
こ
こ

で
ベ
ト
ち
ゃ
ん
、
ド
ク
ち
ゃ
ん
の
担
当
医
と

し
て
日
本
で
も
知
ら
れ
て
い
る
病
院
長
の
フ
ォ

ン
先
生
に
お
会
い
し
た
。
こ
の
国
で
は
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
で
使
わ
れ
た
枯
葉
剤
の
影
響
で
い

か
に
異
常
出
産
の
ケ
ー
ス
が
多
い
か
、
そ
れ

売
春
等
、
貧
困
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。
２
０
０
０
人
を
超
え

か
り
の
高
層
の
近
代
建
築
だ
っ
た
が
、
ホ
テ

ル
の
前
か
ら
一
歩
小
路
に
入
る
と
そ
こ
に
は

庶
民
の
生
活
が
あ
り
、
道
端
で
粉
炭
か
ら
豆

炭
を
つ
く
る
人
、
綿
を
打
つ
人
な
ど
、
戦
争

中
の
日
本
の
暮
ら
し
が
思
い
出
さ
れ
て
妙
に

懐
か
し
く
な
っ
た
。
あ
れ
か
ら
か
れ
こ
れ
蛎

年
。
改
革
解
放
後
の
現
在
の
武
漢
は
恐
ら
く

す
さ
ま
じ
い
様
変
わ
り
を
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。

を
避
け
る
た
め
妊
産
婦
へ
の
超
音
波
診
察
装

置
が
ぜ
ひ
必
要
だ
が
、
な
か
な
か
資
金
が
集

ま
ら
な
い
と
話
し
て
お
ら
れ
た
。
日
本
で
切

り
離
し
手
術
が
成
功
し
た
双
生
児
の
一
人
ド

ク
ち
ゃ
ん
は
す
で
に
嘔
歳
に
な
り
、
足
が
不

自
由
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
で
病
院
の
経
理
の
手

伝
い
を
す
る
な
ど
立
派
に
成
長
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ベ
ト
ち
ゃ
ん
に
は
脳
障
害
が
残
り
、

自
分
で
は
何
も
で
き
な
い
呼
吸
を
す
る
ぬ

い
ぐ
る
み
の
人
形
の
よ
う
。
そ
の
後
亡
く
な
っ

る
会
員
た
ち
を
対
象
に
ア
ジ
ア
の
貧
し
い
国
々

を
理
解
し
て
欲
し
い
と
視
察
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
み
、
現
地
で
も
国
連
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
供
し
て
お

ら
れ
る
。
国
会
議
員
に
も
最
貧
国
の
現
状
を

知
り
、
国
際
支
援
活
動
に
理
解
を
示
し
て
欲

し
い
と
い
う
こ
と
で
、
毎
年
、
年
明
け
早
々
、

議
員
数
名
と
北
谷
代
表
、
２
０
５
０
事
務
局

長
の
櫻
井
久
美
子
さ
ん
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

代
表
が
約
８
日
間
の
旅
に
出
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
、
ベ
ト
ナ
ム
を
振
り
出
し
に
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
を

訪
れ
た
。

１９



た
と
聞
い
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を
振
り
出

し
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
北
に
上
り
、
ダ
ナ
ン
、

フ
エ
、
ブ
イ
ン
、
ハ
ノ
イ
な
ど
一
週
間
か
け

て
視
察
し
た
。
そ
の
間
、
エ
イ
ズ
対
策
委
員

会
や
孤
児
院
を
訪
問
。
ま
た
、
母
子
保
健
、

家
族
計
画
の
た
め
の
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
現
状
に
つ
い

て
元
青
年
海
外
協
力
隊
で
働
い
て
い
た
助
産

師
の
渡
辺
一
代
さ
ん
や
ジ
ョ
イ
セ
フ
（
家
族

計
画
国
際
協
力
財
団
）
の
勝
部
ま
ゆ
み
さ
ん

た
ち
か
ら
話
を
伺
っ
た
。
厳
し
い
現
実
の
中

で
生
き
生
き
と
働
く
２
人
の
日
本
女
性
の
貢

献
に
は
頭
が
下
が
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
様
々

な
形
で
執
行
さ
れ
る
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
い
か

に
必
要
で
、
現
地
で
感
謝
さ
れ
て
い
る
か
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

帰
国
後
は
ベ
ト
ナ
ム
の
エ
イ
ズ
対
策
や
人

口
問
題
、
公
衆
衛
生
の
現
状
を
外
務
省
に
報

告
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
上
記
超
音
波
診
察

装
置
と
エ
イ
ズ
予
防
の
た
め
の
コ
ン
ド
ー
ム

緊
急
支
援
が
実
現
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
人
口
政
策
が
う
ま

く
い
っ
て
い
て
出
生
率
は
朗
年
の
３
．
８
％

か
ら
ｗ
年
に
は
２
．
７
％
に
低
下
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
女
性
連
合
の

家
族
福
祉
局
長
は
、
避
妊
器
具
の
選
択
の
枠

を
広
げ
た
こ
と
だ
と
指
摘
。
特
に
コ
ン
ド
ー

ム
の
使
用
が
東
南
ア
ジ
ア
で
２
番
目
に
高
い

と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
ベ

ト
ナ
ム
の
相
続
制
度
が
か
か
わ
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
社
会
主
義
国
ベ
ト
ナ

ム
で
は
遺
産
相
続
が
男
女
均
等
で
、
農
地
の

相
続
も
例
外
で
は
な
い
。
と
な
る
と
子
沢
山

で
は
土
地
が
細
分
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん

な
こ
と
が
理
由
と
な
っ
て
、
出
産
制
限
が
自
主

的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

概
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の
人
た
ち
は
勤
勉
で
、

自
分
た
ち
で
生
活
向
上
努
力
や
開
発
活
動
に

従
事
す
る
傾
向
が
強
い
。
こ
の
国
で
人
々
の

自
立
を
支
援
す
る
の
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
有
効
な
使

い
方
で
あ
る
と
思
う
。

１０別
壮
一
麓
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
背
景

と
す
る
ネ
パ
ー
ル
は
、
一
度
は
訪
れ

て
み
た
い
国
だ
っ
た
。

し
か
し
、
最
近
は
大
気
汚
染
で
首
都
カ
ト

年
ネ
パ
ー
ル
訪
問

マ
ン
ズ
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
が
見
え
な
い

日
も
あ
る
と
い
う
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
２
０
５
０
」

か
ら
２
０
０
１
年
の
訪
問
地
と
し
て
ネ
パ
ー

ル
を
提
案
さ
れ
、
期
待
に
胸
は
ず
む
。
か
つ

て
太
古
、
カ
ト
マ
ン
ズ
周
辺
は
海
底
に
沈
ん

で
い
た
。
最
近
ま
で
海
抜
の
低
い
地
域
は
湿

気
や
マ
ラ
リ
ヤ
蚊
に
や
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
居
住
に
適
さ
な
い
。
し
た
が
っ
て

人
々
は
高
地
に
住
み
、
山
の
斜
面
を
耕
し
て

暮
ら
し
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
マ
ラ
リ
ヤ
蚊
が
駆
除
さ
れ
、

人
々
が
低
地
に
も
住
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、

カ
ト
マ
ン
ズ
は
都
市
と
し
て
急
速
に
発
展
し

て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
環
境
汚
染
も
広
が
っ

て
い
る
の
だ
と
い
う
。

視
察
と
し
て
カ
ト
マ
ン
ズ
を
中
心
に
車
で

山
岳
地
帯
の
農
村
へ
と
出
か
け
、
ジ
ョ
イ
セ

フ
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
か
か

わ
る
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
や
小
児
病
院
、
村

落
振
興
、
森
林
保
全
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
見
て
ま
わ
っ
た
。
そ
の
間
、
山
岳
地
帯
の

農
業
や
人
々
の
暮
ら
し
に
触
れ
た
が
、
い
ざ

出
産
、
病
気
と
い
っ
た
緊
急
の
場
合
ど
の
よ

う
に
手
当
て
さ
れ
、
診
療
所
に
運
ば
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
道
路
、
水
、
電
気
な
ど
基
礎
的

2０
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イ
ン
フ
ラ
を
欠
き
、
朝
晩
寒
暖
の
差
の
大
き

い
こ
の
土
地
で
の
生
活
は
ど
ん
な
に
か
厳
し

い
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
国
は
女
性
の
平
均
寿

命
は
男
性
よ
り
短
く
、
女
性
が
重
労
働
に
従

事
し
、
運
命
は
女
性
に
よ
り
厳
し
い
。
》
」
の

国
は
後
発
開
発
途
上
国
、
国
民
の
大
半
は
山

肌
を
削
っ
て
自
給
自
足
の
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
雨
期
に
な
る
と
（
６
月
～
ｎ
月
）
、

崖
崩
れ
で
村
々
は
孤
立
す
る
。
現
金
収
入
が

な
く
、
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
な
く
な
る
の

で
、
食
糧
の
備
蓄
が
な
け
れ
ば
生
命
の
維
持

も
難
し
く
な
る
。
こ
の
国
の
貧
困
対
策
は
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
植
林
、
女
性
の
地
位
向
上
か

ら
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
。

ネ
パ
ー
ル
は
お
釈
迦
様
の
生
ま
れ
た
土
地

で
も
あ
り
、
文
化
的
に
は
イ
ン
ド
の
影
響
を

強
く
受
け
て
い
る
が
、
あ
る
ネ
パ
ー
ル
人
は

イ
ン
ド
と
自
国
を
比
較
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
は

イ
ン
ド
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
植
民
地

支
配
の
経
験
が
な
く
、
従
っ
て
行
政
組
織
、

教
育
な
ど
の
文
化
面
も
含
め
、
様
々
な
社
会

イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
嘆
い

て
い
た
。
自
ら
の
国
を
、
自
ら
の
力
で
作
り

上
げ
て
い
く
に
は
、
あ
ま
り
に
も
問
題
が
多

く
、
無
力
感
を
感
じ
て
し
ま
う
の
か
。
し
か

年
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問

２０加
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
主
と
し
て
首

都
プ
ノ
ン
ペ
ン
と
世
界
遺
産
ア
ン

コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
あ
る
シ
ュ
ム
リ
ア
プ
市
を

中
心
に
視
察
を
行
っ
た
。
長
期
に
わ
た
る
カ

ン
ボ
ジ
ア
内
戦
で
、
そ
の
後
も
多
く
の
問
題

を
抱
え
る
こ
の
国
に
は
、
世
界
各
国
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

し
な
が
ら
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
っ
て
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
人
間
の
安
全
保
障
を
心
が
け
れ

ば
将
来
は
明
る
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
特

に
草
の
根
で
ネ
パ
ー
ル
の
人
た
ち
に
希
望
を

与
え
て
い
る
日
本
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
数

多
く
い
る
こ
と
は
心
強
い
限
り
で
あ
る
。
そ

の
一
人
、
垣
見
一
雅
さ
ん
は
山
村
を
ま
わ
っ

て
村
人
た
ち
の
自
立
支
援
を
し
て
い
る
。
自

分
の
意
見
は
押
し
つ
け
ず
村
人
た
ち
の
〃
や

る
気
〃
を
引
き
出
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
訪
問
後
、
ネ
パ
ー
ル
主
宮
内
で

王
族
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
、

そ
の
後
新
王
の
下
で
政
情
は
安
定
し
て
い
な

い
よ
う
だ
。

日
本
も
例
外
で
は
な
く
、
エ
イ
ズ
患
者
を

身
心
共
に
支
え
る
飯
塚
眞
理
子
さ
ん
。
シ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
ホ
ー
プ
と
い
う
キ
ル
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
エ
イ
ズ
患
者
を
集
め
、
キ
ル
ト
製
作
を

指
導
し
つ
つ
、
彼
ら
の
人
生
末
期
を
物
心
両

面
で
支
え
て
い
る
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
飯
塚
さ

ん
に
お
目
に
か
か
っ
た
。
御
主
人
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
職
員
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
始
め
た
こ
の

施
設
を
手
伝
う
う
ち
に
、
自
ら
責
任
者
と
し

て
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
美
し
い
キ
ル
ト
を
作
る
人
た
ち
も

一
年
ぐ
ら
い
で
体
力
が
つ
き
て
亡
く
な
っ
て

い
く
と
い
う
。
そ
う
し
た
末
期
患
者
の
た
め

に
は
近
く
に
ホ
ス
ピ
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る

が
、
ホ
ス
ピ
ス
と
は
名
ば
か
り
で
ハ
ン
モ
ッ
ク

に
横
た
わ
る
彼
ら
に
ほ
ど
こ
す
す
べ
は
な
い
。

売
春
婦
を
集
め
て
エ
イ
ズ
対
策
と
し
て
性

教
育
を
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
に
も
出

会
っ
た
。
湿
地
帯
、
河
沿
い
の
バ
ラ
ッ
ク
が

売
春
宿
で
、
そ
の
一
つ
に
集
ま
っ
た
女
性
た

ち
に
コ
ン
ド
ー
ム
の
着
用
を
怠
る
と
ど
ん
な

こ
と
に
な
る
の
か
、
寸
劇
を
通
し
て
教
え
て

い
た
。
こ
の
国
も
極
端
に
貧
し
く
、
多
く
の

農
村
女
性
が
性
産
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
代
償
は
わ
ず
か
な
収

２



入
と
エ
イ
ズ
で
あ
る
。
内
戦
で
動
員
さ
れ
た

兵
士
や
警
察
官
が
エ
イ
ズ
を
広
め
、
国
民
病

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
官
民
を
あ

げ
て
の
エ
イ
ズ
対
象
に
よ
り
、
エ
イ
ズ
感
染

率
を
下
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
数
少
な
い
国

の
一
つ
で
も
あ
る
。

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
を
救
済
す
る
フ

レ
ン
ズ
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
フ
ラ

ン
ス
人
に
よ
る
も
の
。
約
２
０
０
人
を
収
容

す
る
施
設
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
子
供
た
ち

が
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
、
職
業
訓
練
を
行
っ

て
い
る
。
フ
レ
ン
ズ
は
活
発
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
が
、
自
己
資

金
の
個
渇
と
海
外
か
ら
の
援
助
資
金
の
先
細

り
が
将
来
に
暗
い
影
を
投
げ
か
け
て
い
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ト
ラ
ス
ト
と
い
う
イ
ギ
リ

ス
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
義
手
義
足
を
作
る
工
場
を

運
営
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
藤
井
さ
ん
と
い

う
日
本
人
も
働
い
て
い
た
の
で
じ
っ
く
り
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
彼
に
よ
る
と
義
足

を
必
要
と
す
る
の
は
地
雷
で
手
足
を
失
っ
た

人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
ポ
リ
オ
を
患
っ
た

結
果
、
足
を
失
っ
た
人
も
数
多
く
い
る
と
い

う
。
ポ
リ
オ
の
予
防
注
射
と
い
う
、
多
く
の

国
の
子
供
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
受
け

て
い
る
医
療
は
、
長
い
内
戦
の
間
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
は
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
の
だ
。

ア
ン
コ
ー
ル
小
児
病
院
で
は
日
本
人
の
モ
ー

ガ
ン
三
恵
子
さ
ん
に
お
目
に
か
か
っ
た
。
も

と
も
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
の
地
に
入

り
、
今
は
院
長
を
し
て
い
る
御
主
人
と
共
に

看
護
婦
と
し
て
働
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
の

病
院
に
は
日
本
か
ら
寄
付
さ
れ
た
医
療
機
器

や
車
な
ど
が
あ
り
、
と
て
も
感
謝
さ
れ
て
い

た
。
日
本
が
人
材
の
点
で
も
資
金
面
で
も
様
々

な
形
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
再
建
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
は
嬉
し
い
し
、
そ
う
し
た
活
動
に
た

ず
さ
わ
る
人
た
ち
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を

捧
げ
た
い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
え
ば
地
雷
で

命
を
落
と
す
人
、
手
足
を
失
う
人
が
未
だ
に

多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ア
ン
コ
ー

ル
周
辺
の
地
雷
除
去
の
現
場
に
も
出
掛
け
た
。

約
４
０
０
万
か
ら
６
０
０
万
の
地
雷
が
埋
ま
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
、
１
９
９
２
年
以
降
約
５

万
人
が
死
傷
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
地

雷
を
作
る
費
用
は
一
個
に
つ
き
１
０
０
円
か

ら
２
０
０
円
、
し
か
し
、
そ
れ
を
除
去
す
る

コ
ス
ト
は
莫
大
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
日
本
か
ら
の
地
雷
探
知
機
、
駆

除
機
が
活
躍
し
て
い
る
。

年
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ

、
０
０
〉

別
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
２
０
５
０
」
に
よ
る

国
会
議
員
の
視
察
の
旅
の
４
回
目

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
決
ま
っ
た
。
仏
教
国
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
は
す
ば
ら
し
い
歴
史
と
仏
教
遺
産

が
あ
り
人
々
の
気
質
は
優
し
い
と
い
う
。
今

回
の
参
加
者
は
女
性
議
員
ば
か
り
４
名
、
川

橋
幸
子
、
大
渕
絹
子
、
田
嶋
陽
子
に
私
。

国
民
選
挙
で
勝
利
し
た
ア
ゥ
ン
サ
ゥ
ン
ス
ー

チ
ー
女
史
に
政
権
を
譲
ら
ず
、
軍
事
政
権
が

彼
女
を
不
当
に
自
宅
軟
禁
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
国
際
社
会
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
権
に

対
す
る
風
当
た
り
は
厳
し
い
。
国
連
機
関
の

支
援
も
限
定
的
だ
と
い
う
。
日
本
は
そ
の
例

外
で
、
一
貫
し
て
基
礎
的
人
道
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
た
だ
、
日
本
に
支
援
を
打
ち
切
る

よ
う
に
と
い
う
西
欧
諸
国
の
圧
力
は
か
な
り

の
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。

第
二
次
大
戦
後
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
敗
戦

で
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
日
本
に
食
糧
支
援

を
し
て
く
れ
る
程
、
豊
か
な
農
業
国
で
あ
っ

た
。
し
か
し
長
い
間
、
軍
事
独
裁
政
権
下
、

鎖
国
に
近
い
状
況
を
続
け
た
結
果
、
経
済
は
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ミャンマーにてアウンサン

スーチー女史と

停
滞
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
時
代
に
造
ら

れ
た
ヤ
ン
ゴ
ン
市
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
も
手
入

不
足
で
す
っ
か
り
み
す
ぼ
ら
し
く
な
っ
て
い

る
。
｜
時
期
、
市
場
解
放
や
国
有
産
業
の
民

営
化
に
伴
っ
て
流
入
し
た
外
国
資
本
も
徐
々

に
引
き
上
げ
、
経
済
活
動
は
低
迷
し
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も
孤
児
院
や
保
健
所
、
水

上
生
活
者
や
山
の
中
の
過
疎
の
村
々
を
訪
れ
、

日
本
の
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
の
実
情
を
視

察
し
た
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
人
々
が
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
こ
と
、

特
に
田
嶋
議
員
や
、

大
渕
議
員
が
子
供

た
ち
を
相
手
に

じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー

ム
な
ど
を
始
め
た

り
す
る
と
彼
ら
は

す
ぐ
に
打
ち
と
け

る
。
一
般
に
対
日

感
情
は
良
い
。

雨
露
を
し
の
ぐ

だ
け
の
教
室
で
熱

心
に
学
ぶ
子
供
た

ち
。
日
本
か
ら
の

支
援
を
素
直
に
喜

ん
で
く
れ
る
女
性
た
ち
、
特
に
簡
易
水
道
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
お
か
げ
で
、
そ
れ
ま
で
１

日
数
時
間
水
汲
み
に
と
ら
れ
て
い
た
時
間
を

学
校
に
通
っ
て
勉
強
で
き
る
と
喜
ん
で
い
る

女
の
子
た
ち
、
学
童
疎
開
の
頃
の
自
分
を
思

い
出
し
た
。
こ
の
国
の
国
民
も
貧
し
い
。
国

際
機
関
や
各
支
援
団
体
は
草
の
根
レ
ベ
ル
で

の
保
健
や
貧
困
撲
滅
の
仕
事
に
従
事
し
て
い

る
が
、
中
で
も
国
連
開
発
計
画
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

お
よ
び
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
取
り
組
ん
で
い
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
非
常
な
効
果
を
あ
げ
て
い

る
。特
に
現
場
で
黙
々
と
仕
事
と
し
て
い
る
人

た
ち
に
は
頭
が
下
が
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は

保
健
大
臣
や
国
家
平
和
開
発
評
議
会
議
長
府

大
臣
な
ど
政
府
要
人
と
も
面
会
し
た
が
、
ス
ー

チ
ー
女
史
に
は
ど
う
し
て
も
お
目
に
か
か
り

た
か
っ
た
。
幸
い
自
宅
軟
禁
が
解
か
れ
た
時

期
で
ア
ポ
が
と
れ
た
。
国
民
民
主
連
盟
の
事

務
所
を
お
訪
ね
す
る
と
支
援
者
が
大
勢
事
務

所
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。
化
粧
を
し
な
く
て

も
美
し
い
ス
ー
チ
ー
さ
ん
は
、
毅
然
と
し
た

態
度
で
話
を
す
る
。
「
外
国
の
支
援
は
軍
事
政

権
に
利
す
る
だ
け
な
の
で
必
要
な
い
民
主

化
の
妨
げ
だ
」
と
き
っ
ぱ
り
。
「
外
国
と
の
賀

易
や
外
国
人
の
観
光
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々

の
利
益
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
。
国

が
開
か
れ
る
こ
と
で
軍
事
政
権
の
力
が
弱
ま

り
、
民
主
化
の
流
れ
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な

い
で
す
か
、
と
申
し
上
げ
た
が
「
私
の
望
む

こ
と
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
た
ち
が
目
か
ら
の

力
で
立
つ
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
い
う
国
な

の
で
す
」
と
一
切
の
妥
協
を
受
け
付
け
な
い
．

１
９
８
９
年
の
総
選
挙
の
結
果
を
無
視
し

て
座
り
込
む
軍
部
、
既
得
権
の
上
に
あ
ぐ
ら

を
か
く
軍
事
政
権
、
妥
協
を
受
け
つ
け
な
い

ス
ー
チ
ー
さ
ん
。
政
治
的
な
解
決
は
直
ぐ
に

は
な
い
。
そ
の
間
、
困
窮
を
極
め
る
の
は
国

民
で
あ
る
。
日
本
政
府
の
強
力
な
仲
介
に
よ
っ

て
政
治
的
な
解
決
が
計
ら
れ
れ
ば
と
思
う
。

貧
し
い
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
し
か
し
第
二
次

世
界
大
戦
後
、
独
立
を
か
ち
得
て
以
来
一
」
の

国
は
民
族
紛
争
は
あ
っ
て
も
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
な
い
。
長
い
軍
事
独
裁
政
権
の
下

で
経
済
は
疲
弊
し
て
い
て
も
、
５
０
０
０
万

の
国
民
の
七
割
以
上
が
農
村
に
住
み
、
自
然

と
共
生
し
つ
つ
暮
ら
し
て
い
る
。
な
ん
と
な

く
ほ
っ
と
す
る
国
で
あ
る
。
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年
ラ
オ
ス
訪
問

Ｆ
０
ｎ
ｕ

印
ラ
オ
ス
の
国
土
は
わ
が
国
の
本

州
の
広
さ
に
等
し
い
が
、
人
口
は

た
っ
た
の
５
５
３
万
人
。
そ
の
内
ラ
オ
族
は

釦
％
、
残
り
の
蛆
％
は
文
化
、
言
語
を
異
に

ラオス・セコンでの歓迎レセプション

す
る
⑲
の
少
数
民
族
。
住
民
の
帥
％
が
農
業

に
従
事
し
、
生
活
は
貧
し
い
。

特
に
私
た
ち
が
訪
れ
た
南
部
で
は
、
村
に

電
気
も
電
話
も
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
な
い
と

こ
ろ
が
多
い
。
道
路
も
一
部
を
除
い
て
は
舗

装
さ
れ
て
い
な
い
。
ト
イ
レ
の
な
い
家
庭
が

多
く
二
裏
庭
や
野
原
で
用
を
足
し
て
い
る
。

乾
期
に
は
汚
物
が
風
と
共
に
飛
散
し
、
雨
季

に
は
水
を
汚
染
す
る
。
死
亡
率
が
高
く
、
そ

の
大
き
な
原
因
の
１
つ
は
赤
痢
の
よ
う
な
消

化
器
系
の
病
気
で
あ
る
。

１
日
の
多
く
の
時
間
を
女
性
や
子
供
は
水

汲
み
に
と
ら
れ
、
小
学
校
５
年
生
で
約
半
数

が
学
校
に
行
く
の
を
停
め
る
。
６
歳
か
ら
皿

歳
の
子
供
た
ち
の
３
分
の
１
が
学
校
に
通
っ

て
い
な
い
。
地
域
に
診
療
所
は
存
在
す
る
が
、

充
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な

い
。
交
通
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
、
医
療
関
係
者

も
薬
品
も
不
足
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す

べ
て
貧
困
が
原
因
で
あ
る
。

こ
う
し
た
厳
し
い
現
実
を
人
々
が
黙
々
と

受
け
入
れ
て
い
る
の
は
、
情
報
量
が
少
な
く

教
育
レ
ベ
ル
も
低
い
か
ら
な
の
か
。
こ
の
国

に
は
工
業
が
な
い
。
国
民
の
ほ
と
ん
ど
は
農

林
業
に
従
事
し
、
現
金
収
入
が
少
な
い
。
税

収
も
期
待
で
き
な
い
そ
の
た
め
、
開
発
は

外
国
か
ら
の
支
援
頼
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日
本
は
第
一
の
援
助
国
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
か

ら
教
育
、
基
礎
保
健
に
至
る
ま
で
幅
広
い
支

援
を
行
い
非
常
に
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
国
民
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
る
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
、
人
々
や
地
域
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
発
揮
で
き
る
政
治
、
少
し
ず
つ
生
活
が
良

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
与
え
る
政
策

が
必
要
だ
が
、
１
９
７
５
年
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
後
に
王
政
を
倒
し
て
樹
立
さ
れ
た
ラ
オ
ス

人
民
民
主
共
和
国
と
い
う
一
党
独
裁
の
社
会

主
義
政
権
の
下
で
は
、
革
新
的
な
変
化
は
今

の
と
こ
ろ
期
待
で
き
な
い

と
は
い
え
、
ラ
オ
ス
は
今
や
ア
セ
ア
ン
の

一
員
で
あ
り
、
い
や
応
な
し
に
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
影
響
を
受
け
始
め
て
い
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
や

国
連
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
支
援
は
、

少
し
ず
つ
ア
セ
ア
ン
の
中
の
最
貧
国
ラ
オ
ス

を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
私
た
ち
の
訪

れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
国
連

を
問
わ
ず
良
い
仕
事
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

支
援
団
体
が
救
助
活
動
に
お
い
て
調
整
を
計

り
、
政
府
が
将
来
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
提
示

す
れ
ば
一
層
の
飛
躍
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。
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院
ス
タ
ッ
フ
に
会
う
の
も
嬉
し
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
２
０
５
０
」
の
視
察
の
後
、
毎

回
そ
の
会
員
に
向
け
て
の
報
告
会
が
開
か
れ

参
加
者
は
現
地
で
の
経
験
や
感
想
を
述
べ
合

う
。
そ
れ
ぞ
れ
た
っ
た
８
日
間
の
旅
で
は
あ
っ

た
が
、
北
谷
氏
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
２
０
５
０
」
が

現
地
の
人
脈
を
利
用
し
て
密
度
の
濃
い
視
察

の
日
程
を
組
ま
れ
た
こ
と
を
改
め
て
有
難
く

思
う
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
国
連
機
関
で
働
く
人
々
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
方
々
の
献
・
身
的
な
働
き
に
頭
が
下
が

る
と
同
時
に
、
わ
が
国
日
本
か
ら
若
い
男
女

が
国
際
貢
献
の
分
野
に
参
加
し
、
た
く
ま
し

く
き
め
細
か
く
働
い
て
い
る
こ
と
に
感
激
す

る
。
日
本
か
ら
の
支
援
で
建
て
ら
れ
た
病
院
、

診
療
所
、
贈
ら
れ
た
医
療
機
器
、
日
本
人
の

専
門
家
、
日
本
で
研
修
を
受
け
た
と
い
う
病

こ
の
国
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
は
人
々

の
自
覚
と
自
立
の
精
神
で
あ
る
。
そ
の
た
め

地
域
社
会
で
活
躍
す
る
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
出
現

が
待
た
れ
る
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
心
配
な
の
は
こ
う
し
た

短
く
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た

【
お
わ
り
に
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
く
人
た
ち
の
帰
国
後
の
就
職
で

あ
る
。
中
途
採
用
す
る
慣
習
の
な
い
日
本
の

企
業
が
、
こ
の
よ
う
に
国
際
的
に
活
動
し
て

き
た
優
秀
な
人
材
を
、
今
後
ぜ
ひ
積
極
的
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

貧
し
い
人
々
の
生
活
を
向
上
さ
せ
、
貧
困

を
２
０
１
５
年
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
と
い
う

国
連
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）

に
日
本
が
、
国
と
し
て
人
と
し
て
積
極
的
に

か
か
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し

た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
わ
が
国
経
済

が
低
迷
す
る
中
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
が
毎
年
減
少

し
て
い
る
。
ご
く
一
部
だ
と
は
信
じ
た
い
が
、

他
国
に
か
か
わ
る
よ
り
、
ま
ず
自
分
た
ち
の

こ
と
を
、
と
い
う
国
民
感
情
も
あ
る
。
私
と

し
て
は
、
よ
り
貧
し
い
国
々
を
支
援
す
る
Ｏ

Ｄ
Ａ
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
平
和
へ
の
道

で
あ
り
、
究
極
の
人
間
の
安
全
保
障
だ
と
信

じ
て
い
る
。
特
に
き
め
細
か
い
顔
の
見
え
る

援
助
と
し
て
、
草
の
根
無
償
を
通
じ
て
の
支

援
を
拡
大
す
る
こ
と
の
意
義
を
、
私
の
ア
ジ

ア
の
貧
し
い
国
々
へ
の
旅
を
通
じ
て
痛
感
し

て
い
る
。

が
、
少
な
く
と
も
半
日
、
あ
る
い
は
一
日
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
歴
史
、
文
化
遺
産
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
喜
び
で
あ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
古
都
フ
ェ
。
ネ
パ
ー
ル
で
の

生
誕
地
ル
ン
ビ
ニ
訪
問
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
朝

の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
と
ア
ン
コ
ー
ル
ト
ム
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
パ
コ
ダ
が
２
０
０
０
以
上

残
っ
て
い
る
バ
ガ
ン
の
仏
教
遺
跡
と
ヤ
ン
ゴ

ン
市
の
黄
金
に
輝
く
早
朝
の
シ
ュ
エ
ー
ダ
ゴ

ン
パ
ゴ
ダ
、
そ
し
て
ラ
オ
ス
で
は
最
近
世
界

遺
産
に
指
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
ワ
ッ
ト
プ
ー

な
ど
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
各
地

で
人
々
が
集
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
買
い
物
も

楽
し
か
っ
た
。

日
本
の
か
す
り
織
り
の
源
流
は
イ
ン
ド
シ

ナ
半
島
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
で
は
す
ば
ら
し
い
布
地
を
織
っ

て
い
た
。
ア
ジ
ア
を
身
近
に
感
じ
る
瞬
間
で

あ
る
。
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汝
小
美
中
国
国
家
人
ロ
・
計
画
生
育
委
員
会
副
局
長
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
を
訪
問

中
国
の
記
念
す
べ
き
四
億
人
目
の
赤
ち
ゃ

ん
の
誕
生
が
こ
の
１
月
に
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え

ら
れ
た
。
中
国
の
人
口
政
策
の
元
締
め
で
あ

る
国
家
人
口
・
計
画
生
育
委
員
会
の
汝
小
美

副
局
長
が
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
を
訪
問
し
た
。

同
委
員
会
は
現
在
、
国
内
の
人
口
問
題
や

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
扱
う
最
大

規
模
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
研
修
セ
ン
タ
ー

を
江
蘇
省
太
倉
に
建
設
し
て
い
る
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
日
本
政
府
も
３
億
円
の
無

償
援
助
を
提
供
し
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
も
技
術
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
汝
副

局
長
は
日
本
の
対
中
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
成
果
と
中
国

国
民
の
感
謝
の
気
持
ち
を
広
報
活
動
を
通
じ

て
広
く
示
し
て
い
き
た
い
と
話
し
、
こ
れ
を

機
会
に
日
中
の
友
好
関
係
が
改
善
さ
れ
、
こ

の
分
野
に
お
け
る
日
中
の
関
係
が
よ
り
深
ま

る
よ
う
期
待
し
て
い
る
と
話
し
た
。

現
在
、
日
本
政
府
と
国
民
の
間
に
は
中
国

の
目
覚
し
い
経
済
発
展
を
理
由
に
、
対
中
Ｏ

Ｄ
Ａ
に
対
し
厳
し
い
見
方
が
広
が
っ
て
い
る
。

尾
崎
美
千
生
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
は
、
日
本

と
中
国
の
関
係
が
「
経
熱
政
冷
」
と
言
わ
れ

て
い
る
中
、
民
間
ベ
ー
ス
で
社
会
開
発
を
発

展
さ
せ
て
い
く
重
要
性
を
指
摘
、
『
日
本
の
経

済
状
況
は
依
然
厳
し
く
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の
拠
出

は
減
少
し
て
い
る
が
、
中
国
の
沿
海
部
と
内

陸
部
の
経
済
格
差
の
実
態
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
重
要

性
を
国
会
議
員
は
じ
め
日
本
国
民
に
わ
か
っ

て
頂
く
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
伝
え

た
。汝
副
局
長
に
よ
れ
ば
、
中
国
政
府
の
人
口

政
策
は
か
つ
て
の
よ
う
な
「
数
」
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
は
な
く
、
「
質
」
に
視
点
が
移
行
し

て
い
る
。
中
国
で
も
合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ

Ｆ
Ｒ
）
が
１
．
８
に
ま
で
低
下
し
、
数
の
上

で
の
人
口
安
定
化
は
成
功
し
て
い
る
が
、
質

の
而
か
ら
見
る
と
、
一
人
っ
子
政
策
の
弊
害

と
し
て
男
女
一
比
が
１
１
５
，
１
０
０
と
大
き

な
格
差
が
あ
る
。
ま
た
中
国
に
も
押
し
寄
せ

る
高
齢
化
の
波
に
対
す
る
政
策
の
一
例
と
し

て
、
あ
る
農
村
地
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
計

画
生
育
奨
励
扶
助
政
策
」
と
呼
ば
れ
る
、
家

族
計
画
を
実
施
し
た
人
々
が
公
的
な
援
助
を

も
ら
え
る
制
度
を
紹
介
。
か
つ
て
は
経
済
発

展
重
視
だ
っ
た
中
国
政
府
の
政
策
は
、
現
在

は
経
済
だ
け
で
な
く
保
健
・
医
療
を
含
む
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
全
体
的
な
発
展
を
目
指
し
て

お
り
、
長
期
的
・
戦
略
的
な
研
究
、
政
策
が

重
視
さ
れ
て
い
る
、
と
総
括
し
た
。

ま
た
、
汝
副
局
長
は
桜
井
新
参
議
院
議
員

を
表
敬
訪
問
し
、
日
本
政
府
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
感

謝
の
意
を
述
べ
た
。
桜
井
議
員
は
「
現
在
日

本
と
中
国
の
関
係
が
小
泉
首
相
の
靖
国
参
拝

や
東
シ
ナ
海
の
地
下
資
源
の
問
題
で
揺
れ
て

い
る
が
、
中
国
は
日
本
と
と
も
に
第
一
回
人

口
開
発
会
議
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
ア

ジ
ア
の
人
口
問
題
解
決
に
は
両
国
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
。
汝
副
局
長
に
は
ぜ
ひ
先
頭

を
切
っ
て
両
国
の
協
力
関
係
の
強
化
に
む
け

て
活
動
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。

（
恒
川
ひ
と
み
）
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リブロダクティブ・へルスプログラムとＨＩＶ／エイズ論策の統合

中
国
に

エ
イ
ズ

実
態
と

実
」
□
ト

］
口
「

リプロダクテイブ･ヘルスプログラム
とＨＩＶ/ｴｲｽﾞ対策の統合

イ
と
対 おの国家人口･計画生育委員会（NPFPC）

副大臣

定２１白鵠
策

２
Ｃ
Ｏ
４
年
４
月
英
国
国
会
公
聴
会
で
の
講
演

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
へ
ル
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
Ｈ
ｌ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
対
策
の
統
合
は
国
際
人
ロ
開
発
会
議
（
ｌ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
で
採

択
さ
れ
た
行
動
計
画
（
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
の
基
本
理
念
の
１
つ
で
あ
る
。

｜
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
最
も
効
率
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
こ
と

は
証
明
さ
れ
て
お
り
、
中
国
政
府
は
こ
の
方
針
に
基
づ
き
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

●赴白鵠・国家人口・計画生育委
員会副大臣

1988年、英国ケンブリッジ大学において

博士号取得。リブロダクティブ・ヘルス、
生物医学を専門とし､国内外で100以上の

論文、本を出版。2003年、同委員会副大
臣就任｡以来国際人ロ開発会議(ｌＣＰＤ)の

行動計画(ＰＣＡ)やミレニアム開発目標

(ＭＤＧｓ)といった国際合意の国内導入に大

きな役割を果たした他人□や家族計画

に関する会議の開催を積極的に推し進め
ている。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
幽
感
■
染
と

リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

の
関
連
性

①
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
感
染
経
路
の
２
つ

は
性
交
渉
と
母
子
感
染
で
あ
る
。
こ
の
点
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
と

リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
は
密
接
な

か
か
わ
り
が
あ
る
。
中
国
で
は
全
体
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
数
の
う
ち
、
出
産
可
能
年

齢
層
盃
‐
蛆
歳
）
が
卯
％
以
上
を
占
め
、
性

的
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
年
齢
層
記
‐
誕
歳
）
は

全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
る
。
つ
ま
り
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
年
齢
層
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

感
染
の
リ
ス
ク
は
他
の
年
齢
層
よ
り
も
非
常

に
高
い
と
い
え
る
。
特
に
女
性
は
生
理
学
的

に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
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感
染
に
よ
り
結
婚
や
出
産
が
難
し
く
な
っ
た

り
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
健
康
に
影
響

を
与
え
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
感
染
し
て

い
る
母
親
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
約

３
分
の
１
に
母
子
感
染
の
可
能
性
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

②
出
産
可
能
年
齢
層
で
生
殖
器
系
感
染
症

（
Ｒ
Ｔ
Ｉ
）
に
感
染
し
て
い
る
女
性
は
、
感
染

し
て
い
な
い
女
性
よ
り
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し

や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
８
つ
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト

で
調
査
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
約
、
％
の
出

産
可
能
年
齢
の
女
性
が
Ｒ
Ｔ
Ｉ
に
感
染
し
て

お
り
、
こ
の
割
合
を
中
国
全
体
に
適
用
す
れ

ば
７
０
０
０
万
人
の
女
性
が
Ｒ
Ｔ
Ｉ
に
感
染

し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
年
齢
層
の

か
な
り
大
き
な
部
分
の
人
々
の
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
が
Ｒ
Ｔ
Ｉ
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

③
世
界
中
で
１
億
２
千
万
人
以
上
の
女
性

が
避
妊
法
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

依
然
と
し
て
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要

は
満
た
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
へ
ル
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
が
別
々
行
わ
れ
て
い
る
た

め
、
３
億
５
０
０
０
万
人
の
女
性
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
に
関
す
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
て
い
な
い
。
ま
た
適
切
な
避
妊
法
の
利

用
が
難
し
い
た
め
若
年
で
の
結
婚
や
出
産
、

ま
た
望
ま
な
い
妊
娠
を
す
る
若
者
の
数
も
未

だ
に
多
い
。
中
国
を
例
に
と
る
と
、
出
産
年

齢
の
既
婚
女
性
の
う
ち
約
卯
％
が
避
妊
の
た

め
に
な
ん
ら
か
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、

コ
ン
ド
１
ム
の
使
用
率
は
約
５
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
性
感
染
か
ら
自

分
の
身
を
守
る
方
法
と
し
て
の
コ
ン
ド
ー
ム

使
用
の
認
識
は
ま
だ
ま
だ
低
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
へ
ル
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
統
合
す
る
こ
と

が
一
層
重
要
で
あ
る
。

iLJl
現
在
、
家
族
計
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、

国
、
省
、
市
、
県
、
郷
（
鎖
）
、
村
の
６
つ
の

レ
ベ
ル
で
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
提

携
し
、
広
告
、
教
育
、
技
術
サ
ー
ビ
ス
、
情

報
収
集
や
分
析
、
避
妊
具
の
配
布
や
品
質
管

理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

は
釦
万
人
の
専
人
ス
タ
ッ
フ
、
約
１
０
０
万

人
の
村
の
家
族
計
画
ワ
ー
カ
ー
と
何
千
万
人

も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
お
り
、
都

市
や
農
村
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
、
効
果

的
か
つ
対
話
を
通
じ
て
基
本
的
な
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
や
公
的
教
育

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

家
族
計
画
に
関
す
る
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
施
設
で
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
と
家
族
計
画
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
だ

け
で
な
く
、
産
婦
人
科
系
疾
患
や
周
産
期
保

健
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
診
察
、
治
療
と
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

対
策
と
し
て
、
自
発
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・

検
査
（
Ｖ
Ｃ
Ｔ
）
や
自
発
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
・
照
会
（
Ｖ
Ｃ
Ｒ
）
を
導
入
し
、
患
者

が
任
意
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
関
す
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や
検
査
を
受
け
や
す
く
し
た
。

こ
の
よ
う
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
を
統
合
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
れ
ば
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
率
も
上
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リプロダクテイブ・へルスプロゲラムとＨｌＶ／エイズ対策の統合

１
９
９
４
年
の
カ
イ
ロ
会
議
以
降
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
家
族
計
画
に
関

わ
る
機
関
は
各
地
で
公
的
教
育
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
こ
の
分
野
へ
の
国
民
の
意
識
を
高

め
て
き
た
。
国
家
人
口
・
計
画
生
育
委
員
会

（
Ｎ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｃ
）
が
２
０
０
２
年
に
肥
の
総
合

改
革
パ
イ
ロ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
行
っ
た
調
査
に

よ
れ
ば
、
路
％
以
上
の
人
々
が
ラ
ジ
オ
、
Ｔ

Ｖ
、
新
聞
、
雑
誌
か
ら
Ｓ
Ｔ
Ｄ
、
エ
イ
ズ
に

つ
い
て
知
っ
た
と
回
答
し
、
半
数
以
上
が
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
家
族
計
画
お

よ
び
保
健
分
野
各
担
当
部
局
か
ら
情
報
を
得

た
と
答
え
、
公
的
教
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
広

報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
政
策
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
こ
と
が
一
裏
づ
け
ら
れ
た
（
表
１
）
。

が
り
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
現
状
を
把
握
す
る

の
に
役
立
つ
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
昨
春

初
め
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
流
行
の
際
に
も
、
情
報

収
集
、
人
口
移
動
モ
ニ
タ
ー
リ
ン
グ
、
疾
病

伝
染
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
面
で
成
果
を
収
め
た
。

．｝．『一・・‐．．ｗ－．》：・一”‐‐・・‐・‐．『雫‐鄙］］：．‐．．ｉ『「‐、や‐・輯．Ｆ｛‐‐‐ｎ．１項‐刈耶‐割‐；．、坪’１２『ｙ鉢．「・稗ｆｈ’１…、罪‐・蒲・；！…即：即八・｜・・・稗一一一

Ｈ
１
・
－
Ｖ
／
エ
イ
ズ
■
対
策
垣
知
一
．

識
の
重
要
性

こ
こ
数
年
、
「
サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
展
開
と
と
も
に
「
人
間
中
心
」
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
導
入
さ
れ
、
広
告
や
教
育
キ
ャ

表１ ＨｌＶ／エイズに関する知識の情報源

情報源 ％

ラジオ、テレビ

本、新聞、雑誌

リプロダクテイブ・ヘルス／家族計画部門
保健部門

親戚、同僚、近隣住民

家族

その他

４
４
２
４
０
２
７

●
Ｃ
Ｏ
●
■
Ｂ
●

５
５
３
６
６
４
１

９
８
５
３
３
２

出典：2002年に16のパイロットサイトで実施されたりプロダクティブ・ヘル
スおよび家族計画の総合的改革に関する調査

中
国
国
内
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
率
は

１
９
８
５
年
に
最
初
の
感
染
が
国
内
で
確
認

さ
れ
て
、
現
在
約
釦
％
と
い
う
速
さ
で
増
加

ン
。
ヘ
ー
ン
の
形
式
だ
け
で
な
く
内
容
も
変
化

し
て
き
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、

壁
新
聞
、
ボ
ス
タ
ー
、
展
示
な
ど
の
従
来
の

方
法
に
加
え
、
対
話
式
（
フ
ェ
イ
ス
ト
ウ
フ
エ

イ
ろ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
仲
間
教
育
（
ピ

ア
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

サ
ー
ビ
ス
、
自
発
的
参
加
と
い
っ
た
新
し
い

手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
人
々
の
行
動
を
変

容
し
て
き
た
。
公
的
教
育
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

従
来
の
グ
ル
ー
プ
教
育
か
ら
、
個
々
の
事
情

に
あ
っ
た
活
動
に
焦
点
を
当
て
て
、
単
に
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
知
識
を
教
え

る
だ
け
で
な
く
、
知
識
を
よ
り
実
用
的
な
技

能
と
結
び
つ
け
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
。

広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
は
政
府
省
庁
だ
け

で
な
く
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

ま
で
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
国
政
府
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

分
野
の
公
的
教
育
と
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
分

野
の
成
功
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
の
基
礎

を
築
い
た
。
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Ｖ感染者（1985-2002）年BljH図１

2０００

００００

し
て
い
る
（
図
１
）
。
全
国
的
に
見
れ
ば
感
染

率
は
ま
だ
低
い
が
、
特
定
の
人
口
グ
ル
ー
｜
プ

と
地
域
で
高
い
感
染
率
が
見
ら
れ
、
２
０
０

１
年
以
降
エ
イ
ズ
患
者
数
と
合
併
症
に
よ
る

ＢＯＯＯ

Ｈ

ＶＳＯＯＯ

感
染
者

数４０００

2０００

０ 「
】
【
】
【
】

９
口
、

、
『
Ｊ
３

年

出典：中国・保健省

国
死
亡
も
増
加
し
て
ズ

０
４
６
０
３
１
０
８
７
０
／

イ

い
る
。
現
在
、
Ｈ
エ
後
田
型
塑
⑫
”
田
廻
皿
迅
泌
掴

１
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
稻

生
ロ報

染
は
特
定
の
ハ
イ
お

査
一
』

リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
後
前
山
“
哩
叩
“
“
“
沁
晒
躯
彌

９
８
８
５
９
９
５
８
８
８
よ

か
ら
、
一
般
人
口
鯏

｜
』

ン
ト

レ
ト
ま
で
拡
大
し
つ
膜

ト
ク

プ
エ

つ
あ
り
、
ハ
イ
リ
ク

ン
ジ

ザ
ロ

ス
ク
行
動
も
増
加
土

サ
ブ
国
画

の
一
途
を
た
ど
っ
允

英
計
び
族

て
い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
仙
聰

よ
家

る
お
／

加
細
症
邨
Ⅶ
肘
肺
藷
靜
梛
榊

一
ス

タ
ル

る
ン
へ

す

深
い
社
会
的
差
別
は
朔
蝋
狄

セ
ブ

を
究
イ

器
手

研
〒

は
依
然
存
在
し
、

女
関

食
握
る

展
ク
発
ダ

農
村
部
の
女
性
の
輔
猷

と
と
す

。
□

者
者
有

ロ
ブ

間
で
Ｒ
Ｔ
Ｉ
感
染
錘
勅

染
染
共

入
り

感
［
邑

染
感
を

国
金

率
の
一
尚
さ
が
、
Ｈ
再
感

Ｖ
風
渉
感
Ｖ
針

中
基

液
Ｉ
同
髪
交
子
Ｉ
射
ス
典
扣

１
Ｖ
感
染
の
リ
ス
２

血
Ｈ
共
散
性
母
Ｈ
注
蚊
キ
出
連

ク
を
一
層
高
め
て
表

い
る
。
ま
た
一
部

の
地
域
で
は
、
輸
血
な
ど
の
医
療
上
で
の
Ｈ
プ
か
ら
、
一
般
人
口
に
広
ま
り
始
め
た
当
初
、

１
Ｖ
感
染
の
例
も
ま
だ
報
告
さ
れ
て
い
る
。

事
態
の
深
刻
さ
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

知
識
不
足
か
ら
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
感
染
経

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
が
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
路
の
憶
測
が
飛
び
交
い
、
そ
の
結
果
ま
ず
ま
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リブロダクティブ・へルスプログラムとＨＩＶ／エイズ対策の統合

す
人
々
の
恐
怖
心
を
あ
お
る
結
果
と
な
り
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
者
に
対
す
る
社
会
的

差
別
も
深
刻
に
な
っ
た
。
中
国
で
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４
期
目
の
、
ベ
ー
ス
ラ

イ
ン
調
査
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
調
査
の
比

錘雰露雷言E＝

中
国
政
府
は
最
近
の
国
際
社
会
の
経
験
を

も
と
に
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

対
策
を
統
合
し
た
政
策
を
進
め
て
い
る
。
Ⅸ

較
に
よ
る
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
感
染
経

路
に
関
す
る
質
問
に
正
し
く
回
答
で
き
た
女

性
の
割
合
は
増
加
し
、
間
違
っ
た
解
答
を
し

た
女
性
の
割
合
は
著
し
く
減
少
し
た
（
表
２
）
。

こ
の
結
果
か
ら
も
、
５
年
間
の
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
対
す
る
社
会
的

意
識
を
高
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
今

な
お
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
間
違
っ

た
認
識
も
多
く
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
者

に
対
す
る
差
別
も
残
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
へ
ル
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
統
合
し
、
間
違
っ

た
認
識
を
持
つ
人
々
に
正
確
な
情
報
を
伝
え
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
者
に
対
す
る
差
別
を

な
く
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

〆ゴ》」》灘乢渕齢｛｜み」｝ユ悲刈霞、「←：（；「【。》別‐ご苗「『へご］

Ⅲ
ム
ノ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
ワ
ヘ
ル
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
統
合
政
策
の
実
施

２
、
各
レ
ベ
ル
の
政
策
決
定
者
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活

動
を
行
い
統
合
的
な
訓
練
を
行
う
。
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
と
フ
ォ
ー
ド
基
金
の
協
力
を
受
け
、

全
国
の
家
族
計
画
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
も
統

合
的
な
訓
練
を
行
い
人
間
中
心
ア
プ
ロ
ー

チ
の
も
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
を
含
む
カ
ウ
ン

主
な
政
策
は
以
下
の
通
り
函

１
、
保
健
省
、
中
国
国
家
人
口
・
計
画
生
育

委
員
会
（
Ｎ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｃ
）
、
中
華
全
国
婦
女
連

合
会
、
中
国
計
画
生
育
協
会
を
包
括
し
た
複

合
部
門
の
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
作
る
。
統
合

政
策
に
よ
り
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
関
す

る
社
会
的
意
識
を
高
め
、
同
時
に
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
改
善
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

Ｇ
Ｏ
や
関
係
団
体
、
企
業
と
協
力
し
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
率
の
高
い
６
省
（
雲
南
省
、

新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
四
川
省
、
広
西
壮

族
自
治
区
、
広
東
省
、
河
南
省
）
と
、
Ｒ
Ｔ

Ｉ
に
対
す
る
対
策
が
国
際
援
助
の
も
と
大
き

な
成
功
を
収
め
た
２
省
（
江
蘇
省
、
甘
粛
省
）

で
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
施
行
し
た
。
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鑿一「

1蕊ｉｉｌＩ摩掴11廃P9雲 セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
対
処
能
力
開
発
）

の
強
化
を
行
う
。
ま
た
、
大
々
的
な
広
告
活

動
や
公
的
教
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
社

会
的
意
識
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
関
す
る
知

息驫－=勢……霧震

識
を
高
め
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
を
促
進
す

る
。

３
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
家
族

計
画
サ
１
ビ
ス
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
の

統
合
を
含
め
、
資
源
と
政
策
の
統
合
を
進
め

る
。
具
体
的
に
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
、
サ
ー

ビ
ス
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
の
デ
リ
バ
リ
ー
と
い
っ

た
資
源
を
統
合
す
る
。
ま
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
に
関
す
る
提
言
を
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
家
族
計
画
の
公
的
教
育
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
者
に
定
期
的
な

健
康
診
断
を
受
け
て
も
ら
う
と
い
っ
た
行
動

変
容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｂ
Ｃ
Ｃ
）
政

策
に
統
合
す
る
。
性
交
渉
や
母
子
感
染
と
い
っ

た
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
の
予
防
に
注
意
を
払
う
。

４
、
社
会
的
に
立
場
の
弱
い
人
々
に
対
す
る

対
策
を
行
う
。
中
国
政
府
は
、
流
動
人
口
、

若
者
、
女
性
な
ど
に
対
し
、
「
仲
間
教
育
」
を

通
し
て
彼
ら
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
の
改
善
を
目
指
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
中

で
あ
る
。
ま
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
の
危

険
性
を
減
ら
す
た
め
、
Ｒ
Ｔ
Ｉ
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
も
計
画
中
で
あ
る
。
８
つ
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
現
地
の
人
々
の
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
が
改
善
さ
れ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
感
染
の
確
率
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

た
。

５
，
宗
教
的
、
文
化
的
活
動
と
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策

を
統
合
す
る
。
８
つ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
サ
イ
ト

の
多
く
は
少
数
民
族
が
住
む
地
域
で
あ
る
。

地
元
の
文
化
、
宗
教
、
伝
統
や
習
慣
を
考
慮

に
入
れ
、
彼
ら
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な

情
報
伝
達
や
教
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

て
い
る
。
廿
粛
省
で
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多

く
住
ん
で
い
る
た
め
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対

策
と
地
元
住
民
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
の
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
宗
教
的
リ
ー
ダ
ー

を
通
し
て
行
い
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

６
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
者
と
そ
の
家
族

の
た
め
の
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
。
中

国
人
口
福
利
基
金
会
は
、
エ
イ
ズ
の
感
染
率

の
高
い
地
域
で
貧
困
層
の
母
親
を
助
け
る
プ
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８
、
国
際
社
会
の
最
新
の
技
術
や
対
処
法
を

導
入
し
、
中
国
の
状
況
に
即
し
た
Ｒ
Ｔ
Ｉ
対

策
モ
デ
ル
を
作
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
ボ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
が
共
同
開
発
し
た
「
Ｒ

Ｔ
Ｉ
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ツ
ー

ル
」
を
も
と
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
中
国
疾
病
予
防

管
理
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
が
協
力
し
、
２

０
０
４
年
１
月
に
Ｒ
Ｔ
Ｉ
対
策
・
評
価
に
関

す
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
え
た
。
こ
の

調
査
の
目
的
は
Ｒ
Ｔ
Ｉ
を
引
き
起
こ
す
要
因

と
、
経
済
、
文
化
、
医
学
、
社
会
、
ま
た
心

理
的
状
態
が
Ｒ
Ｔ
Ｉ
対
策
の
効
果
に
与
え
る

７
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
の
成
果
を
生
か

し
、
各
地
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
拡
大
す
る
。

人
口
・
家
族
計
画
部
門
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

対
策
の
統
合
政
策
に
よ
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
の
問
題
は
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く

な
っ
た
。

を
作
っ
た
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対

策
、
貧
困
削
減
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
統
合
政
策
の
成
功
例

①
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を
ｌ
ｃ
Ｐ

Ｄ
行
動
計
画
に
統
合
す
る

２
０
０
０
年
の
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

に
よ
り
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
達
成
さ
れ
る

べ
き
８
つ
の
ゴ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
の

う
ち
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
は
重
要
な
目
標

の
１
つ
で
あ
る
。
し
か
し
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
で
強
調
さ
れ

て
い
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
は

焦
点
を
当
て
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
Ｍ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
が
今
後
の
国
際
的
合
意
の
も
と
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
結
び
付
け
ら
れ
る

よ
う
提
案
す
る
。
こ
の
方
針
は
行
動
計
画
の

理
念
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

国
際
人
ロ
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
行
動
計

画
（
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
と
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
よ
り
効
果
的
に
実
施
す

る
た
め
に
、
こ
こ
に
以
下
の
提
言
を
行
う
。

イ
ン
パ
ク
ト
を
調
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
流
動
人
口
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
、
宗

教
組
織
や
市
民
組
織
の
動
員
に
関
し
て
政
策
、

●
提

■■■■
￣
￣

-

口

②
Ｈ
－
ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
へ
の
統
合
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
促
進
す
る

第
一
に
担
当
部
局
か
ら
の
資
源
を
統
合
し
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
協
力
し
て
対
応
す
る
た

め
に
そ
れ
ぞ
れ
比
較
優
位
の
分
野
を
持
た
せ

る
。
第
二
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
の
資
源

を
統
合
し
、
分
配
を
調
整
す
る
。
開
発
の
進

ん
だ
地
域
は
国
全
体
の
発
展
の
た
め
に
人
的
・

財
的
資
源
を
未
開
発
地
域
に
提
供
す
る
。
第

３
に
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
ア
ク
タ
ー
を
動
員
し
、

公
的
教
育
や
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し

て
も
ら
う
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
と
リ
ブ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
統
合
す
る
政
策

は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
の
抑
制
に
有
効
な

だ
け
で
な
く
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ン
と
一
致
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
発
展
途

上
国
の
国
民
大
多
数
の
基
本
的
関
心
事
で
あ

る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
調
査
関
連
の
提
言
書
を
提

出
す
る
。
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③
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
ケ
ア

若
者
、
女
性
、
流
動
人
口
に
対
す
る
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
政
策
を
統
合
す
る
。
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
予

防
に
関
す
る
知
識
を
伝
え
る
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
彼
ら
の
意
思
決
定
能
力
や
実
用
的
な

技
術
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
注
意
を
は
ら
う

べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
若
者
の
性
と
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
広
報
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
政
策
は
、
彼
ら
に
知
識
を
与
え
る

だ
け
で
な
く
、
性
的
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
う
べ
き

で
あ
る
。
女
性
に
対
し
て
は
、
彼
ら
の
Ｓ
Ｔ

Ｄ
／
エ
イ
ズ
に
対
す
る
意
識
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
、

助
け
を
求
め
る
方
法
や
、
Ｓ
Ｔ
Ｄ
／
エ
イ
ズ

を
予
防
す
る
方
法
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
焦
点
を
当
て
、
自
分
の
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
自
ら
決
定
権
を
持
つ
能

力
を
改
善
す
る
。
流
動
人
口
に
対
し
て
も
同

様
に
、
知
識
を
伝
え
つ
つ
、
平
等
で
差
別
な

く
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
権
利
を
強
調
す

ス
の
改
善
に
つ
な
が
る
。

る
Ｃ

④
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
有
能
な
チ
ー
ム

づ
く
り

最
新
の
知
識
と
資
格
を
持
っ
た
専
門
チ
ー
ム

は
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
不
可
欠
で
あ
り
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ス
キ
ル
な
ど
を
含
む
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
必
要
で
あ
る
。
有
能
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
チ
ー
ム
を
作
る
際
に
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
問
題
と
開
発
問
題
は
密

接
に
係
り
、
世
界
で
最
も
人
口
の
多
い
中
国

で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
蔓
延
を
抑
制
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
中
国
の
今
後
の
発
展
に
大
変

大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
世
界

の
発
展
に
お
い
て
も
大
変
大
き
な
意
味
を
持

つ
。
現
在
、
私
達
は
重
要
な
局
面
に
立
っ
て

お
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
へ
の
挑
戦
は
今
後

の
最
重
要
事
項
で
あ
る
。

も
し
も
Ｉ

私
た
ち
が
あ
る
べ
き
姿
の
社
会
的
発
展
を
追

求
し
、
同
時
に
経
済
的
発
展
、
公
的
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
、
サ
ー
ビ
ス
中
心
の
政
府
、
国
連

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
に
躯
わ
れ
て
い
る
「
良

い
統
治
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
Ｉ

国
際
社
会
、
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
を
は
じ

め
す
べ
て
の
社
会
的
ア
ク
タ
ー
を
動
員
し
、

効
果
的
か
つ
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
さ
れ
た
メ
カ

ニ
ズ
ム
洋
一
つ
く
る
こ
と
が
で
き

人
々
に
知
識
と
情
報
を
与
え
、
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
卜
し
、
国
民
を
科
学
的
指
導
で
動
員
し
Ｉ

一
貫
し
た
態
度
で
人
権
や
人
間
の
尊
厳
を
尊

重
し
、
差
別
と
戦
い
Ｉ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
取
り
組
み
つ
つ
、

貧
困
や
飢
餓
を
な
く
し
、
普
遍
的
教
育
を
促

進
し
、
社
会
的
・
性
的
平
等
、
女
性
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
卜
を
達
成
し
、
乳
幼
児
死
亡
率

を
減
ら
し
、
母
子
健
康
を
改
善
で
き
た
ら
Ｉ

も
し
私
た
ち
が
こ
れ
ら
す
べ
て
に
取
り
組
め

ば
、
エ
イ
ズ
と
の
戦
い
に
勝
て
る
で
し
ょ
う
。
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中国のＨｌＶ／エイズ感染状況と特徴

】
■
Ⅱ
』
】
団
町
■
Ｐ
ｂ
Ｔ 中
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
状
況
と
特
徴

昌匹ＤＰ垣上、炉亀

型ＮｉＩＩＩ 国
家
人
ロ
・
計
画
生
育
委
員
会
副
局
長

ｌＣカード避妊具自動販売機の導入記念セレモニー｡広東省.人口・計画生育委員会主
催。（12月１日・世界エイズデー）

中
国
全
体
で
見
れ
ば
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
率
は
低

い
が
、
特
定
の
地
域
や
人
口
グ
ル
ー
プ
で
非

常
に
高
い
感
染
率
が
見
ら
れ
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
数
は
２
０
０
３
年
末
の
時
点
で
別
万
人
、

有
病
率
は
０
．
０
７
％
と
推
測
さ
れ
て
い
る

が
、
実
際
に
報
告
さ
れ
た
数
字
は
２
０
０
４

年
９
月
末
ま
で
で
８
万
９
０
６
７
で
あ
る
。

エ
イ
ズ
患
者
数
も
急
増
し
て
お
り
、
２
０
０

３
年
１
年
間
で
報
告
さ
れ
た
エ
イ
ズ
患
者
数

が
６
１
２
０
だ
っ
た
の
に
比
べ
、
２
０
０
４

年
の
１
月
か
ら
６
月
ま
で
で
７
８
０
１
件
が

報
告
さ
れ
て
お
り
、
２
０
０
４
年
の
年
間
報

告
数
は
２
０
０
３
年
の
２
倍
以
上
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は
、
特
定
の
地
域
の
特
定
の

人
口
グ
ル
ー
プ
で
特
に
高
い
が
、
近
年
、
性

交
渉
に
よ
る
感
染
と
女
性
の
感
染
の
急
増
が

目
立
ち
、
社
会
全
体
へ
の
感
染
拡
大
が
危
倶

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
拡
大
傾
向
は
続
く
と

汝

小

美

１
９
９
８
年
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
が

皿
す
べ
て
の
省
（
自
治
区
・
直
轄
市
を
含
む
．

以
下
同
）
で
確
認
さ
れ
、
２
０
０
３
年
末
に

は
国
内
の
約
半
数
（
蛆
％
以
上
）
の
郡
で
感

染
が
確
認
さ
れ
た
。
感
染
率
は
省
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
る
。

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
数
の
多
い
省
叩

河
南
省
（
２
万
以
上
）
、
雲
南
省
（
２
万

以
上
『
広
西
チ
ワ
ン
自
治
区
（
１
万
以

上
）

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
数
の
少
な
い
省
“

内
蒙
古
自
治
区
、
寧
夏
省
、
青
海
省
、
チ

ベ
ッ
ト
自
治
区
（
す
べ
て
１
０
０
以
下
）

・
雲
南
省
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
四
川

省
の
一
部
の
地
域
で
薬
物
注
射
使
用
者

（
】
巳
。
ｇ
一
○
口
』
曰
、
扁
臼
⑫
恥
Ｉ
Ｄ
Ｃ
）
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
陽
性
率
は
印
％
以
上
に
も
上
る
。
｜

方
、
江
蘇
省
、
漸
江
省
、
内
蒙
古
自
治
区
、

見
ら
れ
、
全
国
的
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策

が
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

地
域
・
ロ
人
ロ
グ
ル
ー
Ⅲ
プ
に

お
け
る
格
差

．
…
『
『
．
’
竪
禺
》
｛
冊
蘇
；
‐
ｉ
１
葱
零
ｍ
畠
如
Ⅵ
…
…
｛
》
，
夢
「
溌
一
河
浦
１
．
１
骨
Ｉ
剣
ぺ
田
侭
』
・
堰
０
杣
：
…
搬
罵
稻
・
（
＋
］
ル
ー
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■
１
１
１
１

深
刻
な
感
染
拡
大

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
報
告
数
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
感
染

の
拡
大
と
と
も
に
、
近
年
実
施
さ
れ
た
河
南

省
の
売
血
・
血
漿
提
供
者
と
雲
南
省
の
Ｉ
Ｄ

Ｕ
に
対
し
て
行
わ
れ
た
綿
密
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
調
査
の
結
果
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
報
告
数

が
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

現
在
、
主
た
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
経
路
は
薬
物

注
射
だ
が
、
性
交
渉
に
よ
る
感
染
と
母
子
感

染
（
Ｍ
Ｔ
Ｃ
Ｔ
）
も
近
年
増
加
し
て
い
る
。

遼
寧
省
で
は
Ｉ
Ｄ
Ｕ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
率
は

５
％
以
下
で
あ
る
。

・
性
産
業
従
事
者
の
感
染
率
は
ほ
と
ん
ど
の

省
で
は
１
％
以
下
だ
が
、
雲
南
省
、
重
慶

省
、
湖
南
省
、
広
東
省
、
中
国
広
西
チ
ワ

ン
自
治
区
、
四
川
省
で
は
性
産
業
従
事
者

の
感
染
率
が
高
い
。

・
河
南
省
、
湖
北
省
で
は
過
去
の
売
血
・
血

漿
提
供
者
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
率
が
高
く
、
と

も
に
弧
％
以
上
で
あ
る
。
他
の
省
で
は
５
％

以
下
で
あ
る
。

売
血
・
血
漿
提
供
に
よ
る
感
染
も
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
の
多
く
は
１
９
９

６
年
よ
り
以
前
に
感
染
し
た
も
の
で
あ
る
。

２
０
０
２
年
ま
で
に
全
、
省
で
Ｉ
Ｄ
Ｃ
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
確
認
さ
れ
、
２
０
０
３
年
の

定
点
方
式
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
平
均
感
染
率
は
５
‐
８
％
だ
が
、
新
彊
ウ
イ

グ
ル
自
治
区
の
伊
熱
で
は
鍋
％
ま
で
達
し
、

雲
南
省
、
広
西
チ
ワ
ン
自
治
区
で
も
別
％
以

上
だ
っ
た
。
２
０
０
３
年
の
疫
学
的
調
査
で

は
Ｉ
Ｄ
Ｃ
の
感
染
率
は
咀
省
で
７
％
だ
っ
た
。

性
産
業
従
事
者
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率
は
全
国

平
均
で
０
．
５
１
．
０
％
。
２
０
０
４
年
の

定
点
方
式
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
デ
ー
タ
の
結
果

で
は
１
％
、
２
０
０
３
年
の
疫
学
的
調
査
で

は
４
つ
の
サ
イ
ト
で
３
．
３
％
‐
６
．
７
％
と

の
結
果
が
出
た
。
行
動
調
査
に
よ
れ
ば
性
産

業
従
事
者
の
コ
ン
ド
１
ム
使
用
率
は
低
い
。

コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
し
な
い
人
の
割
合
は
２

０
０
２
年
の
塑
・
５
％
か
ら
２
０
０
３
年
の

卯
・
５
％
に
減
少
し
た
が
、
必
ず
使
用
し
て

い
る
人
の
割
合
は
た
っ
た
四
％
に
し
か
過
ぎ

な
い
（
２
０
０
２
年
の
肥
％
か
ら
は
３
％
の

増
加
）
。

ま
た
、
薬
物
使
用
が
性
産
業
従
事
者
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
リ
ス
ク
の
増
加
の
別
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
疫
学
的
調
査
の
結
果
、
性
産
業
従

事
者
の
う
ち
１
．
４
％
が
過
去
半
年
の
間
に

薬
物
を
使
用
し
、
そ
の
う
ち
兇
％
が
注
射
針

を
共
有
し
た
と
答
え
た
。
定
点
方
式
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
広
西
チ
ワ
ン

自
治
区
、
湖
南
省
、
重
慶
省
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性

の
性
産
業
従
事
者
の
う
ち
薬
物
注
射
を
行
っ

た
割
合
は
鋸
％
か
ら
１
０
０
％
だ
っ
た
。

売
血
・
血
漿
提
供
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は
、

２
０
０
３
年
９
月
ま
で
に
チ
ベ
ッ
ト
を
除
く

す
べ
て
の
省
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０

３
年
に
ｕ
省
の
釦
の
地
域
で
実
施
さ
れ
た
疫
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学
的
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
経
路
に
よ
る
平

均
感
染
率
は
２
．
７
％
で
あ
っ
た
。
し
か
し

地
域
に
よ
り
大
き
な
格
差
あ
り
、
河
南
省
の

い
く
つ
か
の
地
域
で
は
こ
の
経
路
に
よ
る
Ｈ

Ｉ
Ｖ
陽
性
率
は
釦
％
を
超
え
、
湖
北
省
の
随

州
で
は
兜
・
７
％
、
山
東
省
の
荷
沢
で
は
８
．

９
％
、
吉
林
省
の
吉
林
で
は
５
．
８
％
だ
っ

た
。
そ
の
他
の
地
域
で
は
こ
の
経
路
に
よ
る

感
染
率
は
比
較
的
低
い
。
売
血
・
血
漿
提
供

で
感
染
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
大
半
は
１
９

９
２
年
か
ら
１
９
９
６
年
の
間
に
感
染
し
て

お
り
、
お
よ
そ
半
数
が
す
で
に
エ
イ
ズ
を
発

症
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

同
性
者
の
性
交
渉
に
よ
る
感
染
の
デ
ー
タ

は
非
常
に
少
な
く
、
北
京
、
恰
爾
積
、
広
州
、

濡
陽
で
の
１
回
限
り
の
調
査
で
は
、
こ
の
人

●汝小美・国家人ロ・計画
生育委員会副局長

1989年に大阪大学において博士号取得。

臨床・医学研究専門・1992年から国家人

口・計画生育委員会で国際協力事業に携
わるその一環として日本の家族計画国

際協力財団(JOlCFP)と協力し､家族計画
と母子保健や寄生虫予防などの地域保健
活動を組み合わせたインテグレーション・

プロジェクト('P)を実施｡近年はHlV／エ

イズ対策プログラムに心血を注いでいる二 口
グ
ル
ー
プ
内
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
率
は
１
％
以

上
で
あ
っ
た
。
２
０
０
３
年
の
疫
学
的
調
査

に
よ
る
と
、
こ
の
人
口
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
ド
ー

ム
を
使
用
し
な
い
割
合
は
高
く
、
常
徳
、
西

安
で
そ
れ
ぞ
れ
蛆
％
と
弼
・
５
％
だ
っ
た
。

こ
の
人
口
グ
ル
ー
プ
の
大
き
さ
、
感
染
者
数
、

ハ
イ
リ
ス
ク
行
動
を
考
慮
す
る
と
、
今
後
さ

ら
な
る
感
染
拡
大
の
大
き
な
危
険
性
が
あ
る
。

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
Ｉ

Ｄ
Ｃ
や
性
産
業
従
事
者
と
い
っ
た
ハ
イ
リ
ス

ク
人
口
グ
ル
ー
プ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染

率
が
高
い
地
域
で
は
、
一
般
人
口
に
も
感
染

が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
２
０
０
３
年
疫
学
的

調
査
と
、
定
点
方
式
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
妊
産
婦
と
未
婚
の
若
者
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
の
増
加
、
ま
た
母
子
感

増
加
、
ま
た
母
子
感

染
（
Ｍ
Ｔ
Ｃ
Ｔ
）
も

増
加
傾
向
に
あ
る
。

例
え
ば
、
結
婚
前
の

若
者
に
行
っ
た
匿
名

検
査
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽

性
率
は
１
％
以
上
あ

り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率

の
高
い
地
域
の
妊
産

婦
の
陽
性
率
は
５
％

昨
年
中
国
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染

を
抑
制
す
る
た
め
に
様
々
な
対
策
が
実
施
さ

れ
た
。
国
務
院
は
新
し
く
「
エ
イ
ズ
予
防
治

療
工
作
委
員
会
」
を
設
立
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
対
策
の
包
括
的
な
政
策
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
提
示
し
た
条
例
を
公
布
し
た
（
２
０
０
４

年
３
月
）
。

中
国
の
政
治
的
主
導
者
た
ち
の
一
一
一
一
、
葉
に
も
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
対
す
る
強
い
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
が
表
れ
て
い
る
。
２
０
０
３
年
四

月
の
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
は
温
家
宝
首
相
と

呉
儀
副
首
相
が
、
ま
た
２
０
０
４
年
の
世
界

エ
イ
ズ
デ
ー
に
は
胡
錦
涛
国
家
主
席
が
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
患
者
を
見
舞
い
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
撲
滅
に
向
け
て
の
強
い
政
治
的
意
思
と

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
表
明
し
た
。
最
近
で
は
、

渦
家
宝
首
相
は
中
国
の
正
月
を
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

に
達
し
て
い
た
。
特
に
、
女
性
が
占
め
る
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
増
加
が
目
立
つ
。
女
性
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
陽
性
率
が
高
く
な
れ
ば
母
子
感
染
の
可

能
性
も
高
く
な
る
。

Ｈ
－
ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
対
策

一
伊
目
・
佇
司
口
：
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
ｑ
０
】
弔
上
｜
□
’
一
一
一
：
‐
ｏ
Ｈ
ｑ
－
Ｌ
▽
帷
・
同
ｒ
Ⅱ
‐
‐
‐
」
，
九
一
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エイズの感染が特に深刻な河南省.

上薬県でエイズ患者を見舞う国家人
口・計画生育委員会・張維慶大臣

縄
■
：

イ
ズ
患
者
と
過
ご
し
国
民
を
驚
か
せ
た
。

「
田
・
日
『
【
の
①
、
自
口
○
二
の
○
日
の
勺
。
旨
く
」
と

呼
ば
れ
る
政
策
も
始
ま
り
、
こ
れ
に
よ
り
エ

イ
ズ
患
者
は
抗
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
（
Ａ
Ｒ
Ｖ
）

治
療
や
自
発
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
検
査
（
Ｖ

Ｃ
Ｔ
）
を
無
料
で
受
け
ら
れ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感

染
し
た
妊
婦
も
母
子
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
薬

や
新
生
児
へ
の
検
査
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
エ
イ
ズ

孤
児
の
た
め

に
無
料
教
育

や
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
患
者

の
た
め
の
ケ

ア
や
経
済
的

援
助
も
含
ま

れ
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
対
策

の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

も
発
布
さ
れ
、

①
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
強

化
と
責
任
の

明
示
、
②
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
情
報
シ
ス
テ

ム
の
強
化
、
③
包
括
的
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

予
防
対
策
、
④
エ
イ
ズ
患
者
に
対
す
る
治
療
・

ケ
ア
・
援
助
、
⑤
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に

対
す
る
投
資
と
国
際
協
力
の
強
化
、
の
５
点

に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

知‐Ｐ曲邨円→…西一炉．］岸・蕃一弔憶乢埒凸刃且声‐四・町。ｆ』牝，‐偲而〆ｉ電，．や】一‐客耐に‐．ＣＱママー‐‐《Ｆ５期⑨で’【『’’：ロ●：Ｚ｜・・＋｜『・干中ｔ、‐●Ｈ品呵ｊＰＩ１‐！…‐・呼剋’’１．．．席．‐・肝皀ｑ川咄‐刑‐ｈ４２４．１■．一心目芭ｏＨｆｊｌ閨１川
：
‐
Ｄ
Ｄ
１
Ｌ
テ
ヮ
帷
、
｜
；
、
。
‐
、
、

複
合
部
門
間
の
調
整
と
協
力
を
方
針
の
軸

と
し
て
、
エ
イ
ズ
予
防
治
療
工
作
委
員
会
、

中
国
国
家
人
口
・
計
画
生
育
委
員
会
（
Ｎ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
Ｃ
）
は
じ
め
関
係
機
関
は
、
あ
ら
ゆ
る

レ
ベ
ル
で
積
極
的
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策

を
進
め
、
こ
の
分
野
で
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｃ
は
、
国
際
人
口
開
発

会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
「
人

間
中
心
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
最
初
に
導
入
し
た

政
府
機
関
の
１
つ
で
あ
り
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
も
と
、
質
の
高
い
保
健
医
療
、
特
に
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
す
べ
て
の
人

に
提
供
し
、
ニ
ー
ズ
を
満
す
た
め
活
動
し
て

き
た
。

人
ロ
・
家
族
計
画
部
門
の
役
割

１
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

人
口
・
家
族
計
画
部
門
は
効
率
的
な
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
戦
略
を
用
い
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

予
防
に
重
点
を
置
い
た
広
報
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
胡
錦
涛
国
家
主
席
も
２
０
０
３
年
の

「
人
口
・
環
境
・
資
源
に
関
す
る
中
央
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
で
こ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
予
防
に

重
点
を
お
い
た
戦
略
を
承
認
し
て
い
る
。
Ｎ

Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｃ
は
全
孤
省
の
家
族
計
画
委
員
会
の

指
導
者
を
対
象
に
し
た
ア
ド
ボ
ヵ
シ
ー
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
ブ
の
開
催
や
、
コ
ン
ド
ー
ム
促
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
と
家

族
計
画
／
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
統

合
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い
る
。

２
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
草
の
根
レ
ベ
ル
の
イ

ン
タ
ー
パ
ー
ソ
ナ
ル
（
対
人
式
）
ア
プ
ロ
ー

チ

人
口
・
家
族
計
画
部
門
は
６
つ
の
行
政
レ

ベ
ル
（
国
、
省
、
県
、
郡
、
郷
、
鎖
）
を
つ

な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
。
草

の
根
レ
ベ
ル
で
は
、
１
０
０
万
人
以
上
の
職

員
と
８
千
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
各
戸
を

訪
問
す
る
対
人
式
ア
プ
ロ
ー
チ
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
対
策
の
す
そ
野
を
広
げ
て
い
る
。
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４
流
動
人
口
に
対
す
る
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ

流
動
人
口
の
権
利
と
生
活
水
準
に
対
す
る

問
題
に
伴
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｃ
は
あ
ら
ゆ
る
レ

ベ
ル
に
こ
の
流
動
人
口
に
対
応
す
る
局
を
設

立
し
，
彼
ら
に
対
す
る
家
族
計
画
／
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、

ま
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
を
含
め
た
包
括

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
し
て
い
る
。

３
保
健
教
育
・
行
動
変
容
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）
・
へ
ル
ス
ケ
ア
対
応
能
力

４
万
の
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
勤
務
す

る
翅
万
の
医
療
専
門
家
は
、
健
康
診
断
、
治

療
な
ど
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
予
防
を
含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
コ

ン
ド
１
ム
の
供
給
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
医

療
専
門
家
達
は
地
域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
共
に
、
エ
イ
ズ
患
者
に
対
す
る
差
別
を
な

く
し
、
ケ
ア
や
援
助
を
行
う
意
識
変
革
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

６
国
際
的
概
念
と
実
践
の
応
用

こ
れ
ら
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
活
動
は

国
際
援
助
と
現
地
の
資
金
投
入
を
統
合
す
る

こ
と
で
費
用
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
国

際
合
意
で
あ
る
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
）
や
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
の
概
念
や
国
際
社
会
で
行
わ
れ
て
い
る

最
善
の
活
動
を
導
入
し
、
現
地
の
対
策
に
適

用
し
て
い
る
。

人
権
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
文
化
、
倫
理
的
観

点
に
も
注
意
を
払
い
、
地
域
ベ
ー
ス
の
ケ
ア

と
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

河
南
省
で
は
、
エ
イ
ズ
孤
児
の
学
校
教
育
お

よ
び
放
課
後
教
育
を
支
援
す
る
セ
ン
タ
ー
が

５
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡
大

人
口
・
家
族
計
画
部
門
は
各
地
で
パ
イ
ロ
ッ

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡
大
を
進
め
て
い
る
。

２
０
０
３
年
４
月
に
河
南
省
の
上
薬
、
扶
瀧
、

孟
州
で
始
ま
っ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
は
、

２
０
０
３
年
の
皿
月
に
は
釦
の
県
（
３
千
万

人
）
に
拡
大
さ
れ
、
２
０
０
４
年
３
月
に
は

全
県
を
網
羅
し
た
。
廿
粛
省
で
は
型
の
県
で
、

広
東
省
で
は
８
つ
の
県
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

対
策
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

設
立
さ
れ
、
心
理
的
側
面
か
ら
も
エ
イ
ズ
で

親
を
失
く
し
た
孤
児
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
新
彊
ウ
イ
グ
ル
族
自
治
区
の
喀
什
は
住

民
の
帥
％
が
少
数
民
族
で
あ
り
、
人
川
・
家

族
計
画
担
当
部
局
は
情
報
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
の
教
材
を
ウ
イ
グ
ル
語

で
作
成
し
、
イ
ス
ラ
ム
指
導
者
と
協
力
し
て

教
育
を
行
っ
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
お
い
て
課
題
は

残
さ
れ
て
お
り
、
最
優
先
の
緊
急
の
課
題
は
、

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
対
応
能

力
開
発
）
と
こ
の
た
め
の
資
源
の
確
保
で
あ

る
。
Ｎ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｃ
は
残
さ
れ
た
課
題
を
克
服

し
、
引
き
続
き
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
予
防
、
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
促
進
、
国
民

の
健
康
と
福
祉
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
く
。

曇
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●嵯峨座晴夫（さがざ・はるお）

昭和10年、長野県生まれ.早稲田

大学第一政治経済学部経済学科卒

業。

アジア経済研究所を経て、早稲田

大学理事・人間科学学部教授に就

任。平成17年３月に同職を退職。

人
口
大
国
イ
ン
ド
と
中
国
１
人
ロ
政
策
の
展
開
過
程
Ｉ

1１１１
㈲
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
の
評
議
員
で

あ
る
嵯
峨
座
晴
夫
早
稲
田
大
学
教
授
の
最
終

講
義
が
１
月
加
日
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学

術
院
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
同
講
義

●
は
じ
め
に

●
講
義
概
要

ま
ず
、
同
教
授
は
、
中
国
と
イ
ン
ド
の
人

口
が
合
わ
せ
て
型
億
人
に
達
し
、
世
界
人
口

の
訂
％
強
を
占
め
世
界
の
人
口
問
題
の
今
後

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
視
点
か
ら

こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
と
、
問
題
設
定
に

つ
い
て
述
べ
た
。
ま
ず
両
国
の
人
口
政
策
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
そ
の
中
で
、
中
国
の
人

口
増
加
抑
制
を
唱
え
て
、
毛
沢
東
と
対
立
し

た
馬
寅
初
・
北
京
大
学
元
学
長
が
追
放
さ
れ

た
結
果
、
人
口
が
３
億
人
増
え
た
と
す
る
中

に
は
、
嵯
峨
座
教
授
の
人
口
論
を
受
講
し

て
い
る
学
生
、
関
係
団
体
の
代
表
者
な
ど

を
含
め
、
約
５
０
０
名
が
参
加
し
た
。
嵯

峨
座
教
授
は
「
人
ロ
大
国
イ
ン
ド
と
中

国
１
人
ロ
政
策
の
展
開
過
程
ｌ
」
の
テ
ー

マ
で
長
年
の
人
ロ
研
究
を
締
め
く
く
っ
た
。

国
語
「
錯
枇
一
人
誤
増
三
億
」
を
紹
介
し
た
。

革
命
後
の
中
国
で
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
も

と
で
「
働
く
手
は
二
つ
、
口
は
一
つ
」
の
論

理
で
人
口
増
加
策
が
と
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が

毛
沢
東
の
死
去
後
、
人
口
増
加
が
も
た
ら
す

開
発
へ
の
影
響
が
理
解
さ
れ
、
マ
ル
サ
ス
的

破
局
を
避
け
る
た
め
に
１
９
７
８
年
に
は
華

国
鋒
・
国
務
院
委
員
が
「
３
年
以
内
に
自
然

増
加
率
を
１
％
以
下
に
下
げ
る
」
こ
と
を
提

案
し
、
新
憲
法
の
制
定
に
よ
っ
て
「
計
画
出

産
の
推
進
」
を
条
文
化
し
た
。

イ
ン
ド
も
中
国
で
馬
寅
初
が
『
新
人
口
論
』

を
出
版
し
、
人
口
増
加
の
与
え
る
影
響
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
１
９
５
７
年
と
ほ
ぼ
同
時
期

で
あ
る
１
９
５
６
年
に
人
口
増
加
抑
制
策
を

盛
り
込
ん
だ
第
二
次
五
カ
年
計
画
を
開
始
し
、

１
９
６
１
年
か
ら
本
格
化
さ
せ
た
。
１
９
７

８
年
に
は
結
婚
年
齢
法
を
定
め
た
。
イ
ン
ド

の
人
口
の
特
徴
は
、
北
の
ガ
ン
ジ
ス
河
流
域

で
人
口
増
加
が
高
く
南
で
低
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ビ
ハ
ー
ル
、
マ
デ
ィ
ヤ
プ
ラ
デ
シ
ュ
、

ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
、
ウ
ッ
タ
ー
ル
プ
ラ
デ
ッ
シ
ュ

の
北
部
４
州
は
「
病
め
る
北
部
４
州
」
と
呼

ば
れ
、
そ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
ヒ
ン
デ
ィ
語

で
「
病
め
る
」
を
意
味
す
る
「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｕ
地
域
」
と
い
う
名
称
が
生
ま
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
人
口
政
策
は
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ

ン
ジ
ー
首
相
の
時
代
に
男
性
の
不
妊
手
術
な

ど
を
強
く
推
し
進
め
た
た
め
政
権
崩
壊
に
至

る
反
発
が
生
じ
た
。
そ
の
後
の
人
口
政
策
に

も
そ
の
こ
と
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
り
強
い
影
響

を
残
し
た
。
地
域
ご
と
に
文
化
的
な
背
景
の

格
差
が
色
濃
く
存
在
す
る
こ
と
を
背
景
と
し

て
、
家
族
計
画
の
受
容
そ
の
も
の
も
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。

一
見
異
な
っ
た
印
象
を
与
え
る
両
国
で
あ

る
が
文
化
的
背
景
、
政
治
経
済
的
側
面
、
政
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人ロ大国インドと中国 人口政策の展開過程

図１ インドと中国の人口（1950～2050）
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．
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こ
と
、
そ
の
目
的
が
貧
困
問
題
の
解
決
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
加
え
て
両
国
の
人
口

政
策
に
対
す
る
取
り
組
み
の
時
期
や
政
策
実

施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
非
常
に
類
似
し
て
お
り
、

人
口
政
策
の
歴
史
を
比
較
対
照
し
て
み
る
と
、

全
く
違
っ
た
印
象
を
持
た
れ
る
イ
ン
ド
と
中
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国
が
非
常
に
よ
く
似
た
人
口
政
策
上
の
試
行

錯
誤
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

中
国
で
は
人
口
政
策
が
全
国
に
行
き
渡
っ

た
結
果
、
近
い
将
来
日
本
よ
り
も
急
速
に
少

子
化
・
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
イ
ン
ド
で
も
人
口
転
換
が
着
実

に
進
ん
で
い
る
が
、
ま
さ
し
く
「
マ
ル
サ
ス

の
わ
な
」
に
は
ま
る
前
に
、
人
川
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
微
妙
な
状
況

に
あ
る
、
と
嵯
峨
座
教
授
は
指
摘
し
た
。

ま
た
、
こ
の
両
国
の
人
口
政
策
の
歴
史
を

検
討
し
て
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
、
経
済
的

な
進
展
が
人
口
転
換
を
も
た
ら
す
と
い
う
よ

り
は
、
西
洋
型
の
近
代
的
な
生
活
様
式
の
受

容
が
人
口
転
換
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
近
代
的
な
生
活
様
式
や
価
値
観

で
は
個
人
主
義
が
強
調
さ
れ
、
出
生
に
関
し

て
も
個
人
の
権
利
の
面
か
ら
と
ら
え
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
生
ま
れ
た
子
供
も
他
人
で
あ
り
、

そ
の
コ
ス
ト
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
価
値
観
の
中
で
は
少
子
化

を
食
い
止
め
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
、
等

の
見
解
を
示
し
て
嵯
峨
座
教
授
は
最
終
講
義

を
終
え
た
。

（
楠
本
修
）
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インドと中国の人口政策関連年表
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カザフスタンから人口・都市視察団
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一京都のお寺詣りで伝統文化に感銘一

近泰男 ジヨイセフ理事長（右端）の講義を受ける訪日カザフスタン国会議員団

昨
年
暮
れ
中
央
ア
ジ
ア
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

共
和
国
か
ら
３
人
の
国
会
議
員
が
来
日
し
た
。

側
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）

が
毎
年
、
国
際
協
力
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
い
る
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
研
修
に
応
じ
た

訪
日
で
、
長
寿
と
乳
幼
児
死
亡
率
の
低
さ
で

世
界
一
を
実
現
し
て
い
る
わ
が
国
の
人
口
経

験
や
、
最
近
の
少
子
高
齢
化
の
実
態
を
学
び
、

神
戸
で
は
都
市
づ
く
り
、
港
湾
施
設
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
目
を
輝
か
し
た
。

昨
年
⑫
月
６
日
か
ら
同
ｎ
日
ま
で
の
日
程

で
来
日
し
た
の
は
、
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）

の
副
会
長
で
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
上
院
の
家
族

委
員
会
委
員
長
の
ト
ゥ
ト
ゥ
ク
シ
ェ
フ
氏
ら

３
人
。
東
京
で
は
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
（
阿
藤
誠
所
長
）
や
母
子
保
健
や

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分
野
で
国
際

的
実
績
の
あ
る
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
（
ジ
ョ

イ
セ
フ
・
近
泰
男
理
事
長
）
を
訪
れ
、
官
民

一
体
で
進
め
ら
れ
た
わ
が
国
の
母
子
保
健
や

寄
生
虫
予
防
の
経
験
や
、
最
近
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
い
る
少
子
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て

熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

ま
た
、
わ
が
国
の
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
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会
（
中
山
太
郎
会
長
）
が
今
年
創
立
訓
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
皿
月
７
日
に

開
か
れ
た
講
演
会
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
も
参

加
、
席
上
ト
ゥ
ト
ウ
ク
シ
ェ
フ
議
員
は
お
得

意
の
ノ
ド
を
披
露
す
る
一
幕
も
。
ま
た
議
員

懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
と
は
両
国
間
の
協
力
強

化
に
つ
い
て
国
会
内
で
昼
食
を
と
り
な
が
ら

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

笹山幸俊・神戸アジア都市情報センター会長に記念品を渡す議員団

後
半
の
日
程
は
関
西
訪
問
に
当
て
ら
れ
、

神
戸
で
は
神
戸
ア
ジ
ア
都
市
情
報
セ
ン
タ
ー

（
笹
山
幸
俊
会
長
）
を
訪
問
、
震
災
後
の
神
戸

の
復
旧
振
り
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
山
間

部
の
土
地
を
運
ん
で
臨
海
工
業
の
拠
点
を
つ

く
り
、
同
時
に
土
地
を
運
び
出
し
た
後
に
は

神
戸
市
民
の
た
め
の
住
宅
地
を
造
成
し
た
〃
｜

石
二
鳥
〃
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
目
を
見

案内して下さった即成院・平野住職（左から２番目）と泉涌寺にて

張
っ
て
い
た
。
ま
た
、
神
戸
市
の
好
意
で
提

供
さ
れ
た
神
戸
港
見
学
の
ボ
ー
ト
で
は
、
海

の
な
い
国
か
ら
や
っ
て
き
た
議
員
た
ち
は
大

喜
び
、
風
景
を
し
っ
か
り
フ
ィ
ル
ム
に
収
め

て
い
た
。

最
後
の
訪
問
地
・
京
都
で
は
天
皇
家
ゆ
か

り
の
泉
涌
寺
や
清
水
寺
を
見
学
、
珍
し
い
仏

像
や
建
物
、
美
し
い
庭
園
に
強
い
印
象
を
受

け
た
よ
う
だ
っ
た
。

一
行
は
、
帰
国
に
先
立
っ
て
「
今
回
の
日

本
訪
問
で
、
保
健
、
教
育
、
社
会
保
障
、
経

済
成
長
な
ど
の
面
で
日
本
の
す
ば
ら
し
い
経

験
を
見
聞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
に
帰
っ
た
ら
視
察
で
得
た
知
識
，
情
報

を
わ
が
国
の
国
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
役
立

た
せ
た
い
」
と
語
り
、
関
西
空
港
か
ら
帰
国

の
途
に
つ
い
た
。

ベ
ク
ス
ル
タ
ン
・
ト
ゥ
ト
ゥ
ク
シ
ェ
フ

上
院
家
族
委
員
会
委
員
長

ア
ス
カ
ー
・
ク
ジ
ャ
ガ
リ
エ
フ
議
員

エ
ジ
ェ
ニ
ー
・
ア
マ
ン
議
員

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
視
察
団
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高齢者は従属■人ロか？

１
１

前日本大学教授

元厚生省人ロ問題研究所所長

岡崎陽一

現
在
、
日
本
の
人
口
問
題
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
子
供
数
が
減
少

す
る
と
い
う
少
子
化
の
問
題
と
高
齢
者

が
増
え
る
と
い
う
高
齢
化
の
問
題
で
あ

る
。
少
子
化
が
続
け
ば
、
や
が
て
日
本

人
口
の
総
数
が
減
少
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
年
齢
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
下
部
が
縮
小

し
て
不
安
定
な
形
に
な
り
、
経
済
社
会

に
対
し
て
悪
影
響
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
し
た
が
っ
て
少
子
化
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
そ
の
原
因
を
捉
え
て
、
出

生
率
を
人
口
再
生
産
水
準
ま
で
引
き
上

げ
る
た
め
の
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

他
方
、
高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

は
死
亡
率
が
低
下
し
、
人
々
の
寿
命
が

延
び
、
高
齢
ま
で
生
き
る
人
が
増
え
た

結
果
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
問
題
で
あ

る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
喜
ぶ
べ
き
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
齢

化
が
問
題
に
さ
れ
る
の
は
、
高
齢
者
を

従
属
人
口
と
し
て
位
置
づ
け
、
社
会
の

お
荷
物
が
増
え
る
と
い
う
見
方
を
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方

は
、
は
た
し
て
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
？

IEI
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お
よ
そ
２
．
６
倍
に
増
大
す
る
。
こ
の

よ
う
な
結
果
は
、
今
後
、
日
本
人
口
の

高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
、
そ
れ
が
日

本
の
経
済
社
会
に
と
っ
て
大
き
い
負
荷

と
な
り
、
経
済
社
会
の
発
展
を
阻
害
す

る
と
い
う
悲
観
論
の
根
拠
に
な
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
現
実
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
高

齢
化
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
明
る
い
見
通
し
を
持
つ
こ

と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
高
齢
化
の

問
題
が
議
論
さ
れ
る
場
合
、
筋
歳
以
上

の
人
口
を
老
年
人
口
と
し
、
老
年
人
口

が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
が
高
ま
る
こ

と
を
高
齢
化
の
問
題
と
し
て
議
論
す
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
酪
歳
以
上

の
人
口
を
一
括
し
て
高
齢
従
属
人
口
と

す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
後
間
も
な
い

昭
和
記
年
頃
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

男
性
が
的
歳
、
女
性
が
侭
歳
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
に
は
確
か
に
、
閉
歳
以
上
の
人

口
を
老
年
人
口
と
す
る
こ
と
に
意
味
が

IEI

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
最
近

は
男
性
の
平
均
寿
命
が
氾
歳
を
超
え
、

女
性
の
そ
れ
が
ほ
ぼ
餡
歳
に
な
り
、
戦

後
ま
も
な
く
と
現
在
で
は
、
平
均
寿
命

が
男
性
の
場
合
四
歳
、
女
性
の
場
合
塑

歳
も
延
び
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
に
対
応
し
て
高
齢
者
の
定
義
も
帥
歳

以
上
あ
る
い
は
酪
歳
以
上
に
改
め
る
の

が
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
戦
争
直
後
の
高
齢
者
と

現
在
の
高
齢
者
で
は
、
教
育
レ
ベ
ル
に

も
大
き
い
差
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
高

齢
者
の
能
力
に
も
大
き
い
差
が
あ
る
。

高
齢
者
問
題
を
考
え
る
場
合
に
は
、
高

齢
者
が
現
役
時
代
に
蓄
積
し
た
知
識
や

経
験
を
社
会
的
資
産
と
し
て
尊
重
し
、

活
用
す
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

膠
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評論家樋口恵子さん・武山百合子衆院議員講演会

国内セミナー禰蝋萌舗扣鱸時繍凱講演会
講
演
「
〃
高
齢
化
な
ん
て
怖
く
な
い
“

樋
ロ
恵
子
さ
ん
と
語
る
『
イ
キ
イ
キ
人
生
』
」

高齢化について語る樋口恵子さん

日
本
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性

が
生
涯
に
産
む
平
均
子
ど
も
数
・
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）

は
低
下
を
続
け
、
今
や
１
．
羽
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
女
性
が
社
会
進
出

し
た
か
ら
だ
、
生
意
気
に
な
っ
た
か
ら
だ
、

と
い
う
男
性
が
ま
だ
い
ま
す
。
し
か
し
、
一

般
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
う
し
た
見
方
は

昨
年
旭
月
旧
曰
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
進
修
館
で
、
（
財
）

ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
と
武
山
百
合
子
衆

院
議
員
後
援
会
の
共
催
に
よ
る
「
評
論
家
樋

口
恵
子
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
講
演
会

は
武
山
百
合
子
衆
院
議
員
の
友
人
で
あ
る
シ
ャ

（
｜
邑
呂

Ｚ
「

正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
を
続
け
て
い
る

女
性
と
専
業
主
婦
の
女
性
別
に
Ｔ
Ｆ
Ｒ
を
見

て
み
る
と
、
０
．
１
～
０
．
２
と
わ
ず
か
で

は
あ
り
ま
す
が
仕
事
を
続
け
て
い
る
女
性
の

力
が
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
高
い
の
で
す
。

ま
た
、
日
本
は
欧
米
諸
国
と
比
べ
る
と
、

女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
で
い
る
国
と
は
い

ン
ソ
ン
歌
手
・
紫
倉
麻
里
子
さ
ん
の
ス
テ
ー

ジ
で
幕
を
開
け
、
美
し
い
歌
声
で
観
衆
の
心

を
和
ま
せ
た
。
講
演
で
は
、
樋
口
恵
子
さ
ん

は
「
若
い
世
代
に
希
望
を
持
た
せ
ら
れ
な
か
っ

た
日
本
の
こ
の
年
月
は
ひ
ど
い
加
年
だ
っ
た
」

と
切
り
出
し
、
女
性
・
雇
用
・
高
齢
化
問
題

へ
の
鋭
い
語
り
口
に
、
集
ま
っ
た
２
０
０
人

を
超
え
る
聴
衆
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。
最

後
に
武
山
百
合
子
衆
院
議
員
が
国
際
人
ロ
問

題
議
員
懇
談
会
の
代
表
と
し
て
９
月
に
訪
れ

た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
視
察
報
告
を
行
っ
た
。

（
樋
口
さ
ん
の
講
演
要
旨
は
次
の
と
お
り
）

動
か
洞
三
一
７

4７



え
ま
せ
ん
。
日
本
の
衆
議
院
に
占
め
る
女
性

議
員
の
数
は
誕
人
、
全
体
の
た
っ
た
６
～
７
％

の
割
合
で
す
。
終
戦
後
の
昭
和
妬
年
、
選
挙

の
方
法
は
今
と
は
違
い
ま
す
が
、
初
め
て
の

参
議
院
選
挙
で
さ
え
女
性
議
員
が
弼
人
い
た

こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
そ
れ
か
ら
弱
年
が
経
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
の
女
性
の
社
会
進

現
在
、
日
本
は
男
女
総
合
で
は
長
寿
国
第

１
位
の
座
を
保
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
男

女
別
に
見
る
と
女
性
は
１
位
、
男
性
は
３
位

で
す
。
で
は
男
性
の
１
位
は
ど
こ
の
国
か
と

い
う
と
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
２
位
は
香
港
で
す
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
人
口
わ
ず
か
調
万
人
の
国

で
す
が
、
国
民
所
得
、
平
均
余
命
、
教
育
水

準
を
測
定
基
準
と
し
て
「
国
の
生
活
レ
ベ
ル
」

を
示
し
た
国
連
の
人
間
開
発
指
数
（
Ｈ
Ｄ
Ｉ

出
目
〕
目
□
の
ぐ
：
旨
の
己
自
己
の
縄
）
で
は
世
界

７
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は
８

位
と
上
位
に
入
っ
て
は
い
ま
す
が
、
教
育
の

普
及
と
寿
命
の
長
さ
で
点
数
を
稼
い
で
い
ま

す
。
女
性
の
所
得
、
管
理
職
・
国
会
議
員
に

出
の
状
況
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い

え
ま
す
。
｜
方
、
欧
米
諸
国
の
女
性
議
員
の

割
合
は
妬
～
蛆
％
で
す
。
ま
た
北
欧
諸
国
、

英
国
で
は
、
近
年
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
１
．
９
く
ら
い

ま
で
盛
り
返
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

日
本
は
女
性
の
政
治
参
加
率
も
低
く
、
し
か

も
Ｔ
Ｆ
Ｒ
も
低
い
国
な
の
で
す
。

占
め
る
女
性
割
合
な
ど
か
ら
「
女
性
の
社
会

進
出
度
」
を
示
し
た
、
国
連
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
指
数
（
の
①
己
の
Ｒ

向
日
ロ
○
三
の
目
の
日
旨
９
ｍ
旨
の
｝
を
見
て
み
る
と
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
６
位
と
上
位
な
の
に
か
か

わ
ら
ず
、
日
本
は
鍋
位
と
大
き
く
後
退
し
ま

す
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
、
１
９
９
６
年
ま
で

４
期
肥
年
間
に
わ
た
り
女
性
が
首
相
を
務
め

て
い
ま
し
た
。
女
性
の
議
員
の
数
も
ほ
ぼ
男

性
と
同
数
で
す
。
そ
う
い
う
国
で
男
性
の
寿

命
が
世
界
一
と
い
う
結
果
を
私
は
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
女
性
が
社
会
進

出
し
、
の
び
の
び
と
生
き
て
い
る
社
会
で
は

男
性
の
寿
命
が
短
く
な
る
、
な
ん
て
こ
と
は

な
い
の
で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
女
性
が
の

び
の
び
で
き
な
い
社
会
で
は
、
男
性
も
の
び

の
び
で
き
な
い
、
そ
れ
が
今
の
日
本
な
の
で

す
。今
年
、
日
本
の
女
性
の
寿
命
の
延
び
率
は

０
．
１
、
男
性
の
伸
び
率
は
０
．
４
で
し
た
。

な
ぜ
日
本
の
寿
命
が
伸
び
悩
ん
だ
の
で
し
ょ

う
か
。
原
因
は
自
殺
者
の
増
加
で
す
。
今
年

も
ま
た
記
録
を
更
新
し
３
万
数
千
人
も
の
人

が
自
ら
命
を
断
ち
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
ｎ
％

が
男
性
で
す
。
し
か
も
釦
～
帥
代
の
働
き
盛

り
と
い
わ
れ
る
年
代
の
自
殺
の
理
由
の
ト
ッ

プ
は
、
リ
ス
ト
ラ
、
倒
産
な
ど
に
よ
る
経
済

的
理
由
で
、
こ
の
理
由
だ
け
で
見
る
と
男
性

が
自
殺
者
の
帥
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

政
府
に
ま
ず
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

の
は
一
雇
用
対
策
で
す
。
若
い
人
々
が
人
生
の

ス
タ
ー
ト
に
お
い
て
将
来
を
考
え
、
ま
と
も

な
仕
事
に
つ
け
る
社
会
で
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
日
本
の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
低
下
は
不
安
定
な

雇
用
体
制
が
一
因
で
す
。
日
本
で
は
現
在
、

就
労
者
の
半
数
が
パ
ー
ト
、
ま
た
は
派
遣
や

臨
時
と
い
う
、
雇
用
も
賃
金
も
不
安
定
な
形

態
で
働
い
て
い
ま
す
。
派
遣
社
員
と
し
て
働
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評論家樋口恵子さん・武山百合子衆院議員講演会

若
い
世
代
に
希
望
を
持
た
せ
ら
れ
な
か
っ

た
こ
の
ｎ
年
は
ひ
ど
い
時
代
で
し
た
が
、
こ

の
ｎ
年
の
良
か
っ
た
点
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
「
官

と
民
と
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
だ

と
思
い
ま
す
。
１
９
９
４
年
の
国
際
人
口
開

発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
》
通
称
カ
イ
ロ
会
議
）

で
は
、
初
め
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
自
ら
代
表
を
選
び
、

政
府
代
表
団
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

政
府
と
民
間
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
と
の
壁
が
崩
れ
た

シ
ン
ボ
ル
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
１
９
９

８
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
）

法
が
で
き
ま
し
た
。
つ
い
に
官
が
民
の
力
を

く
鍋
歳
以
下
の
若
い
世
代
は
２
０
０
万
人
に

も
上
り
ま
す
。
正
職
員
で
働
き
た
く
て
も
正

規
の
採
用
が
な
い
か
ら
、
と
い
う
人
が
多
く
、

彼
女
達
は
育
児
休
暇
ど
こ
ろ
か
３
カ
月
ご
と

の
一
雇
用
さ
え
も
不
安
定
な
状
態
で
あ
り
、
と

て
も
子
ど
も
を
産
め
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
育
児
休
業
法
が
改
正
さ
れ
、
臨
時
や
パ
ー

ト
で
働
く
人
々
も
育
児
休
暇
を
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
該
当
す

●
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
四
世
紀

認
め
、
民
が
行
政
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
４
月

に
は
「
地
方
分
権
推
進
法
」
が
で
き
、
地
方

の
力
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
地
方

分
権
推
進
委
員
会
の
一
員
で
す
が
、
私
の
考

え
る
地
方
自
治
・
地
方
分
権
と
は
、
地
方
に

権
限
を
持
た
せ
、
知
事
や
市
長
達
は
今
ま
で

上
に
向
け
て
い
た
首
を
住
民
に
向
け
て
住
民

の
声
を
聴
き
、
地
方
の
こ
と
は
地
方
が
決
め

て
い
く
、
と
い
う
や
り
方
で
す
。

ｎ
世
紀
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
情
報

公
開
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
官
と
民
、
国
と
地

る
人
々
は
も
う
子
ど
も
を
産
み
終
わ
っ
た
人
々

が
多
い
の
で
す
。
肝
心
の
子
ど
も
を
産
む
若

い
世
代
に
集
中
し
て
い
る
派
遣
で
働
い
て
い

る
人
々
が
育
児
休
暇
を
と
れ
な
い
の
で
す
。

今
後
政
府
は
女
性
に
き
ち
ん
と
し
た
一
雇
用
体

制
、
育
児
休
暇
を
与
え
る
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
女
帝
誕
生
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す

か
？

樋
ロ
ェ
の
っ
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

天
皇
制
は
時
代
の
波
に
あ
わ
せ
て
き
た
か
ら

続
い
て
き
ま
し
た
。
伝
統
と
因
習
は
違
い
ま

す
。
そ
の
昔
、
男
子
が
必
ず
跡
を
継
げ
た
の

方
、
女
と
男
、
日
本
と
世
界
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
が
夢
を
持
っ

て
多
く
の
経
験
を
生
か
し
、
ど
ん
な
社
会
を

つ
く
っ
た
ら
い
い
か
を
考
え
、
夢
を
若
者
と

共
有
す
る
社
会
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

２
０
５
０
年
に
は
節
歳
以
上
の
人
口
が
今
の

２
倍
の
釦
％
近
く
を
占
め
、
そ
の
印
％
が
女

性
で
す
。
つ
ま
り
、
４
人
に
１
人
が
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
い
う
社
会
に
な
り
ま
す
。
皿
世
紀

は
お
ば
あ
さ
ん
が
日
本
の
動
向
を
支
配
す
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
く

気
が
つ
い
た
わ
れ
わ
れ
高
齢
者
が
モ
デ
ル
を

作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
方

社
会
に
老
若
男
女
が
共
存
す
る
社
会
。
本
当

の
意
味
で
の
人
間
ら
し
い
、
人
間
の
生
き
方

へ
の
構
造
改
革
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
疑
応
答
●
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は
、
奥
さ
ん
を
何
人
待
っ
て
も
自
由
だ
っ
た

社
会
で
あ
り
、
結
婚
年
齢
が
と
て
も
早
か
っ

た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
の
制
度
を

緩
や
か
に
変
え
て
い
く
の
が
現
実
的
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
北
欧
や
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
子
が
世
継
ぎ
と

皇
室
典
範
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ

ス
、
タ
イ
で
は
、
男
の
子
が
生
ま
れ
れ
ば
男

の
子
が
、
生
ま
れ
な
け
れ
ば
女
の
子
が
世
継

ぎ
と
な
り
ま
す
。
日
本
も
こ
の
辺
り
か
ら
緩

や
か
に
変
え
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
で

百
合

武山百合子衆院議員

ｌ
年
金
制
度
に
つ
い
て
考
え
を
お
聞
か

せ
下
さ
い

樋
ロ
》
年
金
制
度
は
そ
も
そ
も
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

型
の
人
口
構
成
を
元
に
し
て
作
ら
れ
た
制
度

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
コ
カ
コ
ー
ラ
瓶
型
の
人

口
構
成
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
元

に
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、

日
本
の
国
の
連
帯
の
柱
は
「
教
育
と
社
会
保

障
」
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
の
柱
で

し
よ
う
か
。

こロスタ議員ア
開
発
協
会
主

フ 武
山
百
合

ス
タ
ン
で

ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」
に
日
本
の
匡
会
議
連
時
代

団
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。
会
議
で
は
り
農
業

長
の
代
理
と
し
て
活
躍
、
ま
た
カ
ザ
フ
ス
ん
で
お

ン
の
農
村
部
を
訪
れ
た
様
子
を
「
カ
ザ
フ
入
れ
ら

タ
ン
紀
行
」
と
し
て
同
財
団
の
機
関
誌
「
人
の
促
進

と
開
発
」
銘
号
に
寄
稿
し
て
下
さ
っ
た
。

だ
ま
だ

の
日
の
講
演
で
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
石
と
強
調

子
衆

子
衆
院
議
員
は
、
９
月
に
カ
ザ

開
催
さ
れ
た
側
ア
ジ
ア
人
ロ
・

催
の
「
人
口
と
開
発
に
お
け
る

議
員
会
議
」
に
日
本
の
国
会
議

と
し
て
参
加
し
た
。
会
議
で
は

と
し
て
活
躍
、
ま
た
カ
ザ
フ
ス

部
を
訪
れ
た
様
子
を
「
カ
ザ
フ

」
と
し
て
同
財
団
の
機
関
誌
「
人

銘
号
に
寄
稿
し
て
下
さ
っ
た
。

貴
で
ば
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
石

院
議
員
講
演

あ
る
年
金
が
な
く
な
る
の
は
望
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
大
い
に
議
論
を
重
ね
て
作
っ

て
い
き
、
若
い
人
を
説
得
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
ま
で
の
既
得
権

は
守
っ
て
い
く
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
年
を

と
っ
て
も
働
け
る
人
が
働
け
る
社
会
を
作
る

こ
と
で
す
。
働
き
た
い
高
齢
者
が
緩
や
か
に

働
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
が
損
に
な
ら

な
い
社
会
を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

（
恒
川
ひ
と
み
）

油
だ
け
で
な
く
天
然
ガ
ス
、
鉛
、
チ
タ

ン
な
ど
の
天
然
鉱
物
資
源
に
恵
ま
れ
て

お
り
、
近
年
は
大
規
模
な
外
国
資
本
の

導
入
に
よ
り
急
激
に
経
済
成
長
が
進
ん

で
い
る
、
と
報
告
し
た
。
し
か
し
旧
ソ

連
時
代
に
導
入
さ
れ
た
分
業
制
度
に
よ

り
農
業
と
工
業
の
技
術
交
流
は
ま
だ
進

ん
で
お
ら
ず
、
ま
た
高
度
医
療
も
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
技
術
交
流

の
促
進
や
社
会
整
備
を
進
め
る
に
は
ま

だ
ま
だ
先
進
国
か
ら
の
援
助
が
必
要
だ

と
強
調
し
た
。

ヘ
ー
ー
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一
国
際
人
口
問
題
議
一
］
貝
懇
談
会
刈
周
年
記
念
講
演
会
一

人
口
問
題
に
対
す
る
世
界
最
初
の
国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
と
し
て
産

声
を
あ
げ
た
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
が
、
２
０
０

４
年
に
創
立
釦
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
た
講
演
会
と
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
但
月
７
日
、
都
内
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開

れ
た
・
総
勢
２
０
０
名
の
多
彩
な
人
々
が
参
加
し
、
幼
年
に
わ
た
っ
て

人
口
問
題
に
対
す
る
議
員
活
動
を
推
進
し
て
き
た
活
動
を
祝
っ
た
。

第
一
部
と
し
て
行
わ
れ
た
講
演
会
に
は
、
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会

長
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
軌
跡
を
紹
介
し
た
。
続
い
て
、
ゲ
ス
ト
と

し
て
、
ト
ラ
ャ
・
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
と
ス
テ
イ
ー
ブ

ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が
講
演
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
活

動
の
世
界
の
人
ロ
問
題
に
対
す
る
貢
献
を
讃
え
た
。
講
演
会
に
は
、

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
研
究
者
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
な
ど

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
は
世
界
で
初

・
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
会
長
）

・
衆
議
院
議
員

中
山
太
郎
一

１
１
１
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

め
て
の
人
口
と
開
発
問
題
に
関
す
る
超
党
派

議
連
と
し
て
１
９
７
４
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
年
は
世
界
の
人
口
問
題
に
と
っ
て

約
１
２
０
名
が
参
加
し
た
。
講
演
後
に
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
に
は
、

小
宮
山
洋
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
員
（
衆
議
院
議
員
）
や
明
石
康
元
国
連
事

務
次
長
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
活
動
内
容
や
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
活
動
の
現

状
に
つ
い
て
質
疑
を
行
う
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
中
山
会
長
を
は

じ
め
、
谷
津
義
雄
幹
事
長
、
清
水
嘉
与
子
事
務
総
長
、
南
野
知
惠
子

副
会
長
（
法
相
）
な
ど
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
出
席
、
卯
周

年
を
祝
っ
た
。
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
を
代
表
し
来
日
し
た
マ
レ
一
一
ｌ
事
務
総
長
が
乾
杯
を
行

い
ま
た
来
日
中
の
ト
ゥ
ト
ゥ
ク
シ
ェ
フ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
（
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
上
院
議
員
）
が
挨
拶
を
行
う
な
ど
会
場
の
祝
賀
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
た
。

￣■’－－ｐ－，，－

も
エ
ポ
ッ
ク
メ
Ｉ
キ
ン
グ
な
年
で
し
た
。
日

本
で
も
日
本
人
口
会
議
が
開
催
さ
れ
、
さ
ら

に
事
実
上
初
め
て
の
国
連
主
催
の
政
府
間
会

議
が
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ブ
カ
レ
ス
ト
で
開
催
さ

れ
た
の
で
す
。

こ
の
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
は
ド
レ
ー
パ
ー
将
軍
の
働

き
か
け
に
岸
信
介
元
首
相
が
応
え
る
形
で
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
が
１
９
７
３
年
に
岸
本
首
相
を
団

長
と
し
て
実
施
さ
れ
た
ア
ジ
ア
人
口
事
情
視

￣

｡



察
団
で
あ
り
、
こ
の
参
加
者
が
イ
ン
ド
の
カ

ル
カ
ッ
タ
で
路
傍
に
生
ま
れ
、
路
傍
に
死
ん

で
い
く
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
変
え
る
こ
と
は
国
会
議
員
の
責
任
で

あ
る
と
い
う
強
い
意
識
を
持
っ
た
こ
と
が
大

き
な
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

１
９
８
４
年
に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
開
催

さ
れ
た
国
連
主
催
の
「
国
際
人
口
会
議
」
と

併
行
し
て
開
催
さ
れ
た
「
国
際
人
口
開
発
議

員
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」
で
は
、
「
人
口
を

持
続
可
能
な
開
発
の
文
脈
の
中
で
扱
う
べ
き

だ
」
と
い
う
原
則
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
み

な
さ
ま
ご
存
知
の
と
お
り
、
こ
の
主
張
は
１

９
９
４
年
カ
イ
ロ
の
会
議
に
も
反
映
さ
れ
、

そ
の
正
式
名
称
が
「
国
際
人
口
開
発
会
議
」

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
中
心
的
な
考
え
方
が
一
人
一

人
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
や
人
権

を
改
善
す
る
こ
と
で
、
人
口
問
題
の
解
決
を

図
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
た
と
い
う

こ
と
は
ま
さ
し
く
、
私
た
ち
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
先

見
性
と
そ
の
活
動
が
世
界
に
与
え
た
影
響
の

大
き
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

人
口
問
題
は
金
に
も
票
に
も
な
ら
な
い
問

題
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
で
は
、
政
治
家
で
あ

る
私
た
ち
が
な
ぜ
人
口
問
題
に
コ
ミ
ッ
ト
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ

に
は
私
た
ち
政
治
家
の
政
治
家
と
し
て
の
使

命
感
が
あ
る
の
だ
と
い
え
ま
す
。

「
路
傍
で
生
ま
れ
、
た
だ
飢
え
て
死
ん
で
い

く
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
る
現
状
を

許
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
、
と
い
う
私
た
ち
の

政
治
家
と
し
て
の
理
想
が
あ
る
か
ら
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
政
治
家
は
国
民
か
ら
選
ば

れ
た
代
表
者
と
し
て
、
立
法
府
の
議
員
と
し

て
独
立
し
た
立
場
か
ら
政
府
と
人
々
の
ニ
ー

ズ
を
つ
な
ぐ
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

岸
元
首
相
の
後
を
福
田
越
夫
元
首
相
が
引

き
継
ぎ
、
そ
の
後
、
安
部
晋
太
郎
・
元
外
相

が
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
会
長
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
４
代
目
の
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
活
動
の
中
か
ら
ア
ジ
ア

地
域
の
人
口
・
開
発
議
員
活
動
で
あ
る
「
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
積
極
的
な
活
動
か
ら
、
現
在
で

は
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

地
域
に
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
地
域
議
連
の
活
動
は
世
界
の
す
べ

て
の
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
世
界
各
国
で
数
多
く
の
国
内
委
員

会
が
設
立
さ
れ
、
活
発
に
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
活
動
か

ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は

あ
ま
り
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
こ
の
日
本
が
果
た
し
て
き
た
貢
献
に

対
し
私
た
ち
は
胸
を
張
り
、
務
持
を
持
つ
べ

き
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
、
財
政
難

等
、
国
際
的
な
人
口
問
題
に
対
す
る
拠
出
に

逆
風
が
吹
い
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
が
果
た

す
べ
き
平
和
的
な
貢
献
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど

重
要
で
、
人
類
の
将
来
に
資
す
る
活
動
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
契
機
に
、
国
際
人
口
問

題
議
員
懇
談
会
の
活
動
を
さ
ら
に
活
発
な
も

の
と
し
、
私
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
に
幸
せ
と

可
能
性
に
満
ち
た
未
来
を
贈
る
た
め
の
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

5２



国際人ロ問題議員懇談会30周年記念講演会

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｌ

本
日
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
（
』
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
釦
周
年
を
記
念
し
、
皆
様
と
共
に
す
。
こ
の
人
口
分
野
の
先
駆
者
で
あ
る
Ｊ
Ｐ

お
祝
い
で
き
る
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
ま
た
Ｆ
Ｐ
の
お
陰
で
世
界
各
地
で
人
口
と
開
発

光
栄
に
思
い
ま
す
。
今
年
は
カ
イ
ロ
会
議
皿
に
関
わ
る
議
員
組
織
が
設
立
さ
れ
、
こ
の
分

周
年
を
迎
え
、
一
一
重
に
記
念
す
べ
き
富
ば
し
野
に
よ
り
深
い
理
解
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

い
年
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
場
を
お
借
り
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
て
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
に
敬
意
を
表
現
在
、
地
球
上
に
は
図
億
人
が
住
み
、
国

し
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
会
に
お
招
き
い
た
だ
い
連
の
統
計
に
よ
れ
ば
２
０
５
０
年
ま
で
に
鍋

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
億
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
｝
」

私
た
ち
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
は
今
ま
の
数
字
は
専
門
家
が
数
年
前
に
予
想
し
た

で
特
別
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ん
で
参
数
字
よ
り
も
４
億
人
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
い

り
ま
し
た
。
過
去
釦
年
間
に
わ
た
り
、
こ
こ
ま
ず
。
こ
れ
に
は
２
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
、
そ
し
て
世
界
で
人
口
と
開
発
問
題
１
つ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
が
蔓
延
し
た
結

に
光
を
当
て
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
果
、
死
亡
率
が
高
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
特

「
ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
４
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
１
ｉ
１
ｌ
ゴ

ー
人
口
問
題
へ
の
挑
戦
Ｉ
カ
イ
ロ
か
ら
北
一
昂
へ
－
－

lｉ
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社会開発・人口部主任（1992年～
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に
ア
フ
リ
カ
の
サ
ハ
ラ
以
南
の
国
々
で
は
平

均
余
命
が
下
が
り
、
開
発
の
努
力
が
水
の
泡

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
も
う
１
つ
は
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
理
由
で
す
。
家
族
計
画
を
実
践
す

る
人
々
が
増
え
、
望
ま
な
い
妊
娠
が
減
っ
て

き
ま
し
た
。
自
己
決
定
権
を
持
ち
、
自
分
が

望
む
数
と
出
産
間
隔
で
子
ど
も
を
持
て
る
よ

う
に
な
っ
た
女
性
も
増
加
し
ま
し
た
。
１
９

６
０
年
に
は
１
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
持
つ
子
ど

も
の
平
均
数
は
６
人
だ
っ
た
の
に
比
べ
今

は
平
均
３
人
で
す
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
平

均
値
は
国
ご
と
の
格
差
や
国
内
で
の
格
差
を

隠
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
最
貧
国
で
は

ま
だ
ま
だ
人
口
が
増
加
し
て
い
る
事
実
は
変

わ
ら
ず
、
特
に
後
発
開
発
途
上
国
の
人
口
は

今
後
妬
年
間
で
３
倍
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
人
口
が
増
え
る
中
で
医
療
、
教
育
、

一
雇
用
が
人
々
に
十
分
に
与
え
ら
れ
ず
に
い
ま

す
。ｎ
年
前
の
カ
イ
ロ
会
議
に
は
日
本
も
含
め

１
７
８
カ
国
か
ら
１
万
１
千
人
が
参
加
し
、

世
界
最
大
の
人
口
会
議
と
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
従
来
の
人
間
の
数
の
管
理
か
ら
人
権
の

重
視
す
る
視
点
へ
と
歴
史
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
カ
イ
ロ
会
議
で
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採
択
さ
れ
た
行
動
計
画
（
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
で
は
、

女
性
は
自
ら
の
生
殖
に
つ
い
て
パ
ー
ト
ナ
ー

と
相
談
し
な
が
ら
自
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

暴
力
、
差
別
、
強
制
な
し
に
自
由
に
判
断
、

決
定
で
き
る
と
確
認
さ
れ
、
性
お
よ
び
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
、
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
、
ま
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
平
等
こ
そ
が
開
発
を
進
め
、
貧
困
を
削
減

し
、
民
主
主
義
制
度
を
強
化
す
る
上
で
必
要

不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

１
９
９
４
年
以
降
、
こ
の
分
野
で
大
き
な

前
進
が
あ
っ
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

多
く
の
国
々
が
こ
の
行
動
計
画
を
具
体
的

な
行
動
に
移
し
、
法
の
改
正
や
政
策
の
立
案

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
各
国
は
人
口
の
デ
ー

タ
収
集
・
分
析
を
行
い
、
そ
の
分
析
に
基
づ

い
て
責
任
あ
る
決
定
や
予
算
の
配
分
を
行
っ

て
い
ま
す
。
家
族
計
画
、
妊
娠
中
・
出
産
に

お
け
る
ケ
ア
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
を
含
む
Ｓ

Ｔ
Ｄ
に
対
す
る
予
防
や
治
療
も
含
め
た
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ピ
ス
へ
の
ア

ク
セ
ス
は
拡
大
し
ま
し
た
。
ア
ナ
ン
国
連
事

務
総
長
も
行
動
計
画
採
択
か
ら
の
ｎ
年
を
振

り
返
り
、
大
い
な
る
成
果
が
あ
っ
た
と
述
べ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
道
の
り
は
ま
だ
ま

だ
長
い
も
の
で
す
。
多
く
の
国
々
、
特
に
ア

フ
リ
カ
で
は
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
難
航

し
て
い
ま
す
。
避
妊
具
の
数
が
足
り
な
い
た

め
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
蔓
延
を
防
げ
ず
に
い

ま
す
。
ま
た
途
上
国
で
は
、
妊
娠
中
や
出
産

に
お
け
る
合
併
症
が
依
然
と
し
て
女
性
の
第

一
の
死
因
で
す
。
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ

の
国
々
で
は
、
女
性
の
咀
人
に
１
人
が
妊
娠

ま
た
は
出
産
中
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
先

進
国
で
は
２
８
０
０
人
に
１
人
と
い
う
数
字

を
考
え
ま
す
と
、
非
常
に
大
き
な
格
差
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
妊
産
婦
の
健
康
状
態
が
悪
け

れ
ば
、
乳
幼
児
や
子
ど
も
の
死
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
も
私
た
ち
の
努
力
は
感

染
の
勢
い
に
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
確
か

に
進
歩
は
あ
り
ま
し
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

対
策
費
は
、
加
年
前
の
１
億
５
千
万
ド
ル
か

ら
、
現
在
の
約
別
億
ド
ル
に
ま
で
増
額
し
、

１
日
当
た
り
の
治
療
費
を
１
ド
ル
以
下
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
タ
イ
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
そ

の
ほ
か
の
い
く
つ
か
の
国
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
対
策
が
成
功
し
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

不
十
分
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
２
０
０
３
年
に

は
３
０
０
万
人
が
エ
イ
ズ
で
亡
く
な
り
、
両

親
が
エ
イ
ズ
で
死
ん
で
い
く
の
を
な
す
す
べ

も
な
く
見
届
け
た
エ
イ
ズ
孤
児
は
１
４
０
０

万
人
に
増
加
し
、
今
年
新
た
に
５
０
０
万
人

が
感
染
し
ま
し
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
と
戦
う
に
は
社
会
的
、

経
済
的
不
平
等
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
差
別
、
暴

力
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
週

は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
私
た
ち
が
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
の
は

エ
イ
ズ
の
「
女
性
化
」
で
す
。
世
界
の
ど
の

地
域
で
も
女
性
の
感
染
率
が
上
昇
し
て
い
ま

す
。
ま
た
エ
イ
ズ
患
者
、
あ
る
い
は
エ
イ
ズ

孤
児
の
世
話
を
す
る
の
は
女
性
で
あ
り
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
は
女
性
に
ま
す
ま
す
大
き
な

負
担
を
強
い
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

か
ら
女
性
を
守
る
た
め
に
は
彼
ら
の
人
権
を

守
り
、
尊
重
す
る
こ
と
が
必
須
で
す
。
そ
の

地
域
独
自
の
文
化
の
中
で
女
性
や
女
児
を
低

い
地
位
に
賎
め
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
許

す
よ
う
な
社
会
規
範
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
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ま
た
、
今
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
化
の
時

代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
何
百
万
も
の
若

者
が
自
分
た
ち
の
身
体
や
健
康
、
ど
の
よ
う

に
自
分
た
ち
の
身
体
を
守
っ
た
ら
い
い
か
に

つ
い
て
あ
ま
り
に
も
無
知
で
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
あ
る
若
者
が
言
い
ま
し
た
。
「
大

人
た
ち
は
、
僕
た
ち
は
知
る
に
は
若
過
ぎ
る

と
い
う
。
し
か
し
僕
た
ち
は
大
人
た
ち
に
言

い
た
い
。
僕
た
ち
は
死
ぬ
に
は
ま
だ
若
過
ぎ

る
」
私
た
ち
は
、
「
も
ち
ろ
ん
君
た
ち
に
は
十

分
に
知
る
権
利
が
あ
り
、
死
ぬ
に
は
若
過
ぎ

る
。
自
分
の
生
命
、
体
を
守
る
情
報
を
知
り
、

サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
権
利
が
あ
る
」
と
声

を
１
つ
に
し
て
大
き
く
発
信
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
年
前
、
国
連
は
ミ
レ
ニ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
が
参
集
い
た

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
貧
困
を
半
分
に
削
減

し
、
妊
産
婦
と
乳
児
の
死
亡
率
を
減
ら
し
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
の
蔓
延
を
止
め
、
ジ
エ

ン
ダ
ー
の
平
等
を
促
進
す
る
、
と
い
う
大
き

な
目
標
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
で
は
こ

の
ミ
レ
ニ
ァ
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
は
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
の

普
遍
的
ア
ク
セ
ス
な
く
し
て
は
達
成
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
、
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
共
通
認
識
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ド
ナ
ー
政
府
は
ｎ
年
前
に
カ
イ

ロ
会
議
で
確
約
し
た
半
分
の
額
し
か
資
金
を

拠
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
資
金
ギ
ャ
ッ
プ

が
、
乳
児
と
妊
産
婦
の
死
亡
率
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ず
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
感
染
を

食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
の
１
つ

と
言
え
ま
し
ょ
う
。
来
年
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
か
ら
５
年
目
の
評
価
を
す
る
「
Ｍ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
プ
ラ
ス
５
」
と
北
京
で
開
催
さ
れ
た
世
界

女
性
会
議
か
ら
ｎ
年
目
の
「
北
京
会
議
プ
ラ

ス
、
」
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
レ
ビ
ュ
ー

の
開
催
に
あ
た
り
、
カ
イ
ロ
の
ア
ジ
エ
ン
ダ

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ｎ
月
に
、
卯
力
国
か
ら
１
３
０
人
以

上
の
国
会
議
員
と
大
臣
が
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ト

ラ
ス
ブ
ー
ル
に
参
集
し
、
各
国
の
開
発
予
算
、

ま
た
政
府
開
発
援
助
の
う
ち
少
な
く
と
も
ｎ
％

を
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分

野
に
向
け
る
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。
イ
ラ

ク
で
は
調
整
さ
れ
た
方
法
で
資
源
を
提
供
し
、

対
応
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
意
図
で
Ｕ
Ｎ
信

託
基
金
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

は
イ
ラ
ク
の
女
性
の
健
康
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、
日
本
政
府
か
ら
７
０
０
億
ド
ル
も
の

資
金
を
こ
の
基
金
を
通
し
て
受
け
取
り
ま
し

た
。
イ
ラ
ク
の
母
子
保
健
は
、
経
済
制
裁
、

第
一
次
湾
岸
戦
争
、
ま
た
現
在
の
状
況
の
た

め
に
こ
の
加
年
で
大
変
悪
化
し
、
現
在
多
く

の
イ
ラ
ク
人
女
性
と
家
族
が
苦
し
ん
で
い
ま

す
。
医
療
面
の
イ
ン
フ
ラ
も
崩
壊
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

は
幻
の
病
院
の
再
建
に
あ
た
り
、
女
性
が
安

全
に
出
産
で
き
る
よ
う
に
緊
急
産
科
ケ
ア
の

拡
充
も
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
日
本
政
府

か
ら
の
資
金
の
お
陰
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

皆
様
、
時
に
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
試

練
は
厳
し
い
も
の
で
す
。
お
よ
そ
帥
年
前
、

二
度
と
戦
火
に
ま
み
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
ま
た
将
来
の
世
代
を
守
る
た
め
に
、
そ

し
て
自
由
を
も
っ
て
生
活
の
質
を
高
め
、
国

の
大
小
問
わ
ず
平
和
と
安
全
を
保
障
す
る
た

め
に
国
連
が
誕
生
し
ま
し
た
。
理
想
は
手
の

届
か
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
理
想
は
共
に
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り

必
ず
や
達
成
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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本
日
は
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
本
部
の
あ
る
ロ
ン
ド

ン
で
は
な
く
）
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
理
事
会
が
開
か

れ
て
い
ま
し
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
か
ら
や
っ

て
参
り
ま
し
た
。
羽
時
間
と
い
う
長
旅
で
し

た
が
、
こ
こ
東
京
で
皆
様
に
お
会
い
で
き
、

ま
た
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
）
釦
周
年
記
念
講
演
会
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

と
い
う
大
変
喜
ば
し
い
機
会
に
同
席
で
き
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
人
口

問
題
、
家
族
計
画
、
性
お
よ
び
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
の
分
野
に
お
き

ま
し
て
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
は
長
年
に
わ
た
り
大
変

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
下
さ
い
ま
し

た
。
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
を
は
じ
め
と

可
ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
１
「
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
１
ｉ
Ｉ
－

一
ア
メ
リ
カ
大
統
領
剛
迭
と
人
口
問
題

。

ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｼﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
国際豪族計画連盟(|PPF)事務局長

米国国際開発庁､世界銀行、

ロックフェラー財団で人口

家族計画の指導者として、

いくつもの要職を歴任し、

1999年からはコロンビア大

学臨床公衆衛生学教授とし

て教鞭をとる。2002年９月、

IPPF事務局長に就任､人口・

家族計画およびリプロダク

ティプヘルス,ライツの普

及に努めている。

ＩＰＰＦは1952年にインドの

ムンバイ（旧ポンペイ）で

開かれた国際家族計画会議

で、米国のマーガレット・

サンガー女史、インドのラ

マ・ラウ氏、日本の加藤シ

ヅエ女史などの提唱lこよっ

；て設立｡英国に本拠を置き、
ｉ世界,80カ国以上の国地域
ｉにおいて家族計画及びリブ

|噸塁EIk鰯
｜と権利)推進のための活動

｜を行っている世界鰯式のNＧＯ
ｌで､現在149の家族計画協会

Ｉが加盟。

1，－．－－－，－．－－－．－．

す
る
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
員
の
皆
様
全
員
に
、
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
へ
の
日
頃
の
ご
支
持
に
対
す
る
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の

再
選
と
、
こ
の
再
選
が
り
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
運
動
に
与
え
得
る
影
響
に
つ
い
て
の

講
演
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
場
の
中

で
私
が
お
そ
ら
く
唯
一
の
ア
メ
リ
カ
人
で
す

の
で
、
こ
の
よ
う
な
難
し
い
ト
ピ
ッ
ク
を
与

え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
最
初
に
申
し
上
げ

て
お
き
ま
す
が
、
私
は
客
観
的
な
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ケ
リ
ー
氏
の
当
選

を
応
援
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
再
選
を
阻

も
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

は
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
論
争
を
醸
し
出
し
た

行
動
に
加
え
、
全
世
界
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
運
動
を
阻
害
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
１
つ
に
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
よ
る
「
メ

キ
シ
コ
シ
テ
イ
政
策
」
の
再
導
入
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
「
口
封
じ
の
世
界
ル
ー
ル
（
Ｑ
：
■
一

○
緒
昏
一
の
ら
〔
閃
）
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
と
１
４

９
の
世
界
の
加
盟
団
体
へ
の
資
金
援
助
を
打

ち
切
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
も
ご
記
憶
に

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
「
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ

政
策
」
は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
最
初
に
導
入

し
、
前
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
引
き
継
が
れ
、

共
和
党
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
支
配
し
た
１

９
８
０
年
代
か
ら
加
年
代
初
頭
に
か
け
て
の

IP--,、←⑪｡－．ルー印Ib-･■￣■PO-閂Iトー,Ｄ－ｊｏ－－ｑＯトーo10.-0,-■､￣qTo
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⑫
年
間
に
わ
た
り
維
持
さ
れ
ま
し
た
。
ク
リ

ン
ト
ン
大
統
領
の
任
期
中
の
８
年
間
は
こ
の

政
策
は
撤
回
さ
れ
ま
し
た
が
、
２
０
０
１
年

に
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
よ
り
再
度
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
政
策
は
、
ア
メ
リ
カ
国
外
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
例
え
自
己
資
金
で
あ
っ
て
も
中

絶
に
関
す
る
す
べ
て
の
活
動
を
行
う
こ
と
を

禁
止
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
、

こ
の
政
策
は
ア
メ
リ
カ
国
内
の
同
様
の
組
織

に
対
し
て
は
制
限
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
国
内
で
は
、
権
利
の
章
典

と
最
高
裁
判
決
丙
・
の
ぐ
⑫
三
且
。
｝
に
よ
り
、
ア

メ
リ
カ
の
女
性
は
安
全
な
人
工
妊
娠
中
絶
サ
ー

ビ
ス
の
権
利
を
持
つ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。

今
回
の
選
挙
で
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
再
選

さ
れ
た
最
大
の
理
由
は
、
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
エ
リ

．
（
福
音
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
信
仰
者
が

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
共
和
党
に
投
票
し
た
結

果
で
す
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
首
席
政
策
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
カ
ー
ル
・
ロ
ー
ブ
氏
は
、

選
挙
の
数
カ
月
前
か
ら
４
０
０
万
人
も
の
こ

れ
ら
福
音
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
投
票
を
働

き
か
け
ま
し
た
。
彼
ら
は
２
０
０
０
年
の
選

挙
で
は
投
票
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

４
０
０
万
人
を
今
回
の
選
挙
に
動
員
す
れ
ば
、

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
勝
利
す
る
と
ロ
ー
ブ
氏

は
考
え
た
の
で
す
。
そ
し
て
ロ
ー
ブ
氏
の
作

戦
は
成
功
し
ま
し
た
。

こ
の
超
保
守
的
な
福
音
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
多
く
の
票
の
お
陰
で
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

は
再
選
で
き
た
の
で
す
か
ら
、
大
統
領
は
彼

ら
に
報
い
る
政
策
を
と
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
１
つ
と
し
て
、
福
音
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
は
カ
イ
ロ
国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
）
の
行
動
計
画
（
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
に
対
し
て
反

対
運
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
大

統
領
も
一
万
反
対
運
動
に
協
力
す
る
で
し
ょ

う
。
彼
ら
は
人
工
妊
娠
中
絶
の
み
な
ら
ず
、

ほ
と
ん
ど
の
す
べ
て
の
避
妊
法
、
若
者
に
コ

ン
ド
ー
ム
を
与
え
る
こ
と
、
ま
た
同
性
愛
、

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
、
ジ
エ
ン
ダ
ー

平
等
、
性
教
育
、
婚
外
の
性
に
反
対
し
、
彼

ら
独
自
の
道
徳
観
を
ア
メ
リ
カ
国
内
外
で
押

し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
自
分
が
大
統
領
と

し
て
歴
史
に
占
め
る
立
場
を
非
常
に
気
に
す

る
あ
ま
り
、
第
二
期
目
は
も
う
少
し
穏
健
派

に
な
り
「
思
い
や
り
の
あ
る
」
大
統
領
に
な

る
、
と
予
想
し
た
人
が
い
ま
し
た
が
、
私
は

そ
れ
と
全
く
反
対
の
こ
と
が
起
き
る
だ
ろ
う

と
予
想
し
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は

こ
の
福
音
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
非
常
に
恩

義
を
感
じ
、
こ
の
超
保
守
的
な
福
音
派
道
徳

観
を
外
交
政
策
へ
も
強
く
投
影
さ
せ
る
で
し
ょ

う
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
や

わ
れ
わ
れ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
と
っ
て
非
常
に
悪
い

知
ら
せ
で
す
。
米
国
政
府
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
や

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
し
て
資
金
援
助
を
再
開
す
る

見
込
み
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ブ
ッ
シ
ュ
大

統
領
が
選
挙
で
上
院
下
院
と
も
に
共
和
党
の

議
席
を
大
幅
に
伸
ば
し
た
こ
と
で
確
固
た
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

資
金
の
禁
止
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の

分
野
で
最
大
の
２
国
間
の
資
金
源
と
な
っ
て

い
る
ア
メ
リ
カ
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）
の

家
族
計
画
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
へ
ル
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
米
国
政
府
内
と
議
会
に
お

い
て
難
し
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
る
で
し
ょ

う
。
ア
メ
リ
カ
は
長
年
こ
の
人
口
問
題
、
家

族
計
画
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分

野
の
資
金
提
供
の
リ
ー
ダ
ー
で
し
た
が
、
こ

の
立
場
か
ら
転
落
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
よ

』
フ
ｃブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
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策
に
は
強
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
が
、
我
々

の
よ
う
な
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
ー

ビ
ス
提
供
機
関
は
、
そ
う
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
が
許
さ
れ
な
く
な

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
大
変
悲
観

す
べ
き
こ
と
で
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
国
際
的
な
話
し
合
い
の
場
で
、

ア
メ
リ
カ
が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス

問
題
に
攻
撃
を
再
開
す
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
オ
ベ
イ
ド
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し

た
が
、
２
０
０
５
年
に
は
北
京
プ
ラ
ス
、
と

国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
）

の
５
年
目
の
レ
ビ
ュ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
で
、
２
年
前
に
バ
ン
コ
ク
で

行
っ
た
よ
う
な
攻
撃
を
し
か
け
て
く
る
可
能

性
は
高
い
で
し
ょ
う
。

今
年
は
カ
イ
ロ
会
議
か
ら
、
周
年
を
迎
え
、

様
々
な
会
合
や
レ
ビ
ュ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｐ
ｏ
Ａ
に
反

対
し
、
国
際
合
意
か
ら
孤
立
し
て
い
る
こ
と

は
明
白
で
し
た
。
今
後
ア
メ
リ
カ
の
孤
立
は

続
く
で
し
ょ
う
。
日
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
同
様

ア
メ
リ
カ
の
親
密
な
盟
友
で
す
の
で
、
日
本

の
意
見
や
行
動
は
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
特
別

な
重
み
を
持
つ
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
と
も
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
使
い
、
ア
メ
リ
カ
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

Ｐ
ｏ
Ａ
を
支
持
す
る
と
い
う
国
際
合
意
に
再

び
足
並
み
を
揃
え
る
よ
う
説
得
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
日
本
が
こ
れ
ま

で
長
年
に
わ
た
り
世
界
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
運
動
で
示
し
て
こ
ら

れ
た
勇
気
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
、
引
き
続

き
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
代
表
と
い
た
し
ま

し
て
、
日
本
国
民
の
皆
様
、
国
会
議
員
の
皆

様
、
そ
し
て
日
本
政
府
に
、
多
年
に
わ
た
り

わ
れ
わ
れ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
を
信
頼
し
、
支
持
し
て

下
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
の
意
を
表

円
凹
■
共
同
通
信

》
な
ぜ
「
人
口
問
題
」
は
「
持
続
可
能

》
な
開
発
」
に
と
っ
て
重
要
な
の
で
し
よ

》
う
か
？
ま
た
一
」
の
問
題
に
関
し
て
、

》
今
後
は
何
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
お
考

坤
え
で
す
か
？

●
質
疑
応
答

１

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
わ
れ
わ
れ

は
す
べ
て
の
女
性
お
よ
び
男
性
の
権
利
の
た

め
に
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
各
々
が
持

つ
子
ど
も
の
数
と
間
隔
を
、
自
由
に
か
つ
責

任
を
持
っ
て
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
性
感
染
等
か
ら
自
分
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
世
界
で
も
特
に
貧

し
い
人
々
、
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
を
守
る
こ
と

に
引
き
続
き
コ
ミ
ッ
ト
し
て
参
り
ま
す
。
皆

様
の
今
ま
で
の
成
果
に
再
び
お
礼
申
し
上
げ
、

今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長

「
持
続
可
能
な
開
発
」
は
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
）
の
７
番
目
の
ゴ
ー
ル
で

も
あ
り
ま
す
が
、
人
口
が
増
加
す
れ
ば
、
環

境
や
天
然
資
源
、
水
と
食
料
の
確
保
が
一
層

重
要
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
も
「
人

口
問
題
」
と
「
持
続
可
能
な
開
発
」
「
食
料
．
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水
の
入
手
可
能
性
」
と
の
関
係
に
も
っ
と
光

を
当
て
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
人
口
問
題

は
数
の
問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
村

部
か
ら
都
市
部
へ
の
人
口
移
動
、
人
々
の
質
・

ス
キ
ル
の
問
題
、
そ
し
て
食
料
・
水
が
み
な

に
提
供
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
ア
ベ
イ
ラ

聴衆からの質問に答えるオベイドUNFPA事務局長とシンデイングIPPF事務局長

シ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長

ビ
リ
テ
ィ
を
含
み
ま
す
。
発
展
途
上
国
を
見

て
い
た
だ
く
と
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
「
持
続

可
能
な
開
発
」
と
「
貧
困
」
は
大
変
深
い
か

か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
で
は
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
よ
り
大
勢
の
人
々
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
彼
ら
の
多
く
が
農
民
な
の
で

農
産
物
の
生
産
に
影
響
を
与
え
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
感
染
だ
け
で
な
く
、
食
料
不
足
、

貧
困
、
と
危
機
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
２

０
０
５
年
は
国
連
が
こ
の
問
題
に
よ
り
一
層

の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

圓
●●●●●●●ＣＯｏ００ＣＯＣ●●● ●●●ｏ０ＣＯＣ●私

は
日
本
の
常
任
理
事
国
入
り
を
支
持
し
、

昨
年
の
国
連
総
会
で
小
泉
総
理
の
常

任
理
事
国
入
り
に
向
け
た
発
言
が
あ
り

ま
し
た
が
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
／
ラ
イ
ッ
、
ま
た
女
性
の
地
位
向

上
の
観
点
で
国
際
社
会
は
日
本
に
何
を

期
待
し
て
い
ま
す
か
？

２
０
５
０
、
北
谷
勝
秀
氏

日
本
に
は
よ
り
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
／
ラ
イ
ッ
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
国
際
合

意
に
逆
行
す
る
立
場
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ

の
盟
友
の
日
本
の
皆
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
の
政

策
に
反
対
の
意
を
示
し
、
独
立
し
た
政
策
を

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
日
本
が
、
Ｍ

Ｄ
Ｇ
Ｓ
に
お
い
て
も
こ
の
分
野
の
知
名
度
と

優
先
順
位
を
さ
ら
に
高
め
て
下
さ
い
ま
す
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
へ
の
普
遍
的
な
ア
ク
セ
ス

に
関
す
る
カ
イ
ロ
会
議
の
合
意
が
な
い
た
め
、

こ
の
問
題
そ
の
も
の
へ
の
注
目
や
焦
点
が
ま

す
ま
す
失
わ
れ
る
と
い
う
危
恨
を
持
っ
て
い

ま
す
。
日
本
は
開
発
協
力
の
点
で
も
ま
す
ま

す
重
要
な
役
割
を
占
め
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、

来
年
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
５
年
月
の
レ
ビ
ュ
ー
に
向

け
て
、
特
に
Ⅱ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

サ
ー
ビ
ス
の
普
遍
的
な
ア
ク
セ
ス
と
、
Ｍ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
を
達
成
す
る
た
め
に
強
力
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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「
人
間
の
安
全
保
障
」
は
人
々
が
き
ち
ん
と

し
た
、
安
定
と
平
和
に
満
ち
た
生
活
を
送
る

権
利
で
す
。
人
の
命
を
守
り
、
生
活
を
よ
り

良
く
、
よ
り
生
産
的
に
す
れ
ば
、
世
界
の
安

定
化
と
平
和
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
日
本

は
こ
の
非
常
に
重
要
な
原
則
を
推
進
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
中
核
に
あ
る
も
の
は
貧
困
の

撲
滅
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
日
本
が
イ
ン
フ

ラ
等
の
ハ
ー
ド
の
面
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的

な
ソ
フ
ト
な
分
野
、
特
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
等
の
分
野
に
一
層
援
助

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
ｂ

オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長

●●●Ｃ０ＣＯ０ＣＧＯ●●●●●●･●●●ロ■●●●●●ＤｏｏＯ●

２
０
０
３
年
の
時
点
で
、
ｌ
ｃ
Ｐ
Ｄ

で
合
意
さ
れ
た
資
金
の
目
標
額
と
先
進

国
の
拠
出
額
の
格
差
は
釦
億
ド
ル
で
す
。

こ
の
資
金
ギ
ャ
ッ
プ
、
ま
た
日
本
の
８
％

の
拠
出
額
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
。
ま
た
、
カ
イ
ロ
の
行
動
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
今
後
日
本
に
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
期
待
し
て
い
ま
す
か
。

朝
日
新
聞

資
金
ギ
ャ
ッ
プ
が
こ
の
ま
ま
続
け
ば
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
が
実
行
で
き
な
く
な
り
、
妊
産
婦
・
乳

幼
児
の
死
亡
率
、
ｎ
代
の
妊
娠
、
中
絶
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
本
が
８
％
拠
出
し
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

日
本
の
景
気
が
回
復
し
て
拠
出
額
の
割
合
を

さ
ら
に
増
や
し
て
下
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
日
本
経
済
が
厳
し
い
こ
と
も
良

く
存
じ
て
お
り
ま
す
が
、
順
次
拠
出
額
を
増

や
し
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の
分
野
で
も
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長

円
Ⅲ
Ⅲ
明
石
康
元
国
連
事
務
次
長

●●ＣＯＣＯ●●●●●●●●●●●●●ＣｏＣｏ●●●■００

中
山
会
長
に
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
６
年
連
続
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
削
減
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
見
通
し
の
中

で
、
事
務
総
長
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
パ
ネ
ル

で
も
、
先
進
国
に
対
し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
少

な
く
と
も
０
．
７
％
を
達
成
し
て
ほ
し

い
と
の
提
言
が
で
ま
し
た
。
日
本
は
絶

中
山
太
郎
・
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談

会
会
長

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
、
国
民
一
人
一
人
か
ら

見
れ
ば
「
日
本
の
経
済
が
回
復
し
て
い
な
い

の
に
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
海
外
に
お
金
を

だ
す
の
か
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
国
際
社
会
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
は
人
的

な
貢
献
も
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
人
口

問
題
で
貢
献
し
て
い
く
の
は
良
い
方
法
だ
と

わ
れ
わ
れ
国
会
議
員
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
で
き
る
限

り
予
算
を
獲
得
す
る
こ
と
で
す
ｂ
こ
の
人
口

問
題
に
関
与
し
て
わ
れ
わ
れ
が
特
別
に
利
益

を
受
け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
つ

の
大
き
な
理
想
に
向
か
っ
て
私
共
が
力
を
合

わ
せ
て
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

●●●●●●●●●●●●● ●●●●

対
額
か
ら
い
え
ば
少
な
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
０
．
２
％
と
割
合
か

ら
見
れ
ば
低
い
割
合
で
す
。
国
会
議
員

の
皆
様
は
、
国
内
外
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
ど
の
よ
う
な
良
い
影
響
力
を
行
使

さ
れ
る
の
か
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
願

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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●ＣＯ●･●●●Ｃｏｏ●●●●●●ＣＯ●●●●●●ＣＯ●●●●Ｃ００ｏ●●ロ
■●ＣＯＣＯ●●●ＣＣＯＤＣ●●●ＣｏＣ０

間
間
■
小
宮
山
洋
子
衆
院
議
員

と
思
っ
て
い
ま
す
。

●●●●･●｡●●●●●●●●●●● ●ＣＯ●●

私
も
以
前
は
メ
デ
ィ
ア
に
お
り
ま
し

た
の
で
、
日
本
で
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
を
み
ん
な
に
わ
か
る
よ
う
に
伝

え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま

し
た
。
カ
イ
ロ
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
は
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分
野
へ
の
関

心
が
非
常
に
高
ま
っ
た
の
で
す
が
、
「
ミ

レ
ニ
ァ
ム
開
発
目
標
」
が
で
て
き
た
と

こ
ろ
で
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル

ス
や
人
口
問
題
へ
の
気
配
り
が
薄
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
、
と
心
配
し
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

も
う
一
点
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
の
宗
教
に
偏
っ
た
考
え
方
と
同
様

に
、
日
本
で
も
「
性
教
育
は
モ
ラ
ル
教

育
だ
け
す
れ
ば
い
い
」
と
正
し
い
情
報

を
伝
え
る
こ
と
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
が
起

き
て
い
ま
す
。
性
教
育
は
人
間
教
育
と

し
て
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の
思
い

で
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
状

ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
は
、
「
人
口
問
題
、

そ
し
て
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
問

題
に
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
な
け
れ
ば
、
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
達
成
で
き
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
妊
産
婦
の
健
康
、
乳
児
の
死
亡
率
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
教
育
の
普
及
、
環
境
、

女
性
の
エ
ン
。
ハ
ワ
ー
メ
ン
ト
、
こ
れ
ら
Ｍ
Ｄ

Ｇ
Ｓ
の
７
つ
の
ゴ
ー
ル
に
は
人
口
と
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
問
題
が
共
通
項
と

し
て
根
底
に
あ
り
ま
す
。
貧
困
を
な
く
す
に

は
、
人
口
構
成
や
年
齢
層
を
把
握
し
て
い
な

け
れ
ば
対
処
で
き
ま
せ
ん
し
、
母
性
の
健
康
、

安
全
な
出
産
の
確
保
や
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

の
予
防
・
治
療
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
け
れ
ば
実
現
不
可
能
で
す
。
こ
の
点
に
関

し
て
、
南
北
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
援
助

が
大
変
重
要
で
あ
り
、
Ⅱ
本
に
は
ぜ
ひ
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
関
連

性
を
強
調
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

性
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
知
識
こ
そ
が

オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長

●●●●●●■●

況
で
す
。
ご
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
「
普
遍
的
な
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
と
い
う

項
目
を
具
体
的
な
ゴ
ー
ル
（
目
標
）
と
し
て

Ｍ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
中
に
入
れ
ら
れ
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
実
際
は
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
に
入
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は
９
番
目
の
目
標
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
実
現
は
反
発
を
招
き

難
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
し
か
し
普
遍
的

な
リ
プ
ロ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
、
イ

ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
１
と
し
て
他
の
ゴ
ー
ル
と
結

び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
特
に
５
番
目
の
目
標
、
妊
産
婦

シ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長

判
断
を
下
す
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
無

知
で
あ
る
こ
と
が
死
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
若
者
に
き
ち

ん
と
し
た
情
報
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
最

初
の
性
行
動
年
齢
は
遅
く
な
り
、
正
し
い
判

断
を
し
て
将
来
に
備
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
に
情
報

を
持
た
せ
な
い
こ
と
は
、
若
者
を
死
に
追
い

や
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
知
識
は
生
命
の

泉
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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の
健
康
の
改
善
で
す
が
、
「
巨
臼
の
旨
巳
鮮

困
の
頁
・
合
・
言
の
国
＆
旨
」
と
す
れ
ば
、
妊
産
婦

の
健
康
と
普
遍
的
な
ア
ク
セ
ス
を
関
連
付
け
、

現
在
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ

ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
人
々
へ
ア
ク
セ
ス

を
広
げ
る
、
と
い
う
各
国
政
府
の
責
任
を
明

確
に
で
き
ま
す
。
先
日
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル

の
会
議
で
、
各
国
国
会
議
員
の
方
々
は
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
第
９
の
目
標
を

入
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
１
つ
の
合
意
に
達

し
ま
し
た
。
第
９
の
目
標
を
入
れ
る
こ
と
で
、

８
つ
の
ゴ
ー
ル
が
さ
ら
に
充
実
、
改
善
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

性
教
育
の
問
題
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は

性
教
育
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
州
ほ
ど
一

番
加
代
の
望
ま
な
い
妊
娠
が
多
い
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
出
身

の
テ
キ
サ
ス
州
の
ｎ
代
の
妊
娠
の
数
が
全
米

で
一
番
多
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

オ
ベ
イ
ド
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
性
教
育
を
行
え
ば
、
結
婚

年
齢
が
高
く
な
り
、
望
ま
な
い
妊
娠
が
減
り
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
含
む
性
感
染
症
へ
の
感
染
が
少
な

く
な
る
と
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
性
教
育
は
効

果
的
で
、
答
え
は
明
白
で
す
。

、
間
■
関
田
・
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
「
人

ロ
と
開
発
問
題
を
考
え
る
日
本

国
内
委
員
会
」
委
員
長

オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長

女
性
の
識
字
率
に
つ
い
て
、
ｎ
年
前
に
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
が
開
催
さ
れ
た
と
き
に
比
べ
学
校

教
育
を
受
け
る
女
性
の
数
は
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
女
児
が
教
育
を
受
け
る
権
利
が
あ
る

か
ど
う
か
と
い
う
点
が
議
論
を
引
き
起
こ
す

こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
学
校
に
行
け

な
い
女
児
は
、
主
に
働
い
て
家
族
を
支
え
な

く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
経
済
的
な
理
由
か

ら
で
す
。
こ
の
ｎ
年
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
み
、
貧
富
の
格
差
が
拡
大
し
、
貧
困
が
増

え
れ
ば
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
女
児
も
増
え

●ＣＯ●◆Ｃｏｏ●●●●●●●●●●●●●●●

途
上
国
に
お
け
る
人
ロ
問
題
を
考
え

る
時
、
女
性
の
地
位
の
向
上
が
大
き
な

問
題
だ
と
の
観
点
か
ら
、
私
た
ち
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
も
は
識
字
率
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
点
に
関
し

て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
の
目
標
は
よ
り
多

く
の
女
児
が
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
す
。
ま
た
同
時
に
教
育
の
質
が
問

題
に
な
り
ま
す
。
発
展
途
上
国
で
は
現
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
教
育
や
、
働
く
た
め
の

ス
キ
ル
を
十
分
に
与
え
て
い
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
教
育
の
質
、
ア
ク
セ
ス
が
女
児
の

教
育
に
お
け
る
２
つ
の
大
き
な
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。

黒
田
俊
夫
・
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
会
長

◆●●●●ＣＣＣ●●■■■●ＤＤＣ◆●●●ＣＣＣｏＣｅ●●●●ＣＣＧ●●●●●ＤＣ●●●●●●●Ｓ●●●ＣＯＯ

今
年
妬
歳
で
す
が
、
ま
だ
若
い
の
で

ご
心
配
な
く
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ブ
カ
レ

ス
ト
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
国
連
世
界

人
ロ
会
議
（
１
９
７
４
）
に
参
加
し
て

以
来
、
人
口
問
題
に
か
か
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
私
が
人
口
問
題
に
つ
い
て
感
じ

て
い
る
こ
と
は
、
ｌ
今
後
印
年
、
１
０

０
年
、
こ
の
地
球
上
で
わ
れ
わ
れ
人
類

は
生
存
で
き
ま
す
か
？
皆
様
心
配
な

い
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
私

は
安
心
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
認
識
が
、
地
球
温
暖
化
、

環
境
悪
化
な
ど
は
関
心
が
高
ま
っ
て
き
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国際人ロ問題議員懇談会30周年記念講演会

私
た
ち
の
活
動
は
創
立
者
で
あ
る
岸
信
介

元
首
相
、
福
田
越
夫
元
首
相
、
安
倍
晋
太
郎

●●●ＤＣ●ＯＯＣ●●●●●ＣＯＣ･●●
●ＣＣＣ●●●ｏＯＣ●●●●●●ＣＯ●□●●●●ＣＯ●●●●●●●●

閾会鍵拶

国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会

創
立
加
周
年
記
念

て
い
る
一
方
で
、
人
口
問
題
が
歓
心
を

買
わ
な
い
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

人
口
問
題
だ
け
で
な
く
、
地
球
温
暖

化
、
環
境
悪
化
、
食
料
供
給
と
可
能
性

等
ど
の
分
野
で
も
、
ど
の
専
門
家
の
先

生
に
よ
っ
て
も
、
結
論
は
全
部
安
心
で

き
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
日
本
が
直

面
し
て
い
る
大
き
な
問
題
の
１
つ
は
、

今
後
印
年
間
に
お
け
る
人
類
の
歴
史
の

中
で
も
今
だ
か
っ
て
経
験
し
た
こ
と
の

JPFP事務総長

清水嘉与子

元
外
相
な
ど
の
先
人
た
ち
の
灯
を
受
け
継
ぎ
、

Ｃ
－
０
ノ
ー
６
１

今
日
の
中
山
太
郎
会
長
ま
で
地
道
な
が
ら
確

実
な
歩
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
日
本
発
」
の
こ
の
活
動
は
、
今
で
は
「
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
と
し
て
ア
ジ
ア
に
舞
台
を
広
げ
、
さ
ら

に
「
ア
ラ
ブ
・
ア
フ
リ
カ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
、

「
ア
メ
リ
カ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
、
世
界
規
模
の
活

●●●
●●●●●●●Ｏ●●●●●● ●

な
い
高
齢
化
社
会
で
す
。
そ
の
よ
う
な

社
会
は
ど
う
し
た
ら
運
営
が
可
能
で
し
ょ

う
か
。
私
は
い
ろ
い
ろ
な
学
会
に
出
席

し
て
、
多
く
の
学
者
の
方
々
の
話
を
聞

い
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
の
生
存
に
係

る
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆

様
涼
し
い
顔
で
、
心
配
い
ら
な
い
と
い

う
顔
で
す
。
私
は
、
人
ロ
に
つ
い
て
基

本
的
な
認
識
が
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
思
い
ま
す
。
人
口
政
策
を
ど
う
考
え

動
へ
の
呼
び
水
に
な
っ
て
い
ま
す
ｃ
こ
う
し

た
議
員
に
よ
る
途
上
国
支
援
の
活
動
は
ほ
か

に
例
が
な
く
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
先
人
た
ち

の
先
見
の
明
に
畏
敬
の
念
を
深
く
す
る
次
第

で
す
。

幻
世
紀
に
入
っ
た
世
界
は
、
米
国
に
お
け

る
同
時
多
発
テ
ロ
を
皮
切
り
に
キ
ナ
臭
い
硝

煙
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
テ
ロ
の
背
景
に

は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
残
さ
れ

●●Ｃ０Ｃ● ●●●●●●●●●◆●●●●●●ＣＯＣ●●●● ●●●●●

た
ら
よ
い
か
ｌ
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の

で
す
が
ｌ
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
私
も
含
め
、
学
者
の
方
々
は
１
つ

の
こ
と
に
固
執
し
て
全
体
を
考
え
な
い

傾
向
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

人
口
問
題
と
い
う
の
は
、
も
う
一
度
国

連
を
中
心
と
し
、
地
球
単
位
で
我
々
人

類
の
か
か
わ
り
方
と
、
ど
う
し
た
ら
存

続
可
能
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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た
膨
大
な
貧
困
層
が
あ
る
こ
と
は
世
界
の
多

く
の
識
者
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
し
た
認
識
の
下
に
、
今
「
貧
困
削
減
が
」

が
国
際
援
助
協
調
の
中
心
テ
ー
マ
に
な
り
、
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
め
ぐ
っ

て
各
国
が
共
同
し
て
こ
の
目
標
達
成
に
取
り記念ﾚｾﾌﾟｼｮﾝで参加者を出迎えるJPFP役員,メンバー(右から中山太郎会長鹿野道彦会長代行、

南野知惠子副会長清水嘉与子事務総長小宮山洋子議員、福島豊副幹事長､能代昭彦副幹事長）

組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
う
し
た
貧
困
に
は
、
量
的
に
も

質
的
に
も
人
口
問
題
が
深
く
絡
ん
で
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
国
連
の
推
計
で

は
毎
年
７
７
０
０
万
の
人
口
ｌ
こ
れ
は
ほ
ぼ

フ
ィ
リ
ピ
ン
一
国
の
総
人
口
に
当
た
り
ま
す

が
「
が
増
え
続
け
、
あ
と
訓
年
足
ら
ず
で
「
宇

宙
船
地
球
号
」
の
乗
組
員
は
現
在
の
“
億
人

か
ら
卯
億
人
に
も
達
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ｎ
年
前
の
カ
イ
ロ
に
お
け
る
「
国
際
人
口

開
発
会
議
」
以
来
、
一
人
一
人
の
女
性
の
健

康
と
権
利
に
目
を
向
け
、
弱
い
立
場
に
い
る

女
性
た
ち
に
力
を
つ
け
る
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
十
把
ひ
と
か
ら
げ
に
、
上
か
ら
人
口

を
減
ら
せ
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
｜
人
一

人
の
人
権
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
そ
の
選
択

に
基
づ
い
て
結
果
的
に
人
口
を
安
定
化
さ
せ

よ
う
と
い
う
、
大
変
大
き
な
考
え
方
の
方
向

転
換
で
す
。

よ
く
考
え
て
み
ま
す
と
、
今
日
の
女
性
問

題
は
男
性
問
題
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本

日
も
多
く
の
男
性
が
お
見
え
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
男
性
の
協
力
こ
そ
女
性
問
題
解
決
の

鍵
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
で
も
戦
後
、
折
か
ら
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
と
海
外
か
ら
の
引
き
揚
げ
で
、
餓
死
者
も

出
る
よ
う
な
人
口
過
剰
の
時
代
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
先
輩
た
ち
は
カ
イ

ロ
会
議
の
結
論
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
賢
い

や
り
方
で
、
人
口
の
過
剰
を
克
服
し
、
復
興

か
ら
経
済
大
国
へ
の
道
の
土
台
を
作
り
ま
し

た
。黒
田
俊
夫
先
生
が
よ
く
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
今
日
の
日
本
は
長
寿
世
界
一
、
乳
幼
児
死

亡
率
世
界
最
低
と
い
う
世
界
に
誇
る
べ
き
素

晴
ら
し
い
財
産
を
持
っ
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ク

を
は
じ
め
ｎ
世
紀
の
世
界
は
厳
し
い
対
立
で

幕
を
開
け
ま
し
た
が
、
日
本
は
平
和
な
手
段

で
世
界
の
人
々
の
暮
ら
し
と
健
康
を
改
善
す

る
た
め
に
も
っ
と
も
っ
と
世
界
に
発
信
し
、

力
を
発
揮
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
私
た
ち
国
際
人
口
問
題
議
員

懇
談
会
は
先
人
た
ち
が
残
し
た
財
産
の
上
に
、

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

６



なぜ
-21世紀

萱朧か
の危機管理ｗ に

を
合
わ
せ
た
犠
牲
者
は
数
千
万
人
に
及
ぶ
だ

ろ
う
。
人
の
犠
牲
だ
け
で
な
く
、
動
植
物
を

含
め
た
地
球
環
境
に
与
え
た
影
響
も
計
り
知

れ
な
い
。
「
戦
争
は
最
大
の
環
境
破
壊
」
と
い

わ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
々
は
鋤
世
紀
に
付
け
ら
れ
る

べ
き
も
う
１
つ
の
名
称
を
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。

そ
れ
は
疑
い
も
な
く
「
人
口
爆
発
の
世
紀
」

で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
世
紀
の
初

め
に
珀
億
５
０
０
０
万
人
で
あ
っ
た
地
球
の

住
民
は
、
即
世
紀
の
間
に
い
つ
の
ま
に
か
帥

億
人
と
４
倍
近
く
に
膨
れ
上
が
っ
た
の
で
あ

第
二
次
、
さ
ら
に
「
冷
戦
」
と
言
う
名
の
第

三
次
世
界
大
戦
ま
で
含
め
る
と
軍
人
、
民
間

◇
は
じ
ゆ

,

１
９
６
０
年
代
半
ば
か
ら
爆
発
的
な
人
口

増
加
が
始
ま
っ
た
後
も
国
際
的
な
舞
台
で
は

進
歩
に
伴
う
人
類
の
生
産
力
の
向
上
に
よ
っ

て
、
そ
れ
だ
け
地
球
が
人
間
を
扶
養
す
る
力

を
拡
大
し
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し

か
し
、
今
日
の
ア
フ
リ
カ
で
象
徴
的
に
現
実

化
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
世
紀
の
間
に
貧

困
が
も
た
ら
す
飢
餓
や
栄
養
不
足
や
疾
病
に

よ
っ
て
ど
れ
だ
け
の
人
々
が
死
ん
で
い
っ
た

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
人
口
増
が
も
た
ら
す
人

Ｊ
Ｊ
ｆ
泥

導
く
９
力
乃

Ｎ
億
十
釦
億
人
の
重
し

？
１
９
７
０
年
代
ま
で
は
「
開
発
か
家
族
計
画

か
」
と
い
う
選
択
を
め
ぐ
っ
て
、
開
発
途
上

間
活
動
の
拡
大
で
、
地
球
の
環
境
に
ど
れ
だ

け
の
犠
牲
を
強
い
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

ら
の
数
字
を
正
確
に
検
証
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
人
口
爆
発
の
卯
世
紀
が
残
し
た
甚

大
な
損
害
は
「
も
う
（
つ
の
戦
争
」
と
呼
ん

で
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

皿
世
紀
を
「
戦
争
の
世
紀
」
か
ら
「
共
存

と
平
和
の
世
紀
」
に
す
る
た
め
に
は
、
人
口

が
も
た
ら
す
様
々
な
問
題
へ
の
関
心
と
処
方

菱
を
持
つ
こ
と
が
、
人
類
の
危
機
管
理
（
リ

ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
上
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
特
に
皿
世
紀
は
前
世
紀
の
人
口
爆

発
が
分
母
と
な
っ
て
そ
の
勢
い
が
持
ち
込
ま

れ
る
と
同
時
に
、
人
口
の
地
域
分
布
と
人
口

構
造
の
変
化
が
国
際
関
係
に
大
き
な
変
革
を

も
た
ら
す
要
因
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

開
発
問
題
に
も
深
い
係
わ
り
合
い
が
Ⅲ
て
く

る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
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国
と
先
進
国
間
で
激
し
い
論
争
が
行
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
「
人
口
大
国
・
中
国
」
を
は

じ
め
開
発
途
上
国
の
間
に
も
開
発
政
策
に
占

め
る
人
口
要
素
の
重
要
さ
が
次
第
に
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
１
９
７
９
年
に
は
中
国

各
国
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
め
て
家
族
計
画
の
普
及

活
動
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。そ
の
結
果
、
世
界
の
人
口
は
増
加
率
に
関

す
る
限
り
す
で
に
下
降
線
を
た
ど
っ
て
お
り
、

ｎ
世
紀
も
こ
の
傾
向
は
続
く
と
国
連
は
予
測

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
釦
世
紀
の
人

口
爆
発
の
勢
い
（
人
口
の
モ
メ
ン
タ
ム
）
は

皿
世
紀
に
引
き
継
が
れ
、
当
分
は
年
間
約
７

６
０
０
万
人
以
上
が
増
え
続
け
、
２
０
５
０

年
に
は
現
在
の
家
族
計
画
の
普
及
率
の
向
上

を
前
提
と
し
た
上
で
Ⅲ
億
人
（
中
位
推
計
）

に
達
す
る
だ
ろ
う
と
予
測
（
２
０
０
４
年
国

運
将
来
人
口
推
計
）
さ
れ
て
い
る
。

地
球
の
人
間
扶
養
能
力
に
つ
い
て
は
、
人

間
の
生
活
水
準
を
ど
の
程
度
に
設
定
す
る
か

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
の
で
研
究
者
の
推

測
の
域
を
出
な
い
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、

ｎ
世
紀
初
頭
の
「
宇
宙
船
地
球
号
」
の
乗
組

れ
る
よ
う
に
な
り
、
。

が
「
一
人
っ
子
政
策
」
に
踏
み
き
る
な
ど
、

員
帥
億
人
に
新
た
に
釦
億
人
が
加
わ
る
こ
と

が
ほ
ぼ
確
実
と
す
れ
ば
、
資
源
、
環
境
、
食

糧
な
ど
人
間
活
動
の
基
本
的
な
生
存
条
件
に

大
き
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は

い
か
な
る
楽
観
論
者
も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ

曵
戸
。
‐
卍
：

‘
か
．
‐
．
：

一
‐
孔
‐
｜

一睡工口唇｜‐□・□
参
Ｐ
‐
二
‐
ロ
ワ

ベ依鈩・汗・１，．，．‐．

世
界
人
口
が
開
発
分
野
に
も
た
ら
す
影
響

は
膨
大
な
地
球
人
口
の
規
模
だ
け
で
は
な
い
。

出
生
、
死
亡
、
移
動
と
い
う
人
口
動
態
の
三

要
素
の
変
化
は
現
実
の
世
界
秩
序
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。
現
在
新
し
い
生
命

誕
生
の
卯
％
は
開
発
途
上
国
で
起
き
て
い
る

が
、
こ
の
出
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
将
来
、
先

進
国
と
途
上
国
の
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
力

関
係
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

先
進
諸
国
の
人
口
は
１
９
５
０
年
に
は
世

界
人
口
の
３
分
の
１
重
・
３
％
）
を
占
め

て
い
た
が
、
印
年
後
の
２
０
０
０
年
に
は
別
％

を
割
り
、
２
０
５
０
年
に
は
さ
ら
に
減
少
し

て
過
％
に
な
る
。
逆
に
見
れ
ば
途
上
国
人
口

は
１
９
５
０
年
の
鮨
％
が
２
０
０
０
年
に
は

帥
％
と
な
り
、
２
０
５
０
年
に
は
訂
％
を
古

』

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ
の
大
逆
転

う
。
「
ｍ
世
紀
後
半
と
、
世
紀
前
半
の
１
０
０

年
間
の
爆
発
的
な
人
口
増
加
に
ど
う
取
り
組

む
か
が
、
今
後
の
人
類
生
存
の
カ
ギ
で
あ
る
」

（
黒
田
俊
夫
・
日
大
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
）

と
い
う
言
葉
を
重
く
受
け
止
め
た
い
。

め
る
に
至
る
。
以
上
の
こ
と
を
実
数
で
見
れ

ば
２
０
５
０
年
の
先
進
国
人
口
は
四
億
人
に

満
た
な
い
が
、
途
上
国
人
口
は
釦
億
人
を
超

え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
加
年
後
の
話
で
は
あ

る
が
、
１
０
０
人
の
う
ち
ｎ
人
余
り
が
豊
か

な
暮
ら
し
を
送
り
、
８
割
以
上
の
人
が
引
き

続
き
貧
困
の
中
で
喘
い
で
い
る
と
い
う
社
会

の
持
続
的
生
存
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
人
口
分
布
の
変
化
は
地
域
間
の

関
係
に
も
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
だ

ろ
う
。
例
え
ば
か
つ
て
は
植
民
地
と
宗
主
国

と
の
関
係
が
強
か
っ
た
ア
フ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
将
来
人
口
を
比
べ
て
み
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
口
は
２
０
０
０
年
の
７
億
２
４
０
０
万

人
が
、
２
０
５
０
年
に
は
６
億
３
０
０
万
人

へ
と
減
少
す
る
。
他
方
、
最
貧
国
の
多
い
ァ
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世
界
的
な
人
口
秩
序
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

変
化
は
、
引
き
続
く
人
口
規
模
の
拡
大
や
、

人
口
分
布
の
塗
り
替
え
に
止
ま
ら
な
い
。
先

進
国
で
先
行
し
た
出
生
率
の
低
下
が
も
た
ら

す
高
齢
化
の
波
は
、
新
し
い
世
紀
に
入
っ
て

途
上
国
に
も
本
格
的
に
押
し
寄
せ
る
。

先
進
国
で
は
閉
歳
以
上
の
高
齢
人
口
は
１

９
５
０
年
に
は
８
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、

２
０
０
０
年
に
は
ｕ
％
と
２
倍
近
く
に
な
っ

た
。
２
０
５
０
年
に
は
総
人
口
の
４
分
の
１

を
超
え
て
恥
％
に
達
す
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ

フ
リ
カ
の
人
口
は
こ
の
印
年
間
に
７
億
９
４

０
０
万
人
か
ら
卯
億
人
へ
と
２
．
５
倍
の
勢

い
で
増
加
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ

の
関
係
に
お
い
て
現
在
の
ほ
ぼ
同
等
の
人
口

規
模
か
ら
、
人
口
比
が
１
対
３
に
な
っ
た
時

の
政
治
・
経
済
社
会
関
係
に
は
ど
ん
な
変
化

が
現
れ
る
か
、
予
想
を
超
え
る
問
題
で
あ
る
。

２
０
０
１
年
９
Ⅱ
ｕ
日
に
起
こ
っ
た
米
国

に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
の
直
後
、
米
国
の

人
口
学
者
ボ
ー
ル
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
エ
ー
ル
大

未
知
の
世
界
（
高
齢
化
の
波
）

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
高
齢
者
１
人

を
扶
養
す
る
生
産
年
齢
人
口
（
巧
歳
～
図
歳
）

は
１
９
５
０
年
に
は
ほ
ぼ
９
人
に
近
か
っ
た

か
１
、

力
２
０
０
０
年
に
は
５
人
未
満
に
、
さ
ら

に
２
０
５
０
年
に
は
わ
ず
か
２
人
余
に
落
ち

込
む
見
通
し
で
あ
る
。

開
発
途
上
国
で
は
出
生
率
低
下
の
遅
れ
に

よ
っ
て
高
齢
化
水
準
は
先
進
国
よ
り
低
か
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
硫
歳
以
上
人
口
の
割
合
は

１
９
５
０
年
の
３
．
９
％
か
ら
２
０
０
０
年

に
は
５
．
１
％
へ
さ
ら
に
２
０
５
０
年
に

学
教
授
が
「
世
界
人
口
白
書
」
（
２
０
０
１
年

版
）
で
、
釦
年
後
に
ア
ラ
ブ
地
域
諸
国
の
人

口
が
け
た
違
い
に
膨
れ
上
が
る
統
計
数
字
を

発
見
し
て
、
驚
樗
の
声
を
上
げ
た
（
２
０
０

２
年
５
月
６
日
付
け
読
売
新
聞
朝
刊
１
，
２

面
「
地
球
を
読
む
こ
の
も
記
憶
に
新
し
い
。

各
国
の
長
期
的
な
開
発
計
画
を
検
討
す
る

際
に
は
、
世
界
人
口
動
態
の
変
化
の
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
に
対
す
る
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。

は
巧
％
台
に
乗
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
伴
い
高
齢
者
１
人
当
た
り
の
生
産
年
齢

人
口
は
１
９
５
０
年
の
嘔
人
か
ら
２
０
０
０

年
に
は
四
人
へ
さ
ら
に
２
０
５
０
年
に
は

４
人
で
１
人
を
支
え
る
勘
定
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
人
類
の
長
い
歴
史
の
中
で
、

子
ど
も
と
青
年
人
口
を
中
心
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
、
成
長
型
人
口
構
造
は
不
変
の
基
礎
構

造
の
ご
と
く
考
え
ら
れ
、
す
べ
て
の
社
会
制

度
が
そ
の
前
提
の
上
に
組
み
立
て
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
型
の
高
齢
期

人
、
が
基
軸
と
な
る
人
口
構
造
に
な
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
政
治
・
経
済
・
社
会

の
シ
ス
テ
ム
は
再
検
討
を
迫
ら
れ
、
根
本
的

な
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

先
進
国
の
中
で
も
、
急
激
な
人
口
転
換
に

成
功
し
た
た
め
に
高
齢
化
の
速
度
で
は
世
界

一
の
ス
ピ
ー
ド
で
未
知
の
世
界
を
経
験
中
の

日
本
は
、
そ
の
果
た
す
べ
き
国
際
的
な
役
割

を
自
覚
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
連
人
口
基
金
）
は
、
型

日
に
国
連
人
口
部
が
２
０
５
０
年
に
お
け
る

世
界
総
人
口
の
推
計
が
皿
億
人
に
な
る
と
い

う
報
告
を
受
け
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
蔓

延
の
防
止
と
適
切
な
家
族
計
画
の
実
施
は
以

前
に
も
ま
し
て
差
し
迫
っ
た
課
題
で
あ
る
と

灘
|□

ｌイ
ー

信
人

す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
国
連
人
口
部
の
「
三
○
巨

宅○℃ロー農一Ｃ口囿【○⑫ＤＣＣ｛酌、｛ずの図つ○鰐幻のａい］○二」

で
は
、
世
界
の
人
口
は
現
在
の
約
閲
億
人
か

ら
妬
億
人
増
加
し
て
、
皿
億
人
に
な
る
と
推

計
し
て
い
る
。

２
０
０
２
年
度
版
の
同
報
告
書
で
は
２
０

艫

】
｜｜’

UNFPA(国連人ロ基金)東京事務所プレスリリース

(http://www,unfpaorjp/news/preSSjO50224・html）
蘓蟄夢湿

輿

５
０
年
の
世
界
人
口
推
計
は
閉
億
人
で
あ
っ

た
が
、
今
回
の
報
告
書
で
は
約
２
億
人
上
方

修
正
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
郡
億
人
と
い
う

増
加
の
ほ
と
ん
ど
が
開
発
途
上
国
で
起
こ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
開
発
途
上
国
で
は
２
０
５

０
年
ま
で
に
現
在
の
認
億
人
か
ら
巧
億
人
ま

で
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
（
Ｒ
の
閉
（
□
の
ぐ
２
．
℃
の
二
つ
（
）
巨
己
の
い
、

後
発
開
発
途
上
国
）
と
さ
れ
る
釦
力
国
で
は

２
０
５
０
年
ま
で
に
現
在
の
８
億
人
か
ら
ｒ

億
人
に
な
り
、
人
口
が
倍
増
す
る
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
先
進
諸
国
で
は
大
き
な

変
化
は
な
く
、
約
ｎ
億
人
で
推
移
す
る
見
込

み
で
あ
る
。
報
告
書
で
は
、
将
来
の
人
口
増

加
は
こ
れ
か
ら
の
出
生
率
の
推
移
に
影
響
さ

れ
る
と
し
、
「
人
口
増
加
に
歯
止
め
を
か
け
る

に
は
、
適
切
な
家
族
計
画
の
実
施
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
蔓
延
防
止
を
確
実
に
す
る
ほ
か
な

い
」
と
し
た
国
連
事
務
総
長
の
最
近
の
報
告

に
同
調
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局

長
は
声
明
の
中
で
、
「
こ
う
し
た
切
迫
し
た
事

態
の
中
で
、
私
た
ち
は
家
族
計
画
を
は
じ
め

と
す
る
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
サ
ー

ビ
ス
を
す
べ
て
の
人
に
保
障
す
る
べ
く
一
層
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の
努
力
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

同
様
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
予
防
や
妊
産

婦
死
亡
の
削
減
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
貧

困
削
減
に
向
け
た
努
力
も
怠
っ
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
。
ま
た
、
来
週
か
ら
は
北
京
女
性

会
議
か
ら
ｎ
年
を
振
り
返
る
国
際
会
議
が
始

ま
り
ま
す
。
女
性
の
権
利
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
、
彼
女
ら
の
生
活
と
健
康
、
特
に
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

ヘ
ル
ス
）
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
ま
さ
に
緊

急
な
課
題
で
す
。
開
発
途
上
国
で
は
、
妊
娠
・

出
産
に
伴
う
合
併
症
な
ど
で
命
を
落
と
す
女

性
が
多
過
ぎ
ま
す
。
母
親
の
死
は
、
家
族
だ

け
で
な
く
社
会
全
体
に
と
っ
て
重
大
な
喪
失

な
の
で
す
。
女
性
の
地
位
向
上
を
目
指
し
、

貧
困
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た
め
に
も
よ
り
一

層
の
活
動
が
必
要
で
す
」
と
述
べ
た
。
さ
ら

に
、
開
発
途
上
国
で
の
人
口
増
加
が
著
し
い

こ
と
受
け
、
オ
ベ
イ
ド
事
務
局
長
は
、
「
エ
イ

ズ
に
よ
る
死
者
の
ほ
と
ん
ど
は
開
発
途
上
国

に
お
い
て
で
す
。
ま
た
、
年
間
別
万
人
も
の

女
性
が
妊
娠
・
出
産
に
伴
う
合
併
症
で
亡
く

な
っ
て
い
る
の
も
開
発
途
上
国
に
お
い
て
な

の
で
す
。
ド
ナ
ー
国
に
よ
る
資
金
援
助
は
、

開
発
途
上
国
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
子

防
、
妊
産
婦
死
亡
の
削
減
、
経
済
発
展
の
た

め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
資
金
不
足
の
問
題
は
、

国
際
会
議
な
ど
で
も
開
発
途
上
国
が
再
三
訴

耀一柵梢Ⅷ鰹礁人口問題と社会的現実』
世
界
の
人
口
は
、
今
や
“
億
人
に
近
し
て
の
外
枠
の
ま
ま
市
場
経
済
化
が
進

づ
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
毎
年
７
７
み
、
従
前
の
戸
籍
地
主
義
シ
ス
テ
ム
が

０
０
万
人
ず
つ
増
え
続
け
て
い
る
。
増
合
致
せ
ず
、
信
瀝
性
へ
の
疑
問
が
広
が
っ

加
分
の
妬
％
は
、
こ
の
負
担
に
耐
え
ら
て
い
る
。

れ
な
い
国
々
、
す
な
わ
ち
途
上
国
に
よ
本
書
で
は
、
世
界
人
口
全
体
に
目
を

る
増
加
で
あ
る
。
途
上
国
の
人
口
爆
発
く
ば
り
、
そ
れ
と
の
関
わ
り
で
中
国
の

は
、
第
一
一
一
世
界
の
貧
困
、
人
口
圧
力
を
巨
大
人
口
、
一
人
っ
子
政
策
の
背
景
と

生
む
だ
け
で
な
く
、
他
方
で
出
生
率
低
企
図
を
論
じ
な
が
ら
、
中
国
が
今
日
直

下
、
労
働
力
不
足
、
高
齢
化
に
あ
え
ぐ
面
し
て
い
る
生
態
環
境
悪
化
と
食
糧
間

日
本
を
含
む
先
進
諸
国
へ
の
労
働
力
移
題
、
｜
人
っ
子
政
策
が
直
面
し
て
い
る

動
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
国
際
社
会
全
体
難
題
、
人
口
優
生
や
高
齢
化
、
少
数
民

に
か
か
わ
る
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
族
問
題
な
ど
に
つ
い
て
著
者
の
収
集

ま
た
、
近
年
の
中
国
は
、
地
域
格
差
し
た
資
料
を
元
に
考
察
す
る
。
変
動
の

の
拡
大
と
縦
の
社
会
階
級
・
階
層
間
の
激
し
い
中
国
人
口
問
題
の
広
が
り
を
読

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
社
会
移
動
、
所
得
格
み
解
く
１
冊
。

差
の
一
層
の
拡
大
が
大
き
な
課
題
と
し
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
０
５
年
）

て
浮
上
し
て
い
る
。
社
会
主
義
国
家
と

え
て
い
る
こ
と
で
す
」
と
ド
ナ
ー
国
に
よ
る

財
政
支
援
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

6９
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機関誌『人ロと開発』投稿論文を募集

財団法人アジア人口・開発協会は機関誌一『人'二|と開発』で発表する論文を募集致し

ます。テーマは、人にlと持続可能な開発に広く関わるもので、アジアの現状に関するも

のを優先いたします。原則として掲載は各号ｌ篇汕原稿用紙400字詰めで20枚（8000字)。

また掲載論文の著作権は、財団法人アジア人口・開発協会に帰属しますが、執筆者の利

用を妨げるものではありません。また応募論文は未発表のものに限ります。

論文応募者多数の場合には、財団法人アジア人口・開発協会内で審査し採用原稿を決

定致します。また編集の都合で、次号に掲載される場合もあります。｜司じ研究者による

異なった視点の論文も歓迎致します。

この公募論文は、若手研究者の新鮮な研究視点を重視し、新しい研究分野を切り開く

ようなアイデアを広く公開する場を提供するものです。今後の人|」と開発に関する研究

を促進することを目的としており、大学院生をはじめ、若手研究者に門戸を開くもので

す。広くご案内下さいますようお願い11]し上げます。

投稿される原稿は原則としてワープロ原稿とし、そのプリントアウト原稿と使用ソフ

ト名を明記したＦＤで投稿してください｡投稿の際には原稿と同時に､応募者の略歴(写

真つき)、投稿内容に関する写真２枚も同封してください。

振るってご応募下さ採用された論文には薄謝（当財団規定）を進呈致します。なお、

。
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こゅうすふお－らむ

「
ま
だ
ｎ
年
残
っ
て
い
る
。
行
動
計
画

の
日
標
は
手
の
届
く
範
囲
に
あ
一
る
。
私

た
ち
は
カ
イ
ロ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
専
念
す

る
」
。
ロ
ン
ド
ン
で
８
月
～
９
川
に
開
か

れ
た
地
球
円
卓
会
議
の
最
終
Ⅱ
。
メ
キ

シ
コ
か
ら
参
加
し
た
若
者
代
表
の
マ
リ

ア
・
ア
ン
ト
ニ
エ
ッ
タ
さ
ん
が
宣
言
文

を
読
み
上
げ
る
と
、
大
喝
采
が
起
き
た
“

こ
の
会
議
は
、
カ
イ
ロ
会
議
か
ら
加

年
の
成
果
と
課
題
を
確
認
し
よ
う
と
劃

函 に
ゅ
う
す
ふ
お
Ｉ
ら
む

若者が主体に

なる時代

際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
な
ど

の
呼
び
か
け
で
開
か
れ
た
。
１
０
９
カ

国
か
ら
７
０
０
人
が
参
一
加
し
た
。
実
は

今
年
、
国
連
が
カ
イ
ロ
会
礒
か
ら
ｎ
年

を
総
括
す
る
政
府
間
会
合
を
開
く
は
ず

だ
っ
た
。
し
か
し
、
資
金
難
や
、
行
動

計
画
に
否
定
的
な
米
国
の
参
加
に
よ
る

混
乱
を
懸
念
し
て
見
送
ら
れ
た
。

そ
こ
で
開
か
れ
た
の
が
円
卓
会
銭
だ

が
、
最
も
違
う
の
が
世
界
人
口
の
Ⅲ
億

人
以
仮
を
占
め
る
若
者
の
代
表
と
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
主
役
に
な
っ
た
点
だ
。

日
本
か
ら
も
．
蒜
者
の
性
に
関
す
る

情
報
発
信
を
す
る
グ
ル
ー
プ
「
Ｕ
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
」
事
務
局
長
で
中
央
大
学
生
の
柳

川
正
芳
さ
ん
ら
約
⑩
人
が
参
加
し
た
。
｜
政

治
や
経
済
、
宗
教
と
関
連
づ
け
て
人
川

問
題
を
語
る
若
背
の
姿
に
Ⅱ
を
見
張
ら

さ
れ
た
。
Ⅲ
界
の
中
で
自
分
の
活
動
も

［
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
Ⅱ
池
川
仙
壷
］
貧
困

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
「
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
、
標
」
の
実
現
を
目
指
し
て
，

ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
か
ら
提
言
を
求

め
ら
れ
て
い
た
専
門
家
の
答
申
が
而
凡

公
表
さ
れ
た
。
安
全
保
障
理
事
会
の
常

任
理
事
国
入
り
を
希
望
す
る
先
進
国
に

対
し
て
「
胆
年
ま
で
に
国
民
総
生
産
（
Ｇ

Ｎ
Ｐ
）
に
占
め
る
途
上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ

考
え
て
い
き
た
い
」
。
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

の
１
日
、
東
京
・
渋
谷
駅
前
に
彼
は
い

た
。
エ
イ
ズ
予
防
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
若

者
に
答
え
て
も
ら
う
た
め
だ
。

若
者
が
主
体
的
に
動
け
ば
、
人
口
問

題
は
大
き
く
変
わ
る
に
違
い
な
い
。
円

卓
会
議
に
も
川
席
し
た
家
族
計
画
国
際

協
力
財
団
の
石
井
澄
江
事
務
局
長
は
「
カ

イ
ロ
の
火
を
未
来
に
つ
な
い
で
行
け
る

か
は
彼
ら
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
一
一
一
一
ｎ
つ

た
。

【
森
本
美
紀
］

（
朝
日
新
聞
川
・
旭
・
四
朝
刊
）

困麺

貧
困
対
策
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ⅲ
％
達
成
を
」

対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
国
連
答
申
常
任
理
希
望
国
に

蓉
叩
は
３
年
を
か
け
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
教
授

を
飛
頭
に
２
６
５
人
の
専
門
家
が
作
成
。

ア
ナ
ン
事
務
総
焚
が
昨
年
⑫
川
の
国
連

Ａ
）
の
比
率
が
０
．
７
％
に
達
す
る
よ

う
に
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
す
る
な
ど
、

日
本
「
政
府
に
厳
し
い
内
容
も
儘
り
込
ま

れ
て
い
る
。

●
若
者
が
主
体
に
な
る
時
代
…
…
汀

●
Ｏ
Ｄ
Ａ
〃
％
達
成
を
求
む
…
…
打

●
出
生
数
過
去
最
低
川
万
７
千
…
ね

●
中
国
で
若
者
の
失
業
者
続
々
…
刀

●
夫
は
働
き
、
妻
は
家
庭
守
る
…
羽

●
中
国
、
高
齢
化
急
ピ
ッ
チ
…
…
刑

●
女
性
政
策
相
年
…
…
…
…
…
…
だ

●
人
口
増
加
率
戦
後
最
低
・
・
…
…
・
巧

も<Ｕ

【‐〃０口



活
性
化
の
た
め
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
諮
問
委

員
会
の
答
申
と
と
も
に
検
討
し
、
３
月

に
事
務
総
長
報
告
を
総
会
に
提
出
。
９

月
の
国
連
創
設
帥
周
年
を
記
念
す
る
サ

ミ
ッ
ト
で
議
論
さ
れ
る
。

サ
ッ
ク
ス
教
授
は
記
者
会
見
で
、
常

任
理
事
国
入
り
を
め
ざ
す
日
本
に
つ
い

て
質
問
を
受
け
、
「
地
球
規
模
の
指
導
力

を
追
求
す
る
国
が
、
開
発
援
助
の
対
Ｇ

Ｎ
Ｐ
比
０
．
７
％
達
成
と
い
う
約
束
を

ど
う
す
る
か
に
世
界
が
注
目
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

開
発
援
助
の
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
０
．
７
％

と
い
う
目
標
は
、
年
の
国
連
総
会
で
定

め
ら
れ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
デ
ン
マ
ー
ク
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
が
す

で
に
達
成
。
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
な

ど
も
０
．
７
％
達
成
時
期
の
目
標
を
明

示
し
て
い
る
。

日
本
は
０
．
２
％
で
、
経
済
協
力
開

発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
開
発
援
助
委

員
会
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
に
属
す
る
皿
の
援
助

国
の
う
ち
、
四
位
（
昭
年
）
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
米
国
は
最
下
位
だ
っ
た
。

外
務
省
関
係
者
は
「
０
．
７
％
は
増

税
し
な
い
限
り
無
理
。
常
任
理
事
国
入

り
が
遠
の
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
力

す
る
」
と
し
て
い
る
。

加
年
９
月
に
開
か
れ
た
国
連
ミ
レ
ニ

ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
に
基
づ
く
。
達
成
期

限
を
■
年
と
し
、
「
１
日
１
ド
ル
未
満
で
生

活
す
る
最
貧
の
人
口
比
率
を
半
減
さ
せ

る
」
な
ど
の
数
値
目
標
が
示
さ
れ
て
い

○
合
計
特
殊
出
生
率
１
．
羽
以
下
も

厚
生
労
働
省
は
皿
日
、
似
年
の
人
口
野
年
か
ら
姐
年
が
２
６
０
万
人
台
で

動
態
推
計
値
を
ま
と
め
た
。
出
生
数
は
第
２
次
ブ
ー
ム
の
Ⅵ
年
か
ら
測
年
も
２

前
年
実
績
値
を
１
万
７
０
０
０
人
弱
下
０
０
万
人
台
を
突
破
し
た
。
し
か
し
、

回
る
１
１
０
万
７
０
０
０
人
で
４
年
そ
の
後
は
お
お
む
ね
緩
や
か
に
減
り
続

連
続
で
過
去
最
低
を
更
新
す
る
。
人
口
け
て
い
る
。

１
０
０
０
人
当
た
り
の
出
生
率
も
過
去

年
齢
別
人
口
は
春
に
総
務
省
が
公
表

最
低
だ
っ
た
前
年
を
０
．
１
緋
下
回
る
予
定
の
た
め
、
山
年
の
合
計
特
殊
出
生

８
．
８
だ
っ
た
。
合
計
特
殊
出
生
率
伝
率
は
す
ぐ
に
は
算
出
で
き
な
い
。
た
だ
、

歳
か
ら
姐
歳
ま
で
の
間
に
１
人
の
女
性
岨
年
の
咀
歳
か
ら
姐
歳
の
女
性
人
口
の

が
産
む
子
供
の
平
均
）
は
旧
年
に
１
．
減
少
幅
は
前
年
比
０
．
８
帖
で
似
年
も

羽
と
過
去
最
低
に
な
っ
た
が
、
Ｍ
年
に
同
様
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
の
に
対
し
、

さ
ら
に
低
下
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
凹
年
の
出
生
数
の
対
前
年
減
少
幅
は
１
．

出
生
数
は
第
１
次
ベ
ピ
ー
ブ
ー
ム
の
５
％
・
減
少
割
合
は
出
生
数
の
方
が
大

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

函

過
去
最
低
Ⅲ
万
７
千
人

Ｍ
年
出
生
数
、
政
府
推
計
と
開
き

る
。
①
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
②

普
遍
的
初
等
教
育
の
達
成
③
性
の
平
等

④
幼
児
死
亡
率
の
減
少
⑤
妊
産
婦
の
健

康
改
善
⑥
エ
イ
ズ
な
ど
の
蔓
延
（
ま
ん

え
ん
）
防
止
⑦
環
境
保
護
⑧
開
発
の
た

め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

推
進
の
８
分
野
に
及
ぶ
。

（
朝
日
新
聞
肥
・
１
．
旧
朝
刊
）

き
い
と
み
ら
れ
、
厚
生
省
も
「
叫
年
は

１
．
羽
よ
り
低
下
す
る
可
能
性
も
あ
る
」

と
話
し
て
い
る
。

政
府
が
四
年
に
公
表
し
た
人
口
推
計

（
中
位
）
で
は
、
旧
年
の
同
出
生
率
は
１
．

躯
で
、
師
年
に
１
．
３
０
６
で
底
を
打

ち
、
そ
の
後
は
徐
々
に
回
復
す
る
と
み

て
い
た
が
、
「
誤
算
」
は
解
消
の
メ
ド
が

立
た
な
い
。

推
計
に
よ
る
と
、
胆
年
の
死
亡
数
は

前
年
比
９
０
０
０
人
増
の
１
０
２
万
４

０
０
０
人
。
出
生
数
か
ら
死
亡
数
を
引

い
た
自
然
増
加
数
は
８
万
３
０
０
０
人

で
こ
れ
も
過
去
最
低
。
日
本
の
人
口
が

減
少
す
る
と
さ
れ
る
ｗ
年
の
転
換
点
が

早
ま
る
恐
れ
も
あ
る
。

婚
姻
件
数
も
前
年
比
１
万
５
０
０
０

組
減
の
氾
万
５
０
０
０
組
。
人
口
１
０

０
０
人
当
た
り
の
婚
姻
率
は
５
．
７
で

ｗ
年
に
並
び
過
去
最
低
。
離
婚
件
数
は

前
年
よ
り
１
万
７
０
０
０
組
減
の
妬
万

７
０
０
０
組
の
見
通
し
。

こ
の
推
計
は
１
月
か
ら
ｎ
月
の
実
績

値
（
速
報
）
を
基
に
、
ｕ
、
⑫
月
分
を

例
年
の
傾
向
か
ら
推
測
し
算
出
す
る
。

【
吉
田
啓
志
］

（
毎
日
新
聞
明
．
１
．
１
朝
刊
）
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こゅうすふお－らむ

［
北
京
・
大
谷
麻
由
美
］
中
国
の
都
市

部
で
就
職
で
き
な
い
若
者
た
ち
、
「
新
失

業
群
」
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
中
国

の
失
業
者
と
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
業

績
不
振
に
陥
っ
た
国
有
企
業
の
元
従
業

員
た
ち
、
「
老
失
業
者
」
が
中
心
だ
っ
た
。

若
者
た
ち
を
中
心
と
し
た
新
失
業
群
と

い
う
構
成
変
化
に
、
新
た
な
対
策
を
求

め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
中
国
紙
「
南

方
週
末
」
が
報
じ
た
、

同
紙
に
よ
る
と
、
新
失
業
群
の
学
歴

は
中
卒
や
高
卒
が
中
心
で
、
就
職
の
経

験
は
な
い
受
験
勉
強
重
視
の
教
育
制

度
の
中
で
育
ち
、
職
業
訓
練
を
受
け
て

い
な
い
。
別
年
代
に
始
ま
っ
た
一
人
つ

○
親
の
「
す
ね
か
じ
り
」

家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ「
求
職
貴
族
」

正國

々

中国で社会問題に

○
「
反
対
」
岨
％
初
の
多
数
派

内
閣
府
が
５
日
発
表
し
た
三
男
女
共
年
は
賛
成
印
・
１
％
、
反
対
誕
・
０
％

同
参
画
社
会
に
関
す
る
世
論
調
査
」
結
だ
っ
た
が
、
次
第
に
差
は
縮
ま
り
、
⑫

果
て
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
年
の
前
回
調
査
で
は
賛
成
、
反
対
が
灯
・

守
る
べ
き
だ
」
と
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
０
％
で
並
ん
で
い
た
。
女
性
の
社
会
進

反
対
（
蝿
・
９
％
）
が
賛
成
漏
・
２
％
）
出
が
進
む
中
、
若
い
世
代
を
中
心
に
家

を
初
め
て
上
回
っ
た
。
調
査
開
始
の
兜
庭
観
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

子
政
策
初
期
の
世
代
で
、
親
や
祖
父
母

に
溺
愛
さ
れ
て
育
っ
た
「
小
皇
帝
」
。
親

の
経
済
力
に
頼
る
「
す
ね
か
じ
り
」
で
、

家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
「
求
職
貴
族
」

で
も
あ
る
。

中
国
の
失
業
率
は
加
年
３
．
１
％
、

Ⅲ
年
３
．
６
％
、
他
年
４
．
０
％
、
旧

年
４
．
３
％
と
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

「
新
失
業
群
」
の
多
く
は
失
業
者
と
し
て

議
録
も
し
な
い
た
め
、
明
確
な
実
態
は

つ
か
め
て
い
な
い
。
し
か
し
、
湖
北
省

の
中
都
市
で
は
新
失
業
群
が
老
失
業
群

の
２
～
３
倍
に
達
し
た
と
い
う
報
告
も

あ
る
と
い
う
。

中
国
労
働
社
会
保
障
省
の
労
働
科
学

函

夫
は
外
で
働
き
妻
は
家
庭
を
守
る

Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
内
閣
府
調
査 研
究
所
が
ま
と
め
た
「
船
～
Ｍ
年
中
国

就
業
報
告
」
に
よ
る
と
、
現
在
、
新
た

な
労
働
力
と
な
る
若
者
人
口
が
ピ
ー
ク

に
達
し
て
い
る
。
今
後
数
年
間
は
若
者

の
半
分
し
か
就
職
で
き
な
い
状
況
が
続

く
と
の
予
測
も
あ
る
。

一
方
、
大
卒
者
も
就
職
難
に
直
面
し

て
い
る
。
大
卒
人
口
は
皿
年
１
１
５
万

人
、
陀
年
１
４
５
万
人
、
肥
年
２
１
２

万
人
、
皿
年
２
８
０
万
人
と
急
増
し
て

お
り
、
肥
年
は
３
３
８
万
人
に
達
す
る

見
込
み
。
昨
年
の
卒
業
龍
の
就
職
率
は

ね
％
（
前
年
同
期
比
３
％
増
）
だ
が
、

今
後
も
ド
降
す
る
と
み
ら
れ
る
。

（
毎
日
新
聞
筋
．
１
．
Ⅲ
朝
刊
）

ｍ
・
０
％
）
。

年
代
別
で
み
る
と
‐
別
歳
代
以
下
は

反
対
が
５
割
を
超
え
、
加
歳
代
で
は
鎚
・

３
％
を
占
め
た
。
一
方
、
帥
歳
代
と
、

歳
代
以
上
で
は
賛
成
が
反
対
を
上
回
り
、

戦
後
枇
代
と
戦
中
・
戦
前
世
代
と
で
家

庭
観
が
分
か
れ
た
。
女
性
は
反
対
認
．

８
％
、
賛
成
ｎ
．
３
％
だ
っ
た
の
に
対

し
、
男
性
で
は
賛
成
⑲
・
８
％
、
反
対

蝿
・
３
船
と
逆
転
し
、
男
女
間
の
意
識

の
差
が
際
立
っ
た
。

ま
た
、
実
際
の
生
活
に
つ
い
て
の
女

性
の
回
答
は
「
家
庭
優
先
」
が
型
・
８
％

に
の
ぼ
り
、
「
仕
事
優
先
」
は
鍋
・
６
％
、

「
両
立
」
は
四
・
６
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

［
山
下
修
毅
］

（
毎
日
新
聞
脆
・
２
．
６
朝
刊
）

効し人３にＯの２０１こか昨
回たが５実０男歳から年調
収へ回０施Ｏ女以け１２１１査
率有答２，人５上て月月は

(％）「夫は外で働き､雲は家庭を守る

ろ

釦
、
如
卯

９
２

９２ ９７ ０２０４年
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【
北
京
Ⅱ
桃
井
裕
理
］
中
国
政
府
は
六

日
、
人
口
が
十
三
億
人
を
突
破
し
た
と

回

○
一
人
っ
子
政
策
ひ
ず
み
噴
出

人ロピラミツド(国連まとめ｡2050年は予測）

園65歳以上園64歳以下旧
憶
い
人
を
突
破
■
‐

中
国
、
高
齢
化
急
ピ
ッ
チ

Ｆ~T55U犀司…産．□E唾。

‐
８
．
丁

毎鍾牝

呼》〉帥》

鐸

釦
印
㈹
、
年

②』②

曇
｡:1.1:《

兇.:－４；-:；
ﾛ七I■■■■

i議議

発
表
し
た
。
「
一
人
っ
子
政
策
」
の
影
響

で
爆
発
的
な
人
口
の
伸
び
は
や
や
抑
え

齢,6
１:１－;ｺｺﾋﾞ,讃.:?\.犬

１０５０％５１０５０％５１０１０５０％５１０１０５
Ｈ］

l･識

０
０
０

８
６
４

②＆②

蝋
鵜

斡〆:域砂

虎如
年

蕊

齢,６
y0.屯ｾﾞﾛ:単｡

５０％５１０１０５０％５１０１０５０％５１０

ら
れ
た
が
、
「
高
齢
化
」
や
「
男
女
比
の

片
寄
り
」
な
ど
様
々
な
ひ
ず
み
が
噴
出

し
始
め
て
い
る
。
中
国
は
今
後
も
厳
し

い
人
口
抑
制
策
を
堅
持
す
る
方
針
で
、

将
来
は
イ
ン
ド
と
人
口
が
逆
転
す
る
見

通
し
だ
。

新
華
社
に
よ
る
と
、
十
三
億
人
目
の

赤
ち
ゃ
ん
は
体
重
三
六
六
○
“
ラ
の
男
の

子
。
母
親
（
型
は
外
資
系
石
油
会
社
、

加
帥 ②Ａ②

pTU利．

:蝋4０

讓霧！

加
年
齢

’１．Y6･魚..↑亭::春＃済:；･;H：'8

５０％５１０１０５０％５１０１０５０％５１０１０

父
親
（
説
）
は
航
空
会
社
に
勤
め
る
。
改

革
・
開
放
を
進
め
る
今
の
中
国
を
表
わ

す
よ
う
な
家
族
構
成
だ
。

河



こゅうすふお－らむ

一
人
っ
子
政
策
に
よ
っ
て
「
中
国
の

出
生
率
は
一
九
七
○
年
の
五
・
八
か
ら

一
・
八
前
後
ま
で
低
下
し
た
」
（
国
家
人

口
計
画
生
育
委
員
会
）
。
八
九
年
に
十
一

億
人
を
超
え
た
人
口
が
＋
え
億
人
に
達

し
た
の
は
わ
ず
か
六
年
後
。
だ
が
＋
’
一
一

億
人
に
達
す
る
に
は
十
年
か
か
り
、
増

加
の
速
度
は
鈍
化
し
た
。

食
糧
生
産
を
考
え
る
と
「
中
国
が
対

応
可
能
な
人
口
の
上
限
は
十
六
億
人
、

最
適
な
人
口
規
模
は
七
億
人
」
（
中
国
科

学
院
国
情
分
析
チ
ー
ム
）
と
さ
れ
、
中

国
政
府
は
今
後
も
厳
し
い
人
口
抑
制
策

を
続
け
る
方
針
だ
。
こ
の
結
果
、
国
連

の
予
測
で
は
中
国
の
人
ｎ
は
一
一
○
三
○

年
に
十
四
億
五
千
百
万
人
で
ピ
ー
ク
を

迎
え
減
少
に
向
か
う
。

少
子
化
は
中
国
に
と
っ
て
も
ろ
刃
の

剣
だ
。
「
他
の
先
進
国
で
は
百
年
か
か
っ

た
社
会
の
高
齢
化
現
象
が
中
国
で
は
二

十
年
足
ら
ず
で
出
現
し
た
」
（
新
華
社
）
。

中
国
高
齢
者
協
会
の
予
測
で
は
、
二
○

二
○
年
に
は
高
齢
者
の
占
め
る
人
口
比

は
現
在
の
七
％
か
ら
二
・
八
％
に
増

加
す
る
。
日
本
は
一
九
八
○
年
に
九
・

一
％
だ
っ
た
高
齢
者
比
率
が
二
○
○
二

年
に
一
八
・
五
％
に
増
え
た
。
中
国
は

日
本
並
み
の
速
さ
で
高
齢
化
が
進
む
可

能
性
が
あ
る
。

中
国
が
一
九
七
九
年
に
実
施
し
た
子

供
を
一
人
に
抑
え
る
政
策
。
七
○
年
代

に
人
ｎ
増
加
が
食
糧
生
産
の
伸
び
を
上

回
っ
た
た
め
導
入
。
二
人
以
上
の
子
供

を
持
っ
た
夫
婦
に
罰
則
を
科
し
、
二
人

労
働
社
会
保
障
省
に
よ
る
と
、
日
本

の
厚
生
年
金
制
度
に
相
当
す
る
中
国
の

養
老
保
険
は
今
後
、
毎
年
五
百
億
元
（
六

千
五
百
億
円
）
規
模
の
財
政
補
助
が
必

要
。
貧
困
に
あ
え
ぐ
農
村
で
は
老
後
の

保
障
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
る
可
能

性
が
高
い
。

上
海
な
ど
の
都
市
部
で
は
子
供
を
産

ま
な
い
女
性
が
増
え
、
出
生
率
が
す
で

に
一
・
○
を
切
り
始
め
て
い
る
。
生
産

性
の
高
い
若
年
層
や
高
い
教
育
を
受
け

た
人
材
が
減
少
す
れ
ば
、
経
済
成
長
を

鈍
ら
せ
る
懸
念
も
あ
る
。

「
一
人
っ
子
政
策
」
で
は
労
働
力
に
な

る
男
の
子
を
望
む
家
庭
が
多
く
、
一
九

八
○
年
代
以
降
、
男
女
比
率
の
不
均
衡

も
拡
大
。
ユ
○
○
○
年
に
は
男
女
比
率

は
女
児
百
人
に
対
し
、
男
児
百
十
九
・

九
二
人
だ
っ
た
。
人
口
構
成
の
ゆ
が
み

は
中
国
の
成
長
の
隙
害
に
な
り
か
ね
な

い
。

十
年
前
の
会
議
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
」
。
政
治
や
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
女
性
が
力
を
つ
け
て
性

差
別
や
暴
力
を
な
く
す
こ
と
を
目
標
に
、

世
界
の
女
性
政
策
の
標
準
指
針
と
な
る

「
北
京
行
動
綱
領
」
を
採
択
し
た
。
二
月

末
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で

開
か
れ
る
国
連
女
性
の
地
位
委
員
会
閣

僚
級
会
合
（
略
称
「
北
京
プ
ラ
ス
皿
」
）

政
策

凶
世
界
女
性
会
議
か
ら
十
年
。
女
性

目
の
子
供
を
妊
娠
し
た
女
性
に
堕
胎
を

求
め
た
。

八
○
年
代
後
半
か
ら
は
農
村
の
産
児

制
限
を
緩
和
。
一
人
目
が
女
児
だ
っ
た

場
合
．
二
人
月
の
出
産
を
認
め
た
。
九

○
年
代
に
入
る
と
、
豊
か
に
な
っ
た
都

國

北
京
で
開
催
さ
れ
た
国
連
の
第
四

○
日
本
、
賃
金
格
差
拡
大
な
ど
課
題

は
進
展
し
た
か
。

解
説
部
永
峰
好
美

女
性
政
策
加
年

人
権
重
視
、
世
界
の
流
れ
に

で
は
、
各
国
で
こ
の
綱
領
が
ど
の
程
度

達
成
さ
れ
た
か
を
検
証
、
評
価
す
る
こ

と
が
中
心
課
題
に
な
る
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
光
週
末
ロ
ン
ド
ン

で
「
国
際
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
」

が
開
か
れ
、
各
国
の
女
性
を
め
ぐ
る
動

向
が
話
し
合
わ
れ
た
。
主
催
し
た
の
は
、

国
連
会
議
へ
の
参
加
資
格
を
も
つ
米
国

の
女
性
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動
団
体
）
「
イ

ク
ォ
リ
テ
ィ
・
ナ
ウ
」
（
本
部
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
）
。
日
本
學
衷
豆
辿
＋
か
国
か
ら
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
な
ど
十
五
人
が
参
加
し
た
。

参
加
国
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
こ

の
十
年
で
女
性
の
権
利
推
進
に
向
け
て
、

世
界
の
女
性
政
策
が
着
実
に
前
進
し
た

市
部
で
は
自
発
的
に
子
供
を
産
ま
な
い

夫
婦
も
増
え
、
今
度
は
高
齢
化
と
少
子

化
の
問
題
に
直
面
。
一
一
○
○
一
一
年
に
都

市
部
で
も
条
件
付
き
で
二
人
目
の
出
産

を
合
法
化
し
た
。

（
日
本
経
済
新
聞
肥
．
１
．
７
朝
刊
）
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こ
と
、
特
に
女
性
へ
の
暴
力
に
関
し
て

は
、
各
国
で
防
止
策
の
強
化
が
積
極
的

に
行
わ
れ
た
こ
と
、
の
二
点
だ
っ
た
。

報
告
に
よ
る
と
、
例
え
ば
エ
チ
オ
ピ

ア
な
ど
で
は
、
若
い
娘
を
集
団
で
連
れ

去
り
レ
イ
プ
し
て
妻
に
す
る
こ
と
を
慣

習
と
し
て
き
た
が
、
一
一
一
年
前
に
法
律
が

で
き
て
、
こ
う
し
た
強
制
結
婚
は
犯
罪

と
し
て
裁
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
で
は
、
父
親
が
決

め
た
結
婚
相
手
と
離
婚
し
た
女
性
は
、

一
族
の
名
を
汚
し
た
と
し
て
親
族
が
殺

し
て
も
「
名
誉
の
殺
人
」
と
し
て
罪
を

問
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
ヨ
ル
ダ
ン
な
ど

で
は
．
事
件
が
少
し
ず
つ
表
面
化
す
る

に
伴
い
、
犯
罪
と
み
な
す
社
会
的
機
運

が
育
っ
て
き
た
と
い
う
。

従
来
は
各
国
の
伝
統
や
文
化
、
慣
例

を
理
由
に
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
、

女
性
の
人
権
の
視
点
か
ら
改
め
て
見
直

ン

’
一
ナ
ク

エ
’
一

ウ
エ
マ

ル
ウ
ン

ノ
ス
デ

■
図
圃

「
社
肝

Ｇ
Ｅ
Ｍ

脛

回オーストラリア
回ドイツ

囮米国

囮英国

し
を
迫
ら
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
社

会
の
発
展
段
階
が
異
な
る
か
ら
、
同
じ

文
脈
で
は
語
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

日
本
で
も
、
「
夫
婦
げ
ん
か
は
我
慢
す
る

の
が
当
り
前
」
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ

Ｖ
Ⅱ
配
偶
者
間
暴
力
）
防
止
法
の
施
行

で
、
「
Ｄ
Ｖ
は
人
権
侵
害
」
と
の
認
識
が

定
着
し
た
。

ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
女
優
で
活

動
家
の
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
ダ
さ
ん
は

「
隠
れ
て
い
た
問
題
を
掘
り
起
こ
し
て
普

遍
化
し
、
共
通
の
認
識
を
広
げ
て
い
く
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
強
い
連

携
が
、
暴
力
の
問
題
解
決
を
強
く
後
押

し
し
た
」
と
強
調
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
残
さ
れ
た
問
題
も
少
な

く
な
い
。
日
本
の
場
合
、
こ
の
十
年
で
、

男
女
一
雇
用
機
会
均
等
法
の
強
化
、
育
児
・

介
護
休
業
法
や
男
女
共
同
参
画
社
会
基

図フィリピン
函日本
函ハンガリー

78か国対象の国連開発計画
調査より、2004年

本
法
の
施
行

な
ど
、
法
整

備
は
進
ん
だ

が
、
家
事
・

育
児
が
女
性

に
圧
倒
的
負

担
を
強
い
て

い
る
状
況
や
、

パ
ー
ト
や
派

造
な
ど
周
辺
労
働
力
の
主
な
担
い
手
は

女
性
で
、
男
女
の
賃
金
格
差
は
開
く
傾

向
に
あ
る
と
い
っ
た
現
実
が
あ
る
。

女
性
の
社
会
進
出
度
を
測
る
国
際
的

指
標
、
Ｇ
Ｅ
Ｍ
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
卜
指
数
）
を
み
て
も
、
日

本
の
順
位
は
十
年
前
の
二
十
七
位
か
ら
、

二
○
○
四
年
は
三
十
八
位
に
下
が
っ
て

総
務
省
は
四
日
、
Ｍ
年
ｎ
月
１
日
現

在
の
推
計
人
口
を
ま
と
め
た
。
総
人
ｎ

は
１
億
２
７
６
８
万
７
０
０
０
人
。
年

間
の
増
加
率
は
０
．
略
％
、
増
加
数
は

６
万
７
０
０
０
人
と
、
い
ず
れ
も
戦
後

最
低
の
伸
び
率
、
増
加
数
を
記
録
し
た
。

出
生
率
低
下
に
加
え
、
出
国
者
が
増
え

男
性
の
人
口
が
初
の
減
少
。
少
子
化
で

人
口
減
少
社
会
が
す
で
に
目
前
に
迫
っ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し

た
。

函

推
計
人
口
は
５
年
に
１
回
の
国
勢
調

戦
後
最
低
の
Ⅲ
％

昨
年
推
計
値
男
性
は
初
め
て
減
少

い
る
。

政
府
間
会
議
の
「
北
京
プ
ラ
ス
皿
」

で
は
、
女
性
政
策
で
何
が
問
題
で
、
今

後
ど
ん
な
取
り
組
み
が
必
要
か
を
見
極

め
、
日
本
政
府
は
し
っ
か
り
と
し
た
展

望
を
打
ち
出
す
べ
き
だ
ろ
う
。

（
読
売
新
聞
閲
・
１
．
幻
朝
刊
）

査
を
基
に
、
そ
の
後
の
人
口
動
態
に
関

す
る
資
料
か
ら
推
計
。
政
府
は
日
本
に

住
ん
で
い
る
外
国
人
を
含
め
、
ｎ
月
１

日
現
在
の
デ
ー
タ
を
そ
の
年
の
人
口
と

し
て
い
る
。

同
省
に
よ
る
と
、
出
生
児
数
か
ら
死

亡
者
数
を
引
い
た
自
然
増
減
数
は
⑩
万

２
０
０
０
人
増
と
戦
後
最
低
の
水
準
。

入
国
者
数
か
ら
川
国
者
数
を
引
い
た
社

会
増
減
数
で
は
３
万
５
０
０
０
人
減
っ

た
。
増
加
率
の
０
．
随
％
は
前
年
よ
り

０
．
⑫
匂
低
い
◇
過
去
最
低
は
皿
年
の

０
．
，
％
で
、
初
め
て
０
．
１
を
割
り

込
ん
だ
。
男
女
別
の
人
口
は
男
性
６
２

２
９
万
５
０
０
０
人
、
女
性
６
５
３
９
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こゅうすふお－らむ

千人
800

万
２
０
０
０
人
で
、
男
性
は
９
０
０
０

人
減
、
女
性
は
７
万
６
０
０
０
人
増
。

男
性
の
社
会
増
減
は
３
万
１
０
０
０
人

減
と
女
性
の
減
少
数
の
約
６
倍
あ
り
、

Ⅱ ８
％
６
４
２
０

０
０
０
０
０

700

600 F･ロ率(右目盛'〕

llllI
500

lii1lll1lilli1li11iiiiiiillil1illillｌｌｉｘ
４００

300

200

１００ 企
業
で
海
外
赴
任
す
る
ケ
ー
ス
が
贈
え

た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

年
齢
別
で
は
髄
歳
以
上
の
老
年
人
口

が
２
４
８
７
万
６
０
０
０
人
と
茄
万
５

０
由９０９１９２９３９４９５９６９７９８９９０００１０２０８０４企

朝毎可らに統但|率，少、１－１政｡７７）万７歳・ると０
２２へるか１コの下生た減’二人た刀０１５１７７１４１９め高０

，懸繊蕊1蝋i騨
一・まとゼ際を｝ＩＺ１いら年。つ３２５．で１１の占最

人ロ念圖

ロ
シ
ア
の
人
ｎ
が
異
常
な
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
激
減
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ｎ
年
間
で
９
０
０
万
人
が
減
り
、
１
万
１
０
０
０
の
村
と
２
９
０
の
町

が
地
図
上
か
ら
消
滅
、
１
万
３
０
０
０
の
村
が
形
こ
そ
残
っ
て
い
る
も

の
の
、
無
人
だ
と
い
う
。

死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
は
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
、
患
者
は
５
年
間
で
３
．

５
傭
に
も
な
っ
た
。
自
殺
率
は
男
性
が
中
・
東
欧
平
均
の
２
．
５
倍
、

女
性
が
１
．
５
倍
で
、
交
通
事
故
死
は
欧
州
平
均
の
２
倍
。
社
会
環
境

の
悪
化
が
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
。

だ
が
、
独
立
国
家
共
同
体
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
内
で
も
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
、
タ
タ
ル
ス
タ
ン
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
な
ど
の
各
民
族
は

増
加
し
て
お
り
、
特
に
中
同
系
は
「
爆
発
的
に
蝋
え
て
い
る
」
と
い
う
。

そ
の
た
め
政
府
内
で
は
、
国
家
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
人
口
減
少
に

対
処
す
べ
き
だ
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
選
択
出
版
発
行
「
選
択
」
２
０
０
５
年
２
月
号
）

ロ
シ
ア
の
人
□
激
減
は

社
会
環
境
の
悪
化
が
主
因〆
ｒ
Ｅ
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２
月
泌
日
に
開
か
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
会

で
評
議
員
の
就
退
任
が
議
決
さ
れ
た
。
電
気

事
業
連
合
会
を
代
表
し
て
本
協
会
評
議
員
を

お
務
め
い
た
だ
い
て
い
た
、
濱
田
隆
一
評
議

員
の
退
任
と
伊
藤
範
久
電
気
事
業
連
合
会

連
合
会
専
務
理
事
の
評
議
員
就
任
、
ま
た
原

子
力
文
化
振
興
財
団
代
表
し
て
本
協
会
評
議

員
を
お
務
め
い
た
だ
い
て
い
た
山
本
康
典
評

議
員
の
退
任
と
、
原
子
力
文
化
振
興
財
団
専

務
理
事
の
横
手
光
洋
氏
の
評
議
員
就
任
が
議

決
さ
れ
た
。

ま
た
、
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協

会
の
活
動
強
化
の
観
点
か
ら
、
新
た
に
小
川

直
宏
・
日
本
大
学
経
済
学
部
教
授
・
人
口
研

究
所
次
長
と
ナ
ギ
ザ
デ
・
モ
ハ
マ
ド
明
治
学

院
大
学
国
際
学
部
教
授
の
２
名
の
評
議
員
を

選
任
し
た
。

小
川
新
評
議
員
は
日
本
に
お
け
る
人
口
研

究
の
若
い
リ
ー
ダ
ー
の
１
人
と
し
て
著
名
で

あ
り
広
範
囲
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
研
究
者
で

新
評
議
員
に
４
氏
決
ま
る

あ
る
。
今
後
の
協
会
の
活
動
に
理
論
的
な
面

か
ら
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
い
た
だ
け
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
ナ
ギ
ザ
デ
評

議
員
の
専
門
は
農
業
経
済
学
で
あ
り
、
Ａ
Ｐ

Ｄ
Ａ
が
平
成
ｎ
年
に
実
施
し
イ
ラ
ン
の
労
働

力
調
査
以
来
、
数
多
く
の
調
査
で
団
長
を
動

●
伊
藤
範
久
氏

め
ら
れ
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

イ
ラ
ン
の
人
口
転
換
は
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
で
初

め
て
と
い
う
べ
き
劇
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が

日
本
で
は
十
分
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え

ず
、
さ
ら
に
西
ア
ジ
ア
地
域
は
日
本
に
と
っ

て
地
政
学
的
に
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
人
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
面
で
も

弱
い
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
西
ア
ジ
ア
地
域

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
上
で
も
ご
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

●
昭
和
酩
年
２
月
泌
日
生
ま
れ

●
昭
和
妬
年
３
月
同
志
社
大
学
経
済
学

部
卒
業

〈
職
歴
〉

●
昭
和
妬
年
４
月
中
部
電
力
株
式
会
社
入

社

●
平
成
肥
年
６
月
同
社
取
締
役
電
気

事
業
連
合
会
専
務
理
事
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新評議員に４氏決まる

●
小
川
直
宏
氏

●
横
手
光
洋
氏

霞
嘗

今
．
．
〃

●
昭
和
別
～
現
在

●
昭
和
Ⅲ
～
弘
年

●
昭
和
別
年

〈
職
歴
〉

●
昭
和
訓
年

●
昭
和
四
年
ｎ
月
酢
日
生
ま
れ

●
昭
和
蛆
年
３
Ⅱ
早
稲
田
大

●
平
成
珀
年
皿
月

●
平
成
巧
年
６
月

〈
職
歴
〉

●
昭
和
４
年
４
月

●
昭
和
焔
年
７
月
躯
日
生
ま
れ

●
昭
和
ｎ
年
３
月
東
京
大
学

ハ
ワ
イ
大
学
経
済
学
部
講

師
・
ハ
ワ
イ
東
西
セ
ン
タ
ー

人
口
研
究
所
研
究
員

国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経

済
社
会
委
員
会
（
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｐ
）
人
口
部
勤
務

日
本
大
学
経
済
学
部
・
同

大
学
人
口
研
究
所
勤
務

早
稲
田
大
学
第
一
経
済

学
科
卒
業

ハ
ワ
イ
大
学
経
済
博
士
号
取
得

関
西
電
力
株
式
会
社
入

社財
団
法
人
日
本
原
子
力

文
化
振
興
財
団
常
務
理

事同
専
務
理
事

東
京
大
学
工
学
部
原
子
●
ナ
ギ
ザ
デ
・
モ
ハ
マ
ト
氏

Ｉ
ノ
ー
ー
ョ
パ

カ
エ
学
科
卒

；

ラ
ン
生
ま
れ

●
昭
和
蛆
（
１
９
６
５
）
年
６
月
テ
ヘ
ラ
ン

大
学
農
学
部
卒
業

●
昭
和
蛆
（
１
９
７
４
）
年
４
月
日
本
政
府
（
文

部
省
）
院
生
留
学
生
と
し
て
来
日

●
昭
和
弱
（
１
９
８
９
年
３
月
京
都
大
学

院
農
学
研
究
科
農
林
経
済
学
専
攻

農
学
博
士
学
位
取
得

〈
職
歴
〉

●
昭
和
弱
（
１
９
８
０
）
年
４
月
～
昭
和
弟
年

３
月
“
京
都
大
学
招
聰
学
者

●
昭
和
弱
（
１
９
８
４
）
年
４
月
～
昭
和
陀
年

３
月
》
千
葉
大
学
法
経
学
部
助
教
授

●
昭
和
“
年
４
月
～
明
治
学
院
大
学
国
際
学

部
国
際
学
科
教
授

●
昭
和
Ⅳ
（
１
９
４
２
）
年
１
月
１
日
テ
ヘ

7９



￣q●－－－Ｏ－ＧＤ－ｐｐｏ－ｄｐ－ｄｐ－。D・￣午－－－－Ｏｐ－Ｃ

『・’０７・リム■■｜■‐。，▲１６，．●■Ｐ０ｉ１・▽■■Ｉ・△■■▼’・▲■▼Ｑや▲■■。》△７１■ＩＤ１ｄｌ０Ｐ▲▽■■７日▼△＆▽０．△□■▼’９△■７９▲■▼。。▲■■７．：■Ｖ▲０．７６１７●‐△■■▼■Ｔ▲｜■▼Ｌ▲・Ｏ０ｐ７▲■▼０．▲■｜ＰＡ１●７。『．▲？？｜己ＴＬ４７Ｃ７▲■■ＰｄＰｄ■で△Ｉ■で△Ｔ▲■■▽。。▲■Ｐ◆．▲■７４．▲｜■７．や．’●■Ｐ．。。△｜■ロワム勺Ｉ□△■▽ＬＣａ■■マ。。▲■■▼・▽▲■■▽二・．凸二■■７．や，△●・ワムロ‐’●コヮ●●■△△もＰ△５．．ｌＢＰＰＡＣ、。■■｜□
￣qp-￣の－勺ｏ－ｄＧ－－－台、＝￣●－つ０－￣ＣＤ￣■￣－０ｳマ一色--80-

－
１
『
‐
く
｝

こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
〃
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

一
解
決
す
る
方
策
を
探
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
卒
、
明
日
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
廓
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

》
願
い
い
た
し
ま
す
。

訳Ｖ６ＱＰ００Ａ０■ＯＢ△ｄ７８０ｄＤ７▲９．０６●｜Ｌ▼上▽▲▼▲Ｖ６７Ｃ▼ＯＰ０ｆｐＣＰ０「△０▼凸？ｄＤ７Ｌ，ＬＵ０ｌ６▼９０ＰＯＩ二ＱＰ９’ＱＰ０ｐｏ０ｒ０Ｄ▲Ｕｒ９ｐｄｒ１▲ＵＸＶｎＵ７Ｑ９ｄロア０▲▼も▼’０▼Ｏｌ６Ｐ０，△Ｃ：ＴＡＵＫＴｄＵｌｒ９‐、▽ｒ２ＰＡＶ００ＬＵ▽６‐■■▽６００Ｔｂ▽●ＧＶＣ：ＱＰ６ｒｄ７６Ｖｎ▽。］０’ｎＤｐ９１■▼Ⅱ▼ｊＵＩｐｄ９Ｃ０▲Ｕ’０６▼ＬＵ０ＰＱ▽△ＧＰＯ▽○６７６０▲▼．△，

人
口
問
題
は
、
二
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
、
依
然
と
し
て
増
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア

の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
人
ｎ
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
川
の
行
奉
人
類
生
存
の
カ
ギ
態
握
っ
て
い
る
’

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
“
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な
の

で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
過
剰
な
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐

採
な
ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多

く
の
産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ

リ
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
増
加
を
続
け
て
貧
困
に
悩

む
地
域
と
、
日
本
な
ど
の
よ
う
に
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
や
福
祉
費

の
増
大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
様
々
な
重
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
い
る
先
進
国
も
あ

の
増
大
、

り
本
手
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
員

…
ご
入
会
の
お
願
い
！
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ReportoIltheBalsicSurvevofPopulationandDevelopment

inSoulheastAsianCOuntries

-India-

昭和58年度

1．中華人民共和国人ｎ.家族計画基礎調査報告謙

BasicSurveryollPopulationandFamilvPlannmginthe

People,sRepubIicofChina（英語版）

生育率和生活水平共系'''１１合作洲査研究恨告キク

（中国語版）

３．中轤人災共和国人ｎ．家族計画第二次蕊礎調査報告書

BasicSuwey(IIjonPopuIationandlTamilVPIanningiIl[he
People1sRepubIicofChil1a

生育率和生活水平夫系第二次｢|]ロ合作凋査研究推告将

（中国語版）

4．ネパール王国人口・家族計画基礎調査

BasicSurveyRepoTtonPopulali〔)naI1dFaIniIvl〕lamIingin

theKjngd(〕ｍｏｆＮｅｐａｌ（英語版） 昭和59年度

]・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告評

一インド叫一

RepolTonlheSurveyofRumlPopulalionandAgricultulal

DwelopmeIIinAsianCountries

-India-（英語版）

5．日本の人口都市化と開発

UrbanizalionandDeveIopmentinJapan（英語版）

６．バンコクの人口櫛jili化と生活環境・福祉調査

一データ編一

SuwevolUrbaniization,LivingEnviroIlII1enlandWelfa鱒il）

Bangkok-DalaI英語版）

２．東南アジア緒川等人口・開発基礎調査報告

一タイ国一

ReportonIheBasicSurveyofPopuIalionandDeveIopmcnt
inSoulI1eastAsianCounllies

Thailimd-

７．スライド

｜｣本の都市化と人口（日本語版）

UrbanizaIionandPopulatiDninJapaI1（英語版）

日本的城市化与人口（''１国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

３．１１本の人口転換と農村開発

Dmlog噸pllicTr［lnsiIionillJapanandRumlDevelopmenl
（英語版）

４．ｓurvevofFertilityandLMngStandarｄｓｉｎＣｈｉｎｅｓｅＲｕｒａｌ

Ａｍａｓ－Ｄａｔａ－ＡＩ]thellouseholdsoftwovillagesinJiIil1

ProvincesurvevedbyquesIionmaires（英語版）

失干Ⅲ１国衣村的人口生育率勺生活水平的iﾉｮ査拙ｆｌラ

ー対千古林省爾へ村近行全戸弼淡淵査的轄釆－

－銃ｊ1.編＝（中国語版）

昭和61年度

１．アジア諸uilの農村人口と農業|卿発に関する調査報告諜

一インドネシア国一

ReportonthcSurveyolRuralPopulationandAg1riculluraI

DevelopmeIIIiI1AsiallCoulltries

-Indonesia-（英語版）

５．スライドに1本の農業、農村閼整と人口

―その軌跡一（日本語版）

AgriculluTaI＆RuraIDeveloplnenlandPopulalioninJapan
（英語版）

日本衣１１k次村的友腰和人口的推移（１]国語版）

PerkenlbangaI1PerlaniaI1，MasyarakalDesaDanKepeル

dudukanDiJepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは､日本産業教育スライドコン

クールにて優秀賞を受賞しました｡）

２．東南アジア諸同等人口・開発基礎調査報告灘

一インドネシア側一

ReporloIllheBasicSurvev【〕fPopulationandDevelopmelMご

il1SoutheastAsial1Countries

-Indonesja-（英語版）

3．在、留学生の学習と生iiIi条件に|lきける研究

一人耐能力開発の課題に即して－

４．旧本の労働力人口と開発

LnborForceandDGveloI〕menlinJapan（英語版） 昭和60年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告蒋

一タイ国

ReportontheSurveyofRuralPopulationandAgriculluml

DevolopmeIllinAsianCOuntries

-ThaiIand-（英語版）

5．人口と開発関連統計集

DemographicandSocio-EconomiclndicatorsonP()puIaIioll

andDevelopmenl（英語版）

６．スライド日本の潅業発腱と人｢Ｉ

－その原動力・電気一（11本語版）

InduslrialDevelopmm1alldPopulaIjollin」apa、

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告鍔

一インドITJ~
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－TheprimeMover-ElectriCilV-（英語版）

{二1本的声)1k友授ﾉﾌ人口

其原スカカー曳気一（中lJil譜版）

PembangunanlndustridankcpendudukandiJepang

-PenggemkUlama-1℃ngaLigIIik-

（インドネシア語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一中華人民共和国一

ReportontheBasicSurvcyofPopulalionamdDeveloplnent

inSoutbeastAsianCountries

-Cbina-（英語版）

３．アジア諸ＩＲＩからの労働力流出に関する調査研究報告書

一タイ同一 7．ネパール王(14人口・家族計面第二次基礎調査

Compleme111arvBasicSulveyReportonPopulatiolland

FamiIvPkmninginlhekingdomo［Nepal４．１｣本の人口と家族

Populationand1beFamilymJapnn（英語版）

昭和62年度
5．アジアの人口幅換と開発一統計集一

DemographicTransiticnandDevelopmentinAsianCountries

-OverviewandStatislicalTabIes-

（英語版）

Ｌアジア謁lR1の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一中鞭人民共和国一

Report()l11heSurveyofRuralPopulationandAgriculllIml

DeveIopmenlinAxうianCounlries

-China-（英語版）６．スライド

日本の人口と家族（ロ本譜版）

FalnilyandPopulationinJapan-AsianExperience-

（英語版）

日本的人ロ与家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア語版）

２．東南アジア諸国等人口・Ｉ洲発韮礎調査報告諜

一リ'華人民共和国一

Repo【０１]IhcBasicSurvevofPopulaliol1al】dDevelopmenl

inSoutbeaslAsianCouI1tris

-Chil1a-（英語版）

7．ペルー共和国人口家族計画基礎調査

３．アジア諸国からの労働力流ｌＩｌに関する調査研究報fIﾃ苦

一フィリピン国一

平成元年度

`Ｌ「1本の人１コと農業311発

PopulaliollaI1dAgriculluralDevelopmentinjapan

（英語版）

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告諜

一バングラデシュ|E1-

Repor1onIheSurvK2yolRuralPopulationandAgricultuIal

DevelopmemBallgladesh-（英語版）
5．ネパールの人口・開発・環境

PDpulaIion,DevelDpmenlandEnvilFonmeI11mNepaI

（英語版）

東南アジア諸国等人ｎ．開発基礎調査報告書

一ネパール国一

ReportoI1theBasicSurvevofPopulalioIlandDeveloplnenl

inSouthea瓠AsianCount】ries

-Nepal-（英語版）

ワ
ー■

６．スライド

「1本の人口移動と経済発展（Ｈ本語版）

TbeMigraloryMovementandEcoxlomicDevelopmemlill

japaI1（英語版）

日本的人口移劫勺蝿沸友展（中'11語版）

PerpiI〕daI1aI1PendudukDanPerkembanganEkonomiDi

Jepang（インドネシア譜版）

3．アジア諸国からの労働力流出に関する調査報告群

一マレーシア国一

４．「1本の人1ｺ構造変動と開発

一商齢化のアジア的視点一

StructuralChangeinPopuIationandDeveloplnent

-Japanq＄ExperieI1ceinAging-（英語版）

7．トルコ国人ロ家族計iiW基礎調査

昭和63年度

1．アジア猪国の隆村人口と農業開発に関する調査報告香

一ネパール国一

ReporIontheSurveyofRuralPopulaIionandAgricultu｢a］

DevelopmentinAsianCouI1tries

-Nepal（英語版）

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがv､のある老後を目指して－（日本誘版）

Aginginjapan-ChallengesandProspects-

（英語版）

辺人商齢化社会的|]本正ihjIl認職一追求具生命意又

的老年生涯一（中国語版）

TamanganMasvamkatLanjulusiajepang

（インドネシア語版）
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（本作品は，1990年卿[１本視聴覚教育協会主雑優秀映
像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelDpmenIalldPopulalioninJ〔ｌｐａｎ

－Ｔｒも'1.&andPro叩ectsinlI1el990s‐（英語版） ６．アジア譜'1:|の農業l州発－５カt11の比較一

StralegicMeasuresibrtheAgriculturaIDevelopmem

-CompamliveSmldie”nFiveAsianCDumries-(英冒
版）

５．スライド

n本の地域開発と人口（ｎ本語版）

RefmalDevelopmGI1IandPoI〕ulalionin､Iapan（英語版）
１１本的区域升友和人口（中国語版）

PermbEtnguMnDaerahdanPopulasidi」epdng
（インドネシア版）

平成２年度

1．アジア緒lFIの農村人1コと農業開発に関する報行諜
一フィリピンmil-

Reporl(〕nIheSurveyo[RuraIPopulaMollandAgricuIlural
DevelopmenI-P11ilippines-（英語版）

６．アジアの労働力移動

LaborMigmlioI】iｎＡＨｉａ（英諦版）

東南アジア諸国等人1ｺ・朋発蕊礎調査報告響
…バングラデシュlxl

ReporlonllleBasicSurveyofPCpulaIionandDevclopnlenI
illSoulheaslAsianCouI1Iries

-BaIlgladcsｌ１－（英語版）

ウ
ー■

平成４年度

]・アジア諸国の農村人口と農業開発に閲する調査報告替
一マレーシア同

ReportonlheSurvevoIRuraIP〔)pulalionaI1dAgricullural
I)evel()pmenl-MaIavsia-（萸語版）

３・アジア諸lK1からの労働力流出に関する調森報fIf醤
一インドネシア１１１－2．東南アジア諸国等人口・開発基礎洲査報行ｉｌド

ベトナム囚一

Rep〔)rIollIheBasicSurveyofPopuIa〔iollandl)eveI〔)ｐｍｅＩ１１
ｉｌＤＳ【)Ⅱ【heaslAsianCounIries

VietNaln-（英語版）

４．日本の人ｎ．開発・環境一アジアの経験一

ｌ〕opuIaIion,Developmen[ａｌｌdE1wironmenlinJapan
-AsianExpe｢ience-（英語版）

３・アジア諸国からの労働力流出に関する調森研究報告謹
一スリランカ周一

５．スライド

［1本の環境・人口・開発（L１本語版）

Envir〔)I1menI・ＰＯＩ〕ul帥iol1andDevelopmcnlilujapan（英
語版）

Ⅱ水的坏境・人口・Ｊ１:没（【１１国語版）

Lingkungan，PendudukdanPembangunaIlJepang（イン
ドネシア語版）

（本作品は．1991年I1i｢I本拠聴覚教青協会主催優秀映

像教材選奨社会教脊部門で優秀賞を受賞」

4．アジアの産業転換と人口

IndusIriaITransitionandPopu1atioIIil1A宙i(］

（英語版）

５，スライド・ビデオ

明日に生きる－１]本の＃憶業転換と人'二1－（Ⅲ本語版）

LivillgfbrTomormw－IndusIrialTransiti(〕nalxdPopu]a‐
lioninJapan-（英語版）

イＩ里活在川天一日本的'起立紡換｣ﾀﾞ人｢１－（中１１１諾版）

HidupUnlukHariEsok-PeTalillanSIruklurlndusIri

DanPopulasiDijepang-（インドネシア譜版）

6．アジアの人、都市化統計集一

Ｐｒ(〕speclsofUrbanizaIioninAsia（英語版）

平成３年度

1．アジア諸国の磯村人口と農業開発に関する調査報告ilド
スリランカ国一

ReporlonUleSurveyRuralP()pulaliollandAgricultuml
Devel()pmeIlI-SriLal1ka-（英語版）

平成５年度

1．アジア諸国の農村人ロと農業開発に閲する報11了香
一ベトナム画一

Repor【ontheSurveyofRuralPoI〕ulali【〕nandAlgriculIural
Developmcnｌ－ＶｉｃｔＮａｍ－（英語版） ２．束|櫛アジア緒にＩ等人口・Ｉ卿発些礎調査報告諜

一フィリピン国一

RcportuI1theBasicSuwey(〕fPopulalionalTdDeveIopment
inSouIheasIAsjallCcunlries

-PhilippincsI英語版）

東南アジア諸国等人ｎ．開発基礎調査報告11＃
－スリランカ－

Rfjpor1oI11hcBasicSurveyDfPDpulationandDtwelopmellI
inSoulheaslAsianCountries

-SriLaI1ka‐（英語版）

ワ
ー■

３．アジア篭国からの労働力流壯|に関する調査研究報告諜

一’|］韮人氏共和四一

8３



3．アジア諸ljdの人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一フィリピン国一
AsianCountries-Nepal-（英語版）

３．アジア諸国の人間資源湘発と労働力に関する調査研究

報告書一インド国一 ４．アジアからの挑戦一人ｎと開発一

ChaIlengeandStra1egyofAsianNations

-PopuIaUonalzdSustaillableDevol(〕pment-

（英語版）

４．アジアにおける女性のエンパワーメン卜

EmpoweqmeI11ofWolneniI1Asia（英語版）

５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位向上と日本の人ロー

（n本語版）

WomenandtheirChaIlenges-Improvｅｍｅｍｓｉｎｌｈｅ

Ｓｔａｌｕｓｏ｢WomenIhePopulalionofJapan-

（英梧版）

女性的挑峨一女性地位的提高与日本的人、－

（中国語版）

Tantan顎nKaumWanita-EmansipasiWanitadan

PopulasiJepang-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

ァジアを拓け－女性たち－（日本語版）

ABrighlofGenderEqualily-EmpoweＴｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎ
ｉｎＡｓｉａ－（英語版）

通往日握之路一一今ロ亜洲女性一（中国語版）

ＨａｍａｎＣｅｍｈｂａｇｉＰｅｒｓａｍａａｎ－ＫａｕｍＷａｎitaAsifm
MerambahJalan-（インドネシア語版）

平成８年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発蕊礎調査報告
坐一ラオス人民民主共和卿－０妻Ｏ

Ｒｅｐ〔)rIonlheBasicSurvevonAgrjculturaIandRuralDe-

veloplnentbvPro厚essStageinAsianCouIltlies

-LaoPeoplemsDemocraticRepublic-（英語版）

平成６年度

1．アジア諸国の発展段階311農業・農村開発基礎調査報告

譜一インド画一

ReportontheBasicSlIrvevonAgriculturalalldRuralDe‐

velopmentbyPro厚essStagemAsialxCountries

-India－（英認版）
2．アジア諸国の都市化と開発調査報告諜

一フィリピン国一

ReporlonIheSurveyoIUrbanizati(〕nandDevelopmenllI1

AsianCoumries-Philippines-（英語版） ２．アジア諸国の都市化と開発調査報告襟一タイ国一

Reporton1heSurvevoIUrbanizalionandDeveIopmelutiIl
・AsianCounlries-Thailand-（英語版）３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一ラオス圃一
3．アジア諸国の人'31資源開発と労働力に関する調査研究

報告響一ベトナム国一４．２１世紀の人口・食蝋戦略一アジアと世界一

PopulaiionandFoodSIm[egylOr21sKce1utury

-ハsiaandWorId（英語版） ４．アジアの女性労伽力参加と経済整腱

－２１世紀の戦略一

WomeluDsLaborParticipationillldEcomomicDevelopmentin

Asia-SImtegyloward21Cenlury-（英語版）
５．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人口増加と食料一

ChallellgeandDecisionlbrtheYear2025

-PDpulationlncrcaseandFooｄｈｌＡｓｉａ－（英語版）
向着2025年的夫断一塑洲的人口増焚ﾌﾎﾞｺ粗食一

（中国語版）

TekadUnlukTahun2025-PertambahanPopulasidan

PangalldiAsia-（インドネシア語版）

５．スライド・ビデオ

アジアの女性たちはいま……（Ｕ本譜版）

NewlloTizonsfbrtheWomanofAsia（英語版）

WiillMG女的新DJ程（中国語版）

WaIlitaAsiaKiI1i……（インドネシア語版）

平成７年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一パキスタン国一

ReporlontheBasicSulFveyonAEmculturalandRuralDe-

velopmembyProgfessStagemAsianCDuntries

-Pakislan-（英語版）

平成９年度

】・アジア諸国の発展段階別農業・農村開発鎚礎調査報告

書一ラオス人民民主共和国一

ReportontheBasicSurveyonAgricuhuraIandRural

DevelopmembyPmgressS【ageinAsianCouI11ries

--LaoPeople1sDemocralicRepublic-

２．アジア諸国の都ＴＩＴ化とＩ)11発濃礎調査報告書

一ネパール国一

ReportontheSurveyo(UrbanizaticnandDcvelopmentin

２．アジアの社会開発と人間開発

SocialDeveIopmenlandl-IumanDevelopmentinAsia
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３．アジア諸|割の職業安定制度と)砥用政策に側する調査研

究報告謙一バングラデシュ人氏共ﾄﾞUlUiⅢ
3．アジア譜国の人I1U資源|)'１発と労働力に関する調査研究
報告響一マレーシア画一

４．水をめぐる２１１１ｔ紀の危機

一アジア人口を焦点として－

WalerCrisisintheTwentvFirstCenluly

-ProspeclofAsianP(〕pulalionandDevel叩ment－

平成12年度

1．アジア諾国の発駿段階別農業・農村開発基礎緬査報f1f

書一ミャンマー連ｆＫ－

ＲｅＩ〕o｢t()nlheBasicSurvey(〕nAlgricullLImlandRuralDe-

velopmembyProgressStagei1]AsiallCounlries
-Mvannlar-

５．スライド・ビデオ

水は生きている一人口と水攪源

Ｗａ[erisAIivePopulationandWalerResoures-

（英語版）

水是有生命的人口ﾉｱ水臆源一（111国謹版）

AirituIlidup-PendukdanSumderAir－（インドネ

シア語版）

アジア緒IIJの高齢化と保健の実態調査Wl告謙

一タイ国一

Rel〕orIoplheSurveyo［Ａｇｉｎｇａ】ldHealII］iIlAsian

CounlriesThdilaI1d

ワ
ー■

３．アジア諸国の職業安定(Iill唆と〃iHW政筑にＩＩＪするiilM査研

究報告謙一カンボジア国一 平成10年度

I・アジア諸国の発鰻段階別農業・農村開発製織調査報侍
鍔一カンボジア国一

RepononII】eBasicSurveyonAgriculluralalldRuraIDe‐

velopmen(byPmgmssStageinAsianC〔】untries
-Cambodia

平成13年度

１．人に問題を腿礎とした農業・磯村開発調森雑iI7善

一カザフスタンlT1-

Repor[onSulrveyofAgricuItumlan(IIRuralⅨvcIopmeJ11

ba鑓ｄｏｌｌＰ()pulaIioni“ues

-TbeRepublicolKazakh$IaI1

アジア諸国の高齢化と保雄の実態調在報告書

一大韓民国一一

ＲｅｐｏｒｌｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅＶｏｌＡｇｉｎｇａｎｄＨｅalthiI1Asian

Counlries-TheRepubｌｉｃｏｆＫｏｒ℃ａ－

９
－●

2．アジア謝国の締｢lT化とMH苑調査報告71ド

ーマレーシアllil-

ReporlontheSurvevo『Urbani笏aliol]andDevelopmentln
AsiaI2CouI1iries-MaIavsi【1－

３．アジア諸掴の職業安定制度と唾用政策に関する調査研

究報古詩一イラン国一

３．アジアi渚､lの職業安定制度と睡川政策に関するi凋査研

究報告灘一インド１１１－

４．発展の制約一中｢[ルインドを[''心に－

CDnslrainsonl〕evelopmentFocusoI〕qlillaandlndia-

５．スライド・ビデオ

地球からの馨ＩＬｆ－アジア．水と食料の未来一

AWamhBgIroInlllenlrlh-TheFuIuｒｅｏｆＡｓｉａ，Waler

andFood-（英語版）

来{fl地球的鵜告一重洲、水和板食的未来一（中国
語版）

Peringatandaril3umi-MasaDepaｎＡｓｉａ－ＡｉｒｄａＩ１Ｐａｎ－

ｇａｌ１－（インドネシア語版）

平成14年度

1人I｣問題を襲礎とした農業・農村ｌｊＩｌ発調在報告響

一ウズベキスタンlxi-

ReporIonSurvey()IAgriculluralandRumlDevelopment

baf肥〔ｌｏｎＰ(〕pulalionl忠sues．－TheRepublicofL7zbekis-

taIJ（英語版）

2．アジアi渚|王1の職業安定制度と唾用政策に閼十ろ調査研

究報(1了諜一ベトナム1週Ｉ（１１本語版）
平成11年度

Ｌアジア諸国の発展段階別腱業･農村附発基礎調査報告書

モンゴル凶一’'１央県.セレンゲ県を中心として－

RoporIonIlleBasicSurvevollAgriculturalandRural

I〕evel()PlneI1IbyProgressStageiI1AsianCounl】ries

-MoI1golia‐FocusonTovandSeIellge-Aim3ng-

平成15年度

１．人ｎＷI題を韮礎とした膿業・農村開発調査繩告神

一パキスタンuil-

Repo｢tDnSurveyofAgriculuImlam(lRuraIDcvclDI〕ｍｅｍ

ｂａｓｃｄｏＩ】Ｐ(〕pulaIiolllssues・PakisIaIr（英iiilF版）

２．アジア諸国のilji齢化と保健の実態綱査報告帯

－１１１国上海を中心に

Reporl（〕nlheSurvevolAgingalldHealtI1inAsian

CCuntries-China-FocusoIlShaI1ghai-

２．アジア緒1劃の瀧川政策とll1際的な労lHIIﾉj移動に|判する

洲盗研究報告稗一ミャンマー連邦一（１１本譜版）
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平成16年度

Ｌ人口問題を埜礎とした農業・農村ｌＩＭ発釧査報告書

一インドM--

ReporlonSurveyofAgTicullura]amdRuralDevelopmenl

basedoluPopulalioIllssueS．‐India-（英語版）

1．『国連人口開発会議における注釈のついた概要』､IIller‐

、(ltionalConferenceonPopulationandDevelopInenIA汁

１１(〕latedoutline(〕f[I1efinaldocumenIoIlheconfetu,]Ｃｅ､Ｎol-

edbVlheSecrelarvGel1eralの和文｡liil際人口開発会議行

１lib計画の作成過程で、そのjijt終準備会雛洲催にlihlけて

用意された行動計画案である。この『概要』に基づき、

国際人口開発会議行動計画が形成された。行釛誹iilii採

択以iilfiに準備されたこのｆｕ沢は行卿計画採択に際しⅡ

本からの働きかけを行う上で大きく寄与した』

２．情報サービス業における国際分業と労働ﾉJ需給に関す

るiilM査研究一’二1本，リ１国一（Ｈ本語版）

２．『国際人ロ開発会蟻行動計画要旨』1995年（和文）

（内寒11994年カイロの同際人pllll発会識（ICPD）の

行戯計疵の嬰旨,同文1Iｻﾞ関連の(Ⅱ版物としては本邦初（）

3．『国際人ロ開発議員会議qCPPD）蟻事録』1995年（和

文）

（内存：1994年カイロで国藤人、開発会議（ICPD）に

先駆けて鵬催された国会議員会議であるＩＦ|際人I｣|)M籍

議員会議の瀧二lln録，同会議には117カ国約300洛の国会

瀧口が参加した｡会雛宣言文はＩＣＰＤ総会でも発表され

た．また、こ”会議を契機としてアフリカ・アラブ地

域の国会蟻員フォーラムが準侭された＝）

４．国運人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に対する援助の現状と，資金

の流れを分析。我が[11の人１ｺ分野への貢献も(圷救｡）

５．『国際人ロ・社会開発灘員会議(lMPPSD)議事録』1996

年（和文）

（内容：世界社会9N禿サミット(WSSD)にあわせ､1995

年３月にデンマーク,コペンハーゲンでＩｊＭ催された人

Ｉ」と社会9i１発に閥する国会議員会議雛１１F録｡）

６．黒田俊夫箸『リソース・シリーズ１国運人ロ会議２０

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』1996年(和文）

（内容；国連主催の第一回人口会雛であるブカレスト

会議から1994年カイ回のI』隙人口llIl発会識まですべて

のljil連主催の人、会議に参加し､人[1分野における世

界的大家である鰐者が.その推移を概観し､分析した｡）

ソゾース・シリーズとして銘打った記念すべき第１｝仇

７．ToshioKurodaResourceSeries2MFrcmBucharest

toCaho-20YearsofUnitedNationsPopulationCon-

ferences-”，1996年（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の英文版」

８．『国際女性・人ロ・開発蟻員会議（lMPGPD）議事録』

1996年（和文）

（内容：第４liJ1lll界女十!':会離(ＦＷＣＷ)にあわせ､１９９５

年９月に束>j(で１１N催された同畷女性,人｢1.6'1発雛〔』

会瀧（IMPGPD)の識Ｊ１録．Ｍ会議には範`１回世界女性

8６



15．『リソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂
かれる水資源一』（和文〉

（内容：ワールド・ウォッチ研究所から升１行されたSandra

PosIel署,WorldwalchPaperl32,DividingtheWalers:Food

Security・EcosysIemllealth,andtheNewPoIilics()IScar‐

ｃｉｔｙの邦訳。今後人類社会に大きな制約をjjえるのが、

淡水麿滅の不足である。珊え続ける人、を支えるため

の農業生産もまた淡水資源の逼迫によって大きく制約

を受けると考えられている。地球は水の惑星といわれ

るが飲料や農業川に安定して使用できる水の総趾はjuj

球_上の水の0.000008`X､に過ぎない，この水の総晶は、

有史以来変わっておらず、人口が地加する分だけ、一

人当たり使用できる水の趣はどんどん減少しているの

が現実だが､このことが十ｸ)に認識されていない.、人

伝噸加を支えている地球の阪黒が博1の｢iiiに迫っている

ことに瀞告を発している｡）（｢1W本譜版版艤11k得）

会議に対する各国政府代表を中心とする'11会議貝が参
加した､）

9．ＦＡＯ／UNFPAおよびポートン・ズアン､グエン・ティ・

タン箸、『リソース・シリーズ３食料安全保障と人ロ：

資料』1997年（和文）

（内容：'1t界食料サミットへの11:傭として|]漣食料磯

業機牒1(FAO)が１画連人１－１襲金との比|可研究された、「人

！]１１W加とﾆﾋ鞭s劣化」に|驚ける論文の日本語版および、

1996隼５｣L1にマレーシアのクアラルンプールで開かれ

た。人[Iと食料安全保遼にU1IするAFPPl）（人口と|)斗発

にl則するアジア識員フォーラム）糯別述徴委員会で、

ベト十ム国会社会委員会委風長グエン・デイ・タン雛

貝とマグサマサイfY受寅者である著名な農糞学者ボー

トン・ズアン１W[-Ｗ)共蒋論文のlと１本蒜版の台,|魚｡世界

食料サミットにＩ;ﾘけた資料として作成された」

16.国達人ロ基金『人類のための環境』1998年（和文）

（円窓；１１３１連人'二1些金出版物E11vimI1menln〕rPCoI〕Ｉｅの
「１本諦版,人L1問題．環境問題、開発1111題を効率的か

つ実衝的に解決するためには､その3つの領域のMHに架

け橋を架け．相鋤MII係を融鋸することが必要であると

の視点にiILって、主に環境と人'二Iのｌ１ｉ１に横たｵ='る様々

な問題を例に、解決のために必､要軟視点、方法、二F段

を鍵ってi,､る｡）

10．『国際食料安全保障・人ロ・開発職員会議(lMPFSPD）

識事録』1997年（和文）

（内容：食獺;}職業磯１割（FAO）÷i{催')＃l界食料サミッ

ト（WFS）にあわせ、1996年llHにスイス,ジュネー

ブでＩ)１１催された「｢副|畷食料安全保障・人【」・'111発雛貝

会艤」の鏡４Ｆ録。同会議の成果は、世界f〔料サミット

で公式に配ilIされ.またＷＴＯルジェーロ』}IF務乢災にも

｜鰐井新・会儀儀災から手彼された」

17．『リソース・シリーズB1ParIiamentarians,Activities

onPopulationandDevelopment-HistoryofPar-

liamentarians'ActivitiesandItosFindings-o，』1999年，

（英文、－部スペイン語）

1999年２月ハーグの腿際フォーラムに合わせて|)||(１１;さ

れた「国際人、剛発会議譲Iilli”ための国会議員フォー

ラム（lFP)」のために瀧術されたⅡ}版物である「この１１１

版物の中には1994年の国漂人、l胤薙会瀧以降の人1-1と

9N苑に|脚するアジア瀧貝フォーラム（AFPPD）をはじ

めとし､アメリカ地域人口・I淵発国会縦員グループ(lAP〔})、

アフリカ・アラブ地域人ｍ１１１発磯貝フォーラム(FAAＰ

ＰＤ)．ヨーロッパ地域の111会議輿活動のhM4である画詩

文と、各議連のiili動史をまとめたものである地域〔z）

伜を超えて人｢Iと開発に鵬する国会縦貝滅動の成央が

－．魔にまとめられた班:はかってなく､ｉｌｌ会瀧tl活動U〕

地球蛎模での店がりをも象徴してi,$る．

11．国運人ロ基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容：脆'連人[｣雅金'11版物PC(xlIbrlheFulurcのi｣本

語版。人ｎｆＩﾘ加の抑制と食料確保を行うたぅi)に、女性

の参加が不i]I火であることをさまざまな具体例から醜
きほぐしている｡）

12.国運食糧農業機構（FAO）『リソース・シリーズ４世

界食料サミット1996年世界食料安全保障のためのロー

マ宣言および世界食料サミット行動計画』1997年（和
文）

（内容：|仕界食料サミットのローマ宣言と行動i汁醐の

水j;|;初の融iiNであり，多分野から'１丁１文苫の卜１本側『拙の

決定版としてifJiい瀞nliを受iすた:）

13.Fリソース・シリーズ５FiveYearsfrcmlCPPD-国際

人ロ開発議員会議から５年一人ロと開発に関する国会

議員会議宣言文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国)礫人口l{i１発会議から５年|]を迎え，

この磯会に人[」と{111発に１弾IするlF1際議員会離、地域鍍

貝会議の宣司文を集成．今後の更なる発喋のための資
粁とした.）

18．『国際人ロ開発会蟻評価のための国会議員フォーラム(IFP）

報告書』1999年

1999年２月ハーグの１１;)際フォーラムに合わせて|)M催さ

れた「ｌｌｉ１際人I]開発会議評価のための国会議員フォー

ラム（IFP)」ｇ>報告iI下である。同会縦には1()3カｌｘ|から

およそ210名の凶会識ilが参jJI1した｡|却会i瀧では国際人

ｎMM発会箙から５年'１Ⅱの進捗状況とそび)鰹h噂をl1Hむ麹

宵について熱心鞍肘儀が行われ、人、と持総可能な,州

発を－`輿した視点で扱う工ＩＦを強く求めた「同際人1.'1Ｍ

発会統評(lliのための国会雛員フォーラム・ハーグ宣汽」

が採択された。この内容は会雛１１:務総災を勝ぬた桜jl：

評AFPPD議長の手に失って､ハーグのlXi際フォーラム

ならびに３ﾉ]にニューヨークでllN(itされたiにliii会雛の

14．『リソース・シリーズ６PopulationPoiicyinAsia』
1998年（英文）

（内雰：11ⅡｲﾄI|が主雌する「人'二1と'1M発に１判-i-る７'ジ

ア国会i瀧貝会鍍」で呼びか;ナをおこない、各国の人、

政箙を各国岐府貨任者もしくは噂'１１家がi氾述した，弁

国の政策に黄任を持つ国会議貝が|卿腓している点で．

類例を児/貰い=）
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場でも発表された。カレストからカイロヘー』（復刻）

好評のため絶版となったリソース,シリーズ１を復刻

した。 19．『リソース・シリーズｇ第２１回国運特別総会特別委員

会報告書「付録」－国通人ロ開発会蟻行動計画のさら

なる実施に向けた主な行動一』1999年

1999年６Ｎ30日～７月２日にかけて、ニューヨークの

国連本部で開催された「国際人口MH発会瀧から５年を

経過したその評価のための国連人口特別総会報告課』

｜｣本蒜版。ｌｆｉｌ会雛では、国際人口開発会議（ICPD）か

ら５年を経て、その進捗を妨げる障害,ＡＩＤＳなどの予

想以上の蔓延など、時代の変化をとり入れ、行動計画

を実)M2する上で必要となる指標や障害を解ｉｌ１ｉするため

の具体的行動などを｢Ｆ１連加盟国がll2l連総会の場で協議

し確認した。

24．リソース・シリーズ７『欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（復刻）

好評のため絶版となったリソース・シリーズ７を復刻

した。

25．国連人口基金『人ロ問題ブリーフインゲキット2000年

度版』2001年

UNFPA,'PopulationlssuesBriefingKil2000,.の翻訳｡人

口問題は"数,,の１１M題ではなく、生活をしている“人々',

の問題であるという視点から，現在の人口分野におけ

る様々なiHl題とその問題への取り組みを概観したもの

で、カイロの行動計面実施の意味を税明している． 20．『人ロと開発に関するアジア議員フォーラム第６回大会

蟻事録』2000年

世界般初の人、と珊発に閥する議員フォーラムである

「人口と|)M発に関する議員フォーラム（AFPPD)」が３

年に－３度開催する大会の議辮録。

AFPPDは1981年に設立されてから世界の指導的な人、

と開発に関する地域議員活動として、アジアのみなら

ず、世界ンベルでも人｢Iと開発に閲する国会議員活動

の詣導的な役割を担っている。その提唱者であい創

設者の佐藤隆・元農水大原と、桜井新・現議長の出身

地である新潟県で開催されたAFPPD大会の報告書(n

本語版)。同大会では1000年期鹸後の大会として．２０００

年期に向けたアジア②太平洋地域の人口・鮒発問題に

関する国会議員の活動方針を協議しその成果はｒ新

潟崗育」にまとめられた。

26．国運人ロ基金『人口問題ブリーフインゲキツト2001年

度版』2002年

UNFPA,'PopulationlssuesBriefingKit2001''の翻iij（｡2000

年に国連本部で開催されたミレニアムサミットで採択

されたミレニアムMII譜目標の'|]に人口問題を位悩付け、

新たなＣＭＴＡの人口間題への取り組みを示し､人、分

野における様々な課題とその1(１１通の現状と取り組みを

概観した。

27．『人ロ問題を考える一人類生存の条件と人類社会の未来一』

ＡPDA創立20周年を記念して開催された公開フォーラム

の議事録。この公開フォーラムでは、ロ本が11上界に雛

る各分野の権威者から．宇宙物理学、生物学の幌点か

ら生命倫理の視点まで様々な視点から人口問題を概観

してもらいなぜ人口問題が人麺の将来にとって決定

的に重要なのかを論じた。私達が生きるこの世界にお

ける人口問題の意味を犠々な視点から論じた類響はほ

とんどなく、好評をもって迎えられた。

21．『リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000』2000年

ｌPPF(掴際家族計疵連盟)が作成した“IPPF／iwamw．

’｢eproducliverighls2000Ⅱウォールチャートの日本語版。
世界各脚のリプロダクテイブ・ヘルスやライツに閥連

する政策の現状や進捗状況を一覧にしたものである。

英語版ではアルファベットl頂になっていたものを地域

別・あいうえお順に纒集を加え、読脅の便を図ってい

る．また、各国の国名表記は外務省の表記に準拠した

正蝮名称を用いている。

28.01Populationlssues-TheCcnditionsofHumanSuMv-

alandfutureofourSocietyq1

リソースXn27『人I]問題を考える一人類生存の条件と

人類社会の未来一」の英語版。

22．国運人ロ基金『女性のエンパワーメン卜に向けて』2000

年

ＵＮＦＰＡのWorkingtoEmpowerWomen・ＵＷＰＡ１ｓＥｘｐｅ‐

rienceinlmplemenIimglbeBeijillgPlaIformofAc【iollの｢｜

木諦版．“女性のエンパワーメン卜,･は'五1際人口MII発会

義（ICPD）行１１１j計画において人1ｺ問題の解決を果たす

上での亜要なカギとなる概念として位世付けられた。

また、’１１|刊北京で開催された第４回世界女性会議では

’'0心的な概念となった。第４１匹l世界女牲会雛から５年

を踏まえ,人口､女$iLkllIl題に共通する女性のエンバワー

メン卜を中心に､ICPD行動計画ならびに女性会議の行

動綱領実施と関連するＬＮＦＰＡの活動を｣ﾐL体的に紹介し

ているｃ

２９．０DAQuarterly2003onPopulationandDevelopment

（英語版）

2003年度に４半期ごとに刊行されたＯＤＡクォータリー

の創刊号から４号までを英訳したもの.ＯＤＡクオータ

リーは全国会議貝に対して人｢Iと開発問題に対するⅡ

本国からの拠出の重要性を訴えかけるために作成され

たもので、財団法人家族計画国際協力財l』（JOICFP）

とUNFPA東京事務所との協力で発行されている。

30．『地球の人ロと水』

［NFPAの刊行物であるGlobalPopuIaIiona凪。Waterの

日本語版。｜司欝は2003年３月に京都・大阪．滋賀で開

催された第３回世界水フォーラムにおける議論に資す

るために作成されたもので、食料生産、安全な水供給、

公衆衛生などの側面から水と人｢11PM題とかかわりをEＬ 23．リソース・シリーズ１『国連人口会鱗20年の軌跡一ブ
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括的に扱ったものである。

３１．０DAQuarterly2004cnPcpulaticnandDevelopment
（英語版）

2004年度に４半期ごとに刊行されたＯＤＡクォータリー

の第５号から８号までを英訳したもの｡ＯＤＡクォータ

リーは全国会議員に対して人口と開発問題に対する日

本国からの拠出の重要性を訴えかけるために作成され

たもので、財団法人家族計画醐協力財団（JOICFP）と

UNFPA東京聯務所の協力で発行されている｡それぞれ

のテーマは、第５号「ICPD＋10小第６号「人口．持

続可能な開発と環境小第７号『人口，持続可能な蝿発

と貧困とODA｣、第８号『ミレニアム開発目標と人口｣。

32．ミレニアム開発目標の達成に向けて－人ロとリプロダ

クテイブ・ヘルスが正否の鍵を握る－人ロ・開発戦略一

UNFPAから刊行された．AchievingiheMillenniumDe‐

veIOpmenlGoa1s-PopulationandRepmducliveHeaJthas

CrilicaIDelerminants-Popul副tionandDevdopment

Strategies＃10のl］本譜版。ミレニアム開発EI標と人口

閲迎の目標を関係付け、ミレニアム開発目標とこれま

での達成を図で示し、ミレニアム開発目標を達成する

ためには今後どのような努力が必要になるかを具体的
に示している。
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一曰誌一ＡＰＤＡ

(2004年12月～2004年２月）

ｎ
月
６
日

１２

１月
１１６

日日

四
月
７
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
加
周
年
記
念
事
業

講
演
会
な
ら
び
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
、
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・
シ
ン
デ
イ
ン
グ
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
事

務
局
長
が
講
演
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会

長
、
安
倍
晋
三
・
自
民
党
副
幹
事
長
代
理
他
が
挨
拶
。

四
月
⑬
日
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
国
際
医
療
国
会
議
員
会

議
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
９
ｌ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
会
議
開
催
。
中
山
太
郎
Ｉ
ｍ

Ｐ
ｏ
会
長
が
参
加
。

⑫
月
Ｍ
日
特
定
公
益
増
進
法
人
の
再
認
定
を
外
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
事
務

局
長
、
サ
フ
ィ
エ
・
シ
ャ
ー
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
局
長
、
ス
ル
タ
ン
・
ア

ジ
ズ
ア
ジ
ア
局
長
が
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
を
訪
問
。
２
０
０
５
年
度
事
業

打
ち
合
わ
せ
な
ら
び
に
、
Ｊ
Ｔ
Ｆ
資
金
事
業
に
つ
い
て
協
議
を

行
う
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
上
院
家
族
委
員
会
代
表
団
を
受
け
入
れ
。
団
長

》
ベ
ク
ス
ル
タ
ン
・
ト
ゥ
ト
ゥ
ク
シ
ェ
フ
同
委
員
長
、
団
員
“

ア
ス
カ
ー
・
ク
ジ
ャ
ガ
リ
エ
フ
議
員
、
エ
ジ
ェ
ニ
ー
・
ア
マ
ン

議
員
が
参
加
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
、
ジ
ョ
ィ

セ
フ
、
国
会
議
事
堂
、
神
戸
都
市
情
報
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
、
日

本
の
人
口
転
換
と
経
済
開
発
の
経
験
を
視
察
し
、
人
ｎ
懇
メ
ン

バ
ー
と
懇
談
ｃ
尾
崎
美
千
生
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、

木
村
亮
子
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
、
恒

川
ひ
と
み
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
参
加
。

ｎ
月
昭
日

⑫
月
〃
口
農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
人
口
問
題
を
基
礎
と
し
た
農
業
・
農

村
調
査
ｌ
イ
ン
ド
国
」
第
二
研
究
会
を
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
で
開
催
。
川

野
重
任
・
東
大
名
誉
教
授
、
福
井
清
一
・
神
戸
大
学
大
学
院
教

授
、
大
野
昭
彦
・
青
山
学
院
大
学
教
授
、
新
見
友
啓
・
農
水
省

国
際
部
国
際
協
力
課
、
上
野
豊
・
同
職
員
、
楠
本
修
事
務
局
長

補
佐
・
主
任
研
究
員
、
竹
本
将
規
研
究
員
が
出
廠
。

〈
２
０
０
５
年
〉

１
月
⑫
日
汝
小
美
・
中
国
国
家
人
口
・
計
画
生
育
委
員
会
副
局
長
と
宋
氷

通
訳
・
東
京
農
工
大
学
大
学
院
生
が
来
所
。

１
月
週
日

農
林
水
産
大
臣
か
ら
受
け
る
。

国
内
セ
ミ
ナ
ー
を
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
で
実
施
。
講
師
に

評
論
家
樋
口
恵
子
、
武
山
百
合
子
衆
議
院
議
員
。
テ
ー
マ
「
〃
高

齢
化
な
ん
て
怖
く
な
い
〃
評
論
家
樋
口
恵
子
さ
ん
と
語
る
『
イ

キ
イ
キ
人
生
と
、
２
０
０
人
以
上
が
参
加
。
尾
崎
美
千
生
事
務

局
長
、
恒
川
ひ
と
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
出
席
。

厚
生
労
働
省
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
旧
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
）
委
託
調
査
「
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
国
際
分

業
と
労
働
力
需
給
に
関
す
る
調
査
研
究
」
第
一
一
回
研
究
会
を
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
で
開
催
。
黒
田
俊
夫
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
、
岡
崎
陽
一
評
議

員
，
降
矢
憲
一
評
議
員
、
梅
澤
隆
・
国
士
舘
大
学
教
授
、
許
海

珠
・
同
大
学
教
授
、
南
雲
智
映
・
嘉
悦
女
子
大
非
常
勤
講
師
、

吉
田
慎
・
厚
生
労
働
省
外
国
人
雇
用
対
策
課
係
長
．
尾
崎
美
千

生
事
務
局
長
，
楠
本
修
主
任
研
究
員
、
竹
本
将
規
・
同
研
究
員

が
出
席
。
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２
月
躯
日
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
会
、
評
議
員
会
を
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
で
開
催
。

⑪
平
成
灯
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

②
評
議
員
の
退
任
及
び
就
任
を
承
認
・
議
決

２
月
ｎ
日

２
月
９
日
農
林
水
産
省
に
よ
る
業
務
監
査
を
実
施
。
広
瀬
次
雄
顧
問
・
理

事
、
楠
本
修
主
任
研
究
員
、
大
澤
春
美
財
務
・
経
理
課
長
同
席
。

２

１月
１３７

日日

１
月
”
日
Ｏ
Ｄ
Ａ
ク
オ
ー
タ
リ
ー
の
会
を
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
で
開
催
。
２
０
０
５

年
度
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
業
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
ク
オ
ー
タ
リ
ー
の
編
集
な
ど

に
つ
い
て
協
議
。
近
泰
男
ジ
ョ
イ
セ
フ
理
事
長
、
北
谷
勝
秀
Ｎ

Ｐ
ｏ
２
０
５
０
代
表
、
池
上
清
子
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
東
京
事
務
所
長
、

尾
崎
事
務
局
長
な
ど
が
参
加
。

１
月
即
日
尾
崎
事
務
局
長
と
木
村
亮
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
外

務
省
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ｉ
検
討
会
に
参
加
。
中
期
計
画
に
つ

い
て
人
口
分
野
の
強
化
を
訴
え
か
け
た
。

楠
本
修
主
任
研
究
員
が
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
院
で
開
催
さ
れ

た
嵯
峨
座
晴
夫
・
本
協
会
評
議
員
の
最
終
講
義
に
参
加
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
・
ケ
ニ
ア
副

環
境
相
の
記
者
会
見
に
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
と
木
村
亮
子
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
参
加

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
の
事
業
協
議
の
た
め
、
尾
崎
美
千
生
事
務
局
長
、

竹
本
将
規
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
，
恒
川
ひ
と
み
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
派
遣
。

２
月
型
日
桜
井
新
参
議
院
議
員
（
ア
フ
リ
カ
視
察
団
長
）
が
細
田
官
房
長

官
に
日
本
政
府
に
対
す
る
提
言
書
を
提
出
。
視
察
団
メ
ン
バ
ー

の
能
勢
和
子
衆
議
院
議
員
、
高
橋
千
秋
参
議
院
議
員
、
尾
崎
美

千
生
事
務
局
長
、
木
村
亮
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
イ
サ
ー
が
同

席
。

灘霧
９１



◇
昨
年
、
ア
フ
リ
カ
の
女
性
と
し
て
は
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し

た
ケ
ニ
ヤ
の
国
会
議
員
・
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
の
ロ
を
通
じ
て
、

古
く
か
ら
日
本
人
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
っ
た
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う

言
葉
が
世
界
に
伝
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

非
政
府
組
織
「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」
を
舞
台
に
、
貧
し
い
女
性
を
担
い
手

に
一
九
九
五
年
代
か
ら
三
千
万
本
に
の
ぼ
る
植
林
活
動
を
続
け
き
た
努
力

が
評
価
さ
れ
て
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
こ

の
二
月
来
日
、
小
泉
首
相
を
は
じ
め
要
人
と
の
会
談
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
家
、

学
生
な
ど
と
交
流
し
た
。

◇
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
日
本
滞
在
中
、
招
待
団
体
の
一
つ
で
あ
る
毎
日
新
聞
社

の
編
集
幹
部
か
ら
初
め
て
聞
い
て
知
っ
た
と
い
う
「
も
っ
た
い
な
ど
と

い
う
日
本
語
に
「
こ
の
短
い
言
葉
が
意
味
し
て
い
る
精
神
こ
そ
、
地
球
を

大
切
に
す
る
環
境
問
題
の
重
要
さ
を
表
し
て
い
る
」
と
感
激
。
帰
国
直
前

の
記
者
会
見
で
「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
を
世
界
の
み
ん
な
に
伝
え
て
い
く
ワ
」

と
、
こ
の
言
葉
を
お
土
産
に
印
象
的
な
笑
顔
を
残
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

記
者
会
見
の
司
会
者
も
「
こ
れ
が
カ
ラ
オ
ケ
、
ツ
ナ
ミ
に
次
ぐ
三
つ
目
の

世
界
的
日
本
語
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
の
期
待
？
を
表
明
。

◇
し
か
し
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
の
二
代
目
会
長
を
務
め
た
故
福
田

赴
夫
・
元
首
相
は
十
年
も
前
に
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
の
勧
め
」
を
書
い

て
い
る
。
「
資
源
有
限
時
代
と
い
う
認
識
に
立
ち
か
え
り
、
こ
の
も
っ
た
い

な
い
運
動
か
ら
地
球
全
体
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
す
べ
き
だ
と
思
う
。
人

類
生
き
残
り
の
た
め
に
」
二
九
九
五
年
一
月
七
日
付
け
朝
日
新
聞
朝
刊
）
。

福
田
氏
自
身
の
造
語
で
あ
る
「
昭
和
元
禄
紙
芝
居
」
の
延
長
線
上
で
、
日

本
人
が
遠
く
に
忘
れ
て
き
た
こ
の
言
葉
を
、
い
ま
ア
フ
リ
カ
の
女
性
に
教

え
て
も
ら
う
こ
と
の
意
味
は
深
い
。
「
思
え
ば
遠
く
来
た
も
ん
だ
」
（
中
原

中
也
）
。

（
Ｍ
・
○
）

表紙の写真説明

写真を提供していただいた国際

協力機構(JICA)の今村健志朗さ

んによれば、スマトラ沖地震発生

直後、飛び込んだインドネシア．

バンダアチェの町は異臭に満ちて

いた。半壊状態の商店街周辺では

マスクで顔を覆った子どもたちが、

手に入れた大きな獲物を担いで必

死で走り回っていた。

津波に対する警報システムもな

く、流されていった人々は記録の

上では何十万という数行の無機的

な数字で記されるかもしれない。

だが、その陰でどれほど多くの家

族や近隣の人々の働突が聞かれた

であろう｡０４．１２．２６は､０１．９．

１１とともに21世紀初頭に起こった

人類の不幸な歴史として刻み込ま

れることになった。

人ロと開発･春季号く通刊89号〉

2005年４月１日発行く季刊〉

･編集発行人尾崎美千生

●発行所

財団法人アジア人口・開発協会

〒160-0022

束京都新宿区1-5-1ダ･ヴインチ新宿

御苑ピル３Ｆ

ＴＥＬ（03）3358-2211（大代表）

ＦＡＸ（０３）33582233

●印刷所

文化印刷株式会社
＄
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．"ＭAｸﾞﾙｰﾌﾟ
みんな「農｣でつながっている。

毎日何気なく食べているいつものごはん。普段あまり気|こすることはないけれども、

その向こう側はみんな「農」につながっています。

ＪＡグループは、いつも安全・安心な食料供給と

農業と社会のいい関係を目指してさまざまな取り組みを行っています。

｢農｣と｢共生｣の世紀づくり


